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「青森ヤリイカ」ブランド化推進事業

伊藤欣吾・鷹田将仁(増養殖研究所)

はじめに

全国一の生産量を誇る県産ヤリイカのブランド力及び産地価格向上を図るため、首都圏をターゲッ

トにした提案営業型の流通チャネルを導入し、ホテル・レストラン等へ供給する流通業者が需要に応

じた量を計画的・安定的に仕入れることができるよう、神、況予測やその情報などを効率的・効果的に

伝達する手法や、安定供給を図るための資源管理手法を開発する。

調査計画

調査計画は表 1に示した概略のとおり 2ヵ年である。

表 1 調査項目、調査内容の概略

調査項目 内容

1.漁況予測手法・資源管理手法開発(水産総合研究センター担当)

漁獲統計調査 漁況予測と資源解析を行うため、漁獲量を詳細に調べる。

生物測定調査 漁況予測と資源解析を行うため、八戸と大戸瀬漁協で各月、各銘柄100尾を生物測定する。

海況モニタリング調査 漁場配分を予測するため、産卵場水温、初期生活期水温、流量を調べる。

試験船トロール調査 資源量を予測するため、八戸沖の未成熟個体の分布量を調べる。

DNA分析 本県左同資源の分布域を明らかにするため、各海域100尾をDNA分析し集団解析を行う。

漁況予測手法の開発 予測手法を開発し、漁場別の漁獲量、魚体サイズを予測する。

資源管理手法の開発 資源管理方策を検討し、資源管理後の漁獲、ンミュレーションを行う。

2.産地情報発信手法開発(総合飯売戦略課→増養殖研究所担当)

市場流通調査 首都圏の流通実態を調べる。

生産地流通調査

生産状況調査

県内の生産地側からの流通実態を調べる。

県内の生産量、規格、鮮度保持等の状況を調べるc

マーケティング、戦略調整 提案営業型の流通チャネノレにおける、仲卸業者と生産者側との調整を行う。

日17 H18 期間

。。通年
。o 11~5月
。。通年
。。10月
。。通年
。。11月
。。通年
。。2回
。。2回
。。2回
。。3回



1.漁況予測手法・資源管理手法開発(水産総合研究センター担当:伊藤欣吾)

材料と方法

(1) 漁獲量調査

青森県で漁獲されるヤリイカは北日本個体群に属すると考えられることから(伊藤， 2005)、能登

半島以北の日本海と噴火湾から岩手県までの太平洋の海域を対象に漁獲量を調べた。また、産卵時期

と回遊経路の異なる冬と春の産卵グループが知られていることから(伊藤， 2005)、渡島支庁、青森

県および岩手県において 8月~翌年2月に、漁獲されるヤリイカを冬産卵グ、ループ、その他の地域と期

間に漁獲されるヤリイカを春産卵グ、ルーフ。として集計した。調査期間は 1984'"'-'2004年とし、県別支

庁別に月単位で収集した。持、期は 8月~翌年 7月とした。漁獲データは、青森県では県統計(青森県

海面漁業に関する調査結果書(属地調査年報))により、他の道県は公立水産試験研究機関より提供頂

いた。

(2) 生物測定調査

持、期序盤に青森県太平洋海域において沖合底びき網漁業で漁獲されるヤリイカの体サイズと成熟状

況を調べるため、 2006年 12月に八戸市小中野市場で、各銘柄2箱(約 7kg)の生物測定を行った。生

物測定項目は、外套長、体重、雌雄、成熟判定、生殖腺重量とした。雄については、生殖腺を精巣，

貯精嚢および精英嚢に分けて重量を測定し、成熟判定は精英嚢に精英が入っていれば成熟、入ってい

なければ未成熟とした。雌については、てん卵腺の重量および生殖腺を卵巣、輸卵管内卵および輸卵

管腺に分けて重量を測定し、成熟判定は輸卵管内に卵が入っていれば成熟、入っていなければ未成熟

とした。

(3) 海況モニタリング調査

これまでの解析結果から資源変動、成長、分散および産卵田遊と関連のある以下6つの海洋環境指

標を観測しモニタリングした。①北日本個体群の資源変動と関連のある青森県日本海側炉作崎西方沖

の定線観測による 50m深最高水温の 3'"'-'5月の平均値、②成長と関連のある青森県日本海側深浦町大

戸瀬地先水深 25m地点における海底上 3m水温の 4'"'-'5月平均値、③成長と関連のある青森県太平洋

側尻屋崎東方沖合 12kmの定線観測地点 (SY1)における 100m深水温の 6'"'-'12月平均値、④春産卵

グループの産卵回遊と関連のある青森県日本海側鯵ヶ沢地先における海面水温の 1'"'-'2月平均値、⑤

冬と春の産卵グループの分散と関連のある津軽暖流流量(深浦と函館の水位差より推定)の 1'"'-'6月

平均値、⑥冬産卵グループ。の産卵回遊と関連のある津軽暖流流量の 11'"'-'12月平均値を観測した。

(4) 試験船トロール調査

持、況予測に用いるヤリイカ未成体の分布量を調べるため、八戸沖合において、 2006年 10月 17'"'-'19

日と同年 11月 29日'"'-'12月 1日に着底トロール調査を行った。調査点は水深 50'"'-'100m、100'"'-'200

mの2水深帯毎に各4点設けた。着底トロールの仕様は、袖網長 7.5m、網口幅 2m、網口丈 2m、内

網目合 11mmで、開口板により網口を最大限大きくするようにした。操業は、試験船青鵬丸 (65ト

ン)を用い、全て日中に行い、曳網速度は 2'"'-'3ノットを目安とした。曳網面積は、曳網距離×袖網間

隔(ネットスキヤンマーにより平均 11.9m) とした。分布密度は漁獲効率 1とし、採集個体数ー曳網

面積とした。調査海域全体の分布密度は、各水深帯の平均分布密度を算出し、各水深帯の面積が同じ

と仮定して，全体の平均分布密度を求めた。採集した個体は全て外套長を測定した。小さい個体は雌
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雄の判別ができなかったため、分布密度は雌雄別に扱わなかった。なお、ヤリイカは外套長 150mm

を越えるあたりから成長量に雌雄差が生じるとされており(木下， 1989)，本調査で採集されたヤリ

イカは外套長 150mm以下が多かった。

(5) D N A分析

日本周辺に分布するヤリイカは、日本海南西部、北日本、太平洋北部、太平洋南部の4つの地方個

体群で構成されるだろうと想定されている(新谷， 1988)。そこで，地方個体群聞の遺伝的差異を検

証するため、 mtDNAの高変異性領域である NC4領域(伊藤ら， 2006)について、塩基配列分析を

行った。

(6) 漁獲量予測

ヤリイカの漁獲量予測の対象は、冬産卵グループ(青森県、渡島支庁および岩手県の 8月から翌年

2月まで漁獲量)とし、 2種類の予測手法を検討した。一つ目は、説明変数を 8月""11月までの漁期

序盤の漁獲量とし、目的変数を 8月から翌年2月までの全体の漁獲量とする単回帰式による方法。二

つ目は、説明変数をトロール調査によるヤリイカ未成体の分布密度と平均体長とし、目的変数を 8月

から翌年2月までの全体の漁獲量とする重回帰式による方法。さらに、青森県日本海海域の 8月から

翌年2月までの漁獲量を予測するため、一つ目で予測した冬産卵グループ全海域の 8月から翌年2月

の漁獲量に、津軽暖流の 11"" 12月の平均流量と全海域に占める青森県日本海海域の漁獲割合との関

係式を掛け合わせた方法を行った。

(7) 資源管理手法

資源の有効利用を検討するため、成長乱獲の改善による漁獲量と漁獲金額の将来予測を行ったJ

-3-
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結果と考察

(1) 漁獲量調査

1984年漁期 (8月~翌年 7月)以降におけるヤリイカ北日本個体群の漁獲量を調べた。 1984""'2003

年漁期における北日本個体群の漁獲量は、 1，784""'7，174トンの間で大きく変化し、 2000年漁期以降

では 2002年漁期を除くと減少傾向にあった(表 2)。また、海域別漁獲量を見ると青森県が最も多く

(表 2)、盛漁期は 12月から翌年 4月で、あった(表 3)02005年漁期以降については、冬産卵グルー

プの分布海域である渡島支庁、青森県および岩手県の漁獲量を集計した(表 4)。表 5に示した冬産卵

グノレープと春産卵グループの集計区分に基づいて、両産卵グ、ループの漁獲量を集計した(表 6)0 1992 

年漁期を境に、春産卵グルーフ。よりも冬産卵グループの漁獲比率が高くなっていた(表 6)。

表2 ヤリイカ北日本個体群の海域別漁獲量(漁期は8月~翌年7月)
、立・トン

年¥月 石川県
富山県 新潟県 山形県 秋田県

青森県 青森県 青森県
岩手県渡島支庁檎山以北 言十

沿岸 日本海津軽海峡 太平洋

1984 ~ 1985 252 503 305 51 157 466 314 97 193 26 69 2，432 
1985 ~ 1986 123 154 284 94 43 581 120 105 62 65 153 1，784 
1986 ~ 1987 122 74 288 135 67 517 230 125 79 126 163 1，927 
1987 ~ 1988 273 366 581 123 97 1，190 803 337 182 85 47 4，084 
1988 ~ 1989 434 239 551 130 106 1，022 373 159 112 207 119 3，452 
1989 ~ 1990 129 72 271 87 69 1，369 593 319 515 839 634 4，899 
1990 ~ 1991 62 25 124 58 53 899 543 440 266 718 691 3，879 
1991 ~ 1992 96 180 289 70 107 1，439 618 299 127 825 171 4，220 
1992 ~ 1993 50 45 226 98 57 1，426 649 332 81 1，069 399 4，432 
1993 ~ 1994 53 45 386 142 91 1，321 556 301 153 679 247 3，975 
1994 ~ 1995 72 58 360 142 116 1， 734 1，107 914 700 1，365 607 7，174 
1995 ~ 1996 131 83 578 126 98 1，807 669 944 198 853 221 5，707 
1996 ~ 1997 40 41 170 73 58 1，252 702 669 205 385 66 3，662 
1997 ~ 1998 94 82 282 90 86 1，830 510 493 167 943 275 4，852 
1998 ~ 1999 103 57 398 109 113 2，071 702 620 339 450 100 5，063 
1999 ~ 2000 41 63 161 44 95 1，402 791 1，074 143 804 207 4，825 
2000 ~ 2001 48 84 127 51 100 937 506 777 93 427 147 3，296 
2001 ~ 2002 31 45 100 41 61 647 464 368 160 258 72 2，246 
2002 ~ 2003 69 110 260 76 144 2，029 644 884 520 648 227 5，610 
2003 ~ 2004 65 105 184 33 75 460 409 329 121 339 93 2，214 
2004 ~ 2005 41 74 101 37 34 749 402 472 138 329 212 2.590 

表3 ヤリイカ北日本個体群の月別漁獲量(漁期は8月~翌年7月)

単位:トン
~て月 8月 9月 10月 11月 12月 I月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 計

1984 ~ 1985 ，3 20 118 208 585 706 335 160 177 103 18 。2，432 
1985 ~ 1986 。 3 22 83 227 490 283 260 189 161 64 4 1，784 
1986 ~ 1987 I 9 43 140 366 370 197 224 268 242 65 2 1，927 

1987 ~ 1988 。 25 111 286 646 853 580 482 774 302 23 l 4，084 
1988 ~ 1989 。 10 73 205 532 1，059 339 431 473 297 34 。3，452 
1989 ~ 1990 。 19 130 425 601 794 700 714 867 517 129 3 4，899 
1990 ~ 1991 2 40 115 401 288 568 533 619 613 468 213 18 3，879 
1991 ~ 1992 2 46 112 408 644 654 534 1，036 512 232 33 6 4，220 
1992 ~ 1993 2 21 120 254 552 1，059 774 851 523 248 22 5 4，432 
1993 ~ 1994 5 15 112 274 403 917 739 698 537 215 55 5 3，975 
1994 ~ 1995 。 13 163 691 982 1，426 1，349 1，058 1，056 397 34 5 7，174 
1995 ~ 1996 19 246 533 1，179 1，055 730 585 870 431 52 5 5，707 
1996 ~ 1997 。 19 33 276 461 617 696 641 687 211 18 l 3，662 
1997 ~ 1998 。 26 111 421 703 1，256 806 719 578 198 32 4，852 
1998 ~ 1999 l 55 167 606 633 930 747 937 789 167 29 2 5，063 
1999 ~ 2000 2 31 176 801 611 898 911 501 634 219 40 1 4，825 
2000 ~ 2001 4 10 123 381 583 760 536 289 418 128 64 。3，296 
2001 ~ 2002 6 24 83 253 404 454 403 261 264 84 9 。2，246 
2002 ~ 2003 4 98 290 515 949 1，047 1，000 847 659 174 25 2 5，610 
2003 ~ 2004 2 35 94 130 406 558 372 315 177 109 14 2 2，214 
2004 ~ 2005 2 44 107 172 370 584 579 291 294 130 19 。2.590 
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ヤリイカ北日本個体群の冬産卵グループと春産卵グループの集計区分表5
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春
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春
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春

春
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春

春

春

春

春
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春
春
春
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冬
冬
冬
冬
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春
春
春
春
春
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後志支庁

檎山支庁

渡島支庁

岩手県

青森県太平洋

青森県津軽海峡

青森県日本海沿岸

青森県日本海沖底

秋田県

山形県

新潟県

富山県

石川県沿岸

ヤリイカ北日本個体群の冬産卵グループと春産卵グループの漁獲量

単位止と
註
2，432 
1，784 
1，927 
4，084 
3，452 
4，899 
3，879 
4，220 
4，432 
3，975 
7，174 
5，707 
3，662 
4，852 
5，063 
4，825 
3，296 
2，246 
5，610 
2，214 
2，59Q 
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牢て月
1984 '" 1985 
1985 '" 1986 
1986 '" 1987 
1987 '" 1988 
1988 '" 1989 
1989 '" 1990 
1990 '" 1991 
1991 '" 1992 
1992 '" 1993 
1993 '" 1994 
1994 '" 1995 
1995 '" 1996 
1996 '" 1997 
1997 '" 1998 
1998 '" 1999 
1999 '" 2000 
2000 '" 2001 
2001 '" 2002 
2002 '" 2003 
2003 '" 2004 
2004 '" 2005 



生物測定調査

2006年 12月 6日に八戸の沖合底びき網漁業で漁獲されたヤリイカの銘柄別外套長組成と雄の成熟

状況を表 7と図 2に示した。また、前年同期の規格サイズと比較するため、 2005年 12月8日に漁獲

(2) 

された銘柄別外套長組成を図 3に示した。 2006年の 30尾、 50尾、 60尾入の外套長組成は、 2005年

同期と大きな差はなかった。雄の成熟状況は外套長 160"'-'230mmの範囲に成熟個体が見られたが、

ほとんどは未成熟個体で、あった。なお、雌の成熟状況は、生物測定した個体は全て未成熟で、あった。

2006年 12月6日に八戸の沖合底び

き網漁業で漁獲されたヤリイ力の

銘柄別外套長組成

表8

円
阻
3200 250 

外套長(mm)

nm 

白成34
E圭塾J

14 

0 

150 

10 

12 

8 

6 

4 

2 

訴
誰
思

2005年 12月8日に八戸の沖合

底びき網漁業で漁獲されたヤ

リイカ雄の成熟状況

図2

外套背長mm 30入 50入 60入
♂ ~ ♂ ♀ ♂ 』長

80 <~豆 90

90 <~壬 100

100 <~孟 110

110 <~豆 120

120 <~豆 130
130 <~孟 140

140 <~孟 150

150 <~孟 160 5 
160 <~孟 170 2 3 
170 <~豆 180 1 2 7 
180 <~壬 190 2 2 4 14 
190 <~壬 200 3 8 3 16 
200 <~孟 210 5 11 I 3 
210 <:....__豆 220 7 5 1 
220 <~豆 230 4 
230 <~豆 240 3 l 
240 <~豆 250 7 
250 <~壬 260 12 I 
260 <~壬 270 3 
270 <~壬 280 l 
280 <~孟 290 2 
290 <~壬 300 l 
300 <~壬 310

310 <~孟 320

計 39 I 43 9 56 4 

[二21

二E
nu 

十

mω

刷長

}

套

叩

外

40 I 

。L------， 

30 

ま20

2005年 12月8日に八戸の沖合底びき網漁業で漁獲されたヤリイ力の銘柄別

-7-

外套長組成

図3



海況モニタリング調査

モニタリングした 6つの海洋環境指標を図 4----9に示した。①北日本個体群の資源変動と正の相関

関係にある青森県日本海側炉作崎西方沖の定線観測による 50m深最高水温の 3----5月平均値について、

2006年は過去 5ヵ年平均よりも・0.86t低い値で、あった(図 4)。②成長と正の相関関係にある青森県

日本海側深浦町大戸瀬地先水深 25m地点における海底上 3m水温の 4----5月平均値について、 2006

年は過去 5ヵ年平均よりも-0.91t低い値で、あった(図 5)。③成長と正の相関関係にある青森県太平

洋側尻屋崎東方沖合 12kmの定線観測地点(SY1)における 100m深水温の 6----12月平均値について、

2006年は過去 5ヵ年平均よりも低い値であった(図 6)。④春産卵グ、ループの産卵回遊と関連のある

青森県日本海側鯵ヶ沢地先における海面水温の 1----2月平均値について、 2007年は過去 5ヵ年平均よ

りも1.2t高い値で、あった(図 7)。なお、春産卵グ、ループは水温が高いほどより北へ産卵回避する傾

向がある。⑤冬と春の産卵グループの分散と関連のある津軽暖流流量(深浦と函館の水位差より推定)

の 1----6月平均値について、 2006年は過去 5ヵ年平均よりも低い値で、あった(図 8)。なお、 1----6月

の津軽暖流の流量が多いほど北日本個体群のうち冬産卵グループの割合が多くなる。⑥冬産卵グ、ルー

プの産卵回遊と関連のある津軽暖流流量の 11----12月平均値について、 2006年は過去 5ヵ年平均値並

であった(図 9)。なお、冬産卵グループは 11----12月の津軽暖流の流量が多いほど、太平洋側から日

本海側へ産卵回避する割合が少なくなる。

(3) 
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試験船トロール調査

2006年に八戸沖合において行った着底トロール調査で採集されたヤリイカの外套長組成、密度を表

また、 2001年以降における分布密度と平均外套長の推移を図 12に示し

2006年 10月のヤリイカ未成体の分布密度は1.1個体/1000m2、前年比 26%、過去 5ヵ年平均

比 12%で、平均外套長は 96mm、前年比 87%、過去 5ヵ年平均比 96%であった。 2006年 11月のヤ

リイカ未成体の分布密度は1.6個体/1000m2で前年比 30%、平均外套長は 123mmで前年比 108%

2005年、 2006年ともに 10月の外套長組成は 2峰型を示し、 11月の外套長組成は単峰型

(4) 

図 11に示した。図 10、9、

。
た

10月と 11月ともに前年を大きく下回った。

で、あった。

で、あった。 2006年の分布密度は、

八戸沖合の着底トロール調査により採集されたヤリイカの外套長組成と密度
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(5) DNA分析

日本周辺の地方個体群聞の遺伝的差異を検証するため、新谷 (1988)が便宜的に区分した4地方個

体群と、青森県で漁獲される冬・春産卵グループの分布域から採集された 545個体のヤリイカを用い

て、 mtDNAの5領域のうち変異が最も多かった NC4領域の塩基配列分析を行った(図 13)。その結

果、 55部位で変異が確認され、 48種類のハプロタイプが出現した。しかし、平均ハプロタイプ多様

度は0.67、平均塩基多様度は 0.003と低く、またハプロタイプ頻度と FST値は海域間で有意差はなか

った、これらのことから、日本周辺のヤリイカ地方個体群開には、遺伝的交流があると判断された。

(詳細は伊藤ら (2006)を参照)

N45 

深浦冬

-o胸羽
E135 El40 E145 

図13 DNA分析に用いたヤリイカの採集地点

表10 MtDNA-NC4領域のハプロタイプ多様度、塩基多様度および平均塩基置換率

採集 ノ、プロ ノ、プロタイフ。 塩基 平均塩基

地点
n 
タイプ数 多様度(h) 多様度(JZ" ) 置換数

島根 93 10 0.563 + 0.053 0.0025 :t 0.002 1.270 + 0.807 

深浦春 95 13 0.661 + 0.041 0.0031 :t 0.002 1.588 :t 0.952 

深浦冬 94 17 0.727 + 0.035 0.0035士0.002 1.776土1.038

八戸 94 20 0.719+0.004 0.0036 :t 0.002 1.848+1.070 

宮城 84 11 0.672 + 0.041 _0.0032+0.002 1.596 + 0.957 

愛知 85 11 0.678+0.041 0.0033 :t 0.002 1.672+0.991 
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漁獲量予測

①冬産卵グループ全体の漁獲量予測(漁獲データを用いた手法)

予測海域、期間、単位:青森県、渡島支庁および岩手県、 8月~翌年2月、漁獲量(トン)

予測方法:当海域における漁期序盤 (8----11月)の漁獲量と全体 (8月~翌年 2月)の漁獲量と

の単回帰式により予測する。予測式はY=3.3905X+631.83(データ期間 1985----2005年漁期)。

2006年漁期の漁期序盤の漁獲量 (X)は 248トン(表 4) と見積もられたことから、 2006

年漁期の全体の予測漁獲量 (Y)は1，472トンと算出された(図 14)。
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漁期序盤の漁獲量から予測した冬産卵グループの漁獲量の実測値と予測値

②冬産卵グループ全体の漁獲量予測(着底トロール調査による方法)

予測海域、期間、単位:青森県、渡島支庁および岩手県、 8月~翌年2月、漁獲量(トン)

予測方法:冬産卵グ、ループ全体の漁獲量を目的変数とし、着底トロール調査によるヤリイカ未成

体の分布密度と平均体長を説明変数とした重回帰式により予測する。予測式は Y=114.7X1

+ 24.86X2・1660(データ期間 2001----2005年漁期)02006年漁期の未成体分布密度 (X1)は
1.1個体/1000m2、平均外套長 (X2)は96.8mmで、あったことから(図 12)、2006年漁期

の全体の予測漁獲量 (y)は844トンと算出された(図 15)。
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冬産卵グループ。のうち青森県日本海海域の漁獲量予測

予測海域、期間、単位:青森県日本海海域、 8月~翌年 2月、漁獲量(トン)

予測方法:冬産卵グループ全体に占める青森県日本海海域の漁獲割合と津軽暖流の 11"'"'12月平

均流量の偏差との単回帰式を用いて青森県日本海海域の漁獲割合を算出し、①で予測した冬

産卵グループ全体の漁獲量にその漁獲割合をかける。予測式はy= (ー0.0855X3+ 0.3627) 

X4 (データ期間 1985"'"'2005年神期)02005年漁期における津軽暖流 11"'"'12月平均流量の

偏差 (X3)は-0.20(図 9)で、青森県日本海海域の漁獲割合は 38.0%と算出され、冬産卵

グループ全体の予測漁獲量 (X4)が 1，472トンであることから、青森県日本海海域の予測漁

獲量は 559トンと算出された(図 16)。
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(7) 資源管理手法

前年度の解析の結果、津軽海峡~青森県日本海側の海域で漁獲されるヤリイカは成熟個体が多いの

に対し、青森県太平洋海域で 11"'12月に漁獲されるヤリイカの多くは未成熟個体であると推定され

た。青森県太平洋海域で漁獲される未成熟個体は、 12月下旬以降に成熟し、津軽海峡~日本海海域で

産卵すると思われた。また、太平洋海域で漁獲される未成熟個体は価格が安いことから、成長乱獲と

判断される。

そこで、資源の有効利用を検討するため、青森県太平洋海域において 11"'12月に小型サイズを禁

漁にした場合の、産卵個体数の増加率と、 1"'2月の漁獲により期待される回収率(漁獲金額)を試算

した。青森県太平洋海域の 11"'12月に漁獲されるヤリイカのうち、規格銘柄 rP J、rSJ、r100個

体入Jおよび r90個体入」が外套長 100"'200mmに該当する(以下、これらの規格銘柄を小型サイ

ズと称する)0 1995"'2004年の 11"'12月に青森県太平洋海域で漁獲された小型サイズは 50"'482ト

ンで、あった。小型サイズの漁獲量を平均体重 64g(外套長・体重の関係式による外套長中央値 150mm

の体重)で除した漁獲個体数と、漁獲金額を図 17に示した。小型サイズの漁獲個体数は 785"'7，528

千尾(平均 3，826千尾)で、漁獲金額は 3千万円"'2億円(平均 1億円)で、あった。一方、 1"'2月に

津軽海峡から青森県日本海海域で漁獲された産卵群は 700"'1、755トンであった。産卵群の漁獲量を

体重 157g(大戸瀬漁協の平均体重)で除した漁獲個体数と、漁獲金額を図 18に示した。産卵群の漁

獲個体数は 4，459'"11， 177千尾(平均 8，044千尾)、漁獲金額は 7"'22億円(平均 14億円)で、あった。

産卵群の 1個体単価は、小型サイズの約 6.5倍であった。

次に、 11"'12月に小型サイズを禁漁にした場合の産卵個体数の増加率を検討する。産卵個体数は、

産卵期のはじめ(1月 1日に設定)の資源個体数(加入個体数)から産卵期 (1"'2月)の漁獲個体数を差

し引いて計算した。なお、産卵期の自然死亡はないと仮定した。加入個体数は、産卵期の漁獲個体数

を漁獲率で除して求めた。漁獲率は、スルメイカの漁獲率を参考に 0.2"'0.4(森・永津， 2005)の範

囲内で計算した。また、禁漁による増加した分の加入個体数は、 11"'12月の小型サイズの漁獲個体数

(図 17)に2ヶ月間の自然死亡係数から計算した。ヤリイカの自然死亡係数は推定されていないため、

ヤリイカの寿命と同じスルメイカの自然死亡係数 0.1/月(森・永津， 2005)を代用して計算した。

現状の産卵個体数、禁漁により増加した分の産卵個体数、および産卵個体数の増加率を図 19に示し

た。 1"'2月の漁獲率が 0.2の場合、産卵個体数の増加率は平均 7%、漁獲率 0.3で平均 11%、漁獲

率0.4で平均 15%と推定された。

次に、 11"'12月に小型サイズを禁漁にした場合、 1"'2月の漁獲により期待される漁獲金額の回収

率を試算した。ここで、禁漁により漁獲できなかった個体数(図 17)のうち、 1"'2月に漁獲される

個体数を回収個体数と定義する。回収個体数は、禁漁により増加した分の加入個体数に 1"'2月の漁

獲率を乗じて求めた。回収個体数の金額は、回収個体数に大戸瀬漁協の 1尾単価を乗じて求めた。漁

獲金額の回収率は、 11"'12月の小型サイズの漁獲金額(図 17)に対する回収個体数の金額とした。

11"'12月に小型サイズを禁漁にした場合に1"'2月の漁獲により期待される漁獲金額の回収率を図20

に示した。 1"'2月の漁獲率が 0.2の場合、 1"'2月に期待される回収率(漁獲金額)は平均で 103%、

漁獲率0.3では平均 155%、漁獲率 0.4では平均 206%と試算された。

以上のように、青森県太平洋海域で 11"'12月に漁獲される小型サイズのヤリイカを禁漁にした場
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合、1'"'"'2月の漁獲率が 0.2以上であるならば、産卵個体数と漁獲金額が増加する試算結果が得られた。

ヤリイカ資源の有効利用を考える場合、このような小型イカの漁獲規制が有効的であると考えられた。

ただし、漁獲規制されるのが青森県太平洋海域であるのに対して、 1'"'"'2月に漁獲するのは主に津軽海

峡から青森県日本海海域であるため、漁獲規制される漁業者と受益者が異なる。将来、資源管理を行

このような漁業調整の問題は避けて通れないと思われる。今後は、仮定値として用いた漁獲う際は、

自然死亡係数などの資源学的特性値を推定する必要がある。
~ー金

字、

盟国漁獲個体数(百万個体)

l →ー漁獲金額(百万円)
10 -， - -_ 

(
E
R
佃
)
器
削
明
蝉
媛

250 

200 

100 

150 

50 

8 

6-

4 

(
最
恩
隈
回
)
輯
拳
恩
鱒
嬢

。。O
N

目
白
∞
戸

∞
@
白
F

』

ham-
由。白
F

田
町
四

。
Year 

青森県太平洋海域における 11-12月の小型サイズの漁獲個体数と漁獲金図 17

瞳盟国漁獲個体数(百万個体)

→ー漁獲金額(百万円)

額の推移

(
E
R
回
)
踊
制
幽
需
要

3，000 

2，500 

_ 2，000 

1.500 

1，000 

500 

12 

8 

6 -

nu (
誰
車
問
回
)
輯
雄
恩
賜
圃
明
日

4 

2 

。
守

O
O
N

円

O
O
N

N
O
O
N
 

F
O
O
N
 

0
0
0
N
 

。
∞
∞
F

∞
∞
白
戸

九い白∞
F

@
白
O
F

m
o
o
-

nu 

Year 

津軽海峡~青森県日本海海域における 1-2月の産卵群の漁獲個体数と漁

戸。

獲金額の推移

図 18



I 30% 

i 25九

I 20九

l15%塁
|聾

1 10% 

5% 

0% 
オ
O
O
N

M
U
O
O
N
 

N
O
O
N
 

F
O
O
N
 

0
0
0
N
 

O

∞O
F
 

∞。。-
@
O
O
F
 

斗

1

イ
つ
四
川
川
μ

ω

O

O

F

n

u

n

u

n

u

n

u

n

u

n

u

n

u

 

n
o
r
a
a
a守
司

d

n

4

4

1

漁獲率 0.3

(
限
回
)
語
草
恩

似

川

配

m

n

U

E

U

 

内

d

n

t

l
l
l

ト
l

l

l

r-20% 
i 時
ト15%事

ト10%一

漁獲率 0.260 1 

50 1 

40 (
民
団
)
掛
誰
理

~ 5% 

30 

20 

10 

0% 
寸

O
O
N

m
O
O
N
 

N
O
O
N
 

F
O
O
N
 

。。O
N

0
0
0
F
 

T 

CO 1""、 α2
o"l o"l o"l 
o"l o"l o"l 
，ー・ ，ー・ 守圃圃

由。O
F

。
Year Year 

「ー由問問ム聞か

130% 

ト25%

i 20% 

l 時
15%星
野

10九

己コ現状の産卵個体数

lーらー産卵個体数の増加率

5% 

n
u
 

一…………
門
i
F
g
N

圃ハハ
u
o
o
o
N

園
[
l
l
l
u
g
o
F

漁獲率 0.460 ' 

50 

40 (
限
回
)
掛
誰
恩

30 

20 

。
Year 

禁漁により増加した分の産卵個体数、およ推定された現状の産卵個体数、圏内

び産卵個体数の増加率

率

率

率

一

獲

}

獲

i
獲

L

一
漁
伽
漁
似
漁
山
一

一

+

士

十

一

3.0 

2.0 _j 

2.5 

1.5 1 IJS一×

1.0μ、川4一¥/×

時ロ
R
型

G
邸
側
掛
照

寸
O
O
N

円

O
O
N

一
N
O
O
N

一

-ccN

一

O
O
O
N

一∞∞∞戸

一∞

gF
h
a白
戸

「

@gF

目
白

m
F

A
U
 

nu 

11-12月の小型サイズを禁漁した場合の 1-2月の漁獲により期待される

『

is--

漁獲金額の回収率

図 20



引用文献

新谷久男(1988)ヤリイカの生活様式と資源状態.水産「技術と経営J，水産技術経営研究会，東京，

276， 58・69.

伊藤欣吾(2005)青森県におけるヤリイカの漁況予測.イカ類資源研究会議報告(平成 16年度)、61・66.

日水研.

伊藤欣吾・柳本 卓・岩田容子・宗原弘幸・桜井泰憲 (2006) ミトコンドリアDNAの塩基配列分析

によるヤリイカの遺伝的集団構造. 日本水産学会誌， 72， 905・910.

木下貴裕 (1989)ヤリイカの日齢と成長について.西海区水産研究所研究報告， 67， 59・68.

森 賢・長津 亨 (2005)平成 16年度スルメイカ冬季発生系群の資源評価.我が国周辺水域の漁業

資源評価(魚種別系群別資源評価・ TAC種).水産庁， 432・462.

-18-



2.産地情報発信手法開発(増養殖研究所担当:慶田将仁)

材料と方法

(1) 市場流通調査

東京都及び札幌市中央卸売市場年報、月報及び日報を収集し、平成 14年 1月から平成 18年 12月ま

でのデー夕、および青森県漁業協同組合連合会が公表する県内各所水揚日報における平成 19年 1月5

日から 6月30日までのデータを参考にし、消費地市場の取り扱い動向、消費地と産地価格の関係につ

いてそれぞれ検証を行った。検証は消費地の価格と入荷量、産地価格および漁獲量の相関性について

それぞれ点検することとし、考察の基礎とした。

(2) 生産地流通調査

MDによるヤリイカ販売手法にかかり産地流通と主要消費地市場の関係について検討を行なった。

検討の対象は、札幌市中央卸売市場を着荷地と想定した場合の青森県産ヤリイカ取引の成否や価格形

成に影響する状況について産地流通の視点から検証を行なった。確認の方法は、産地生産状況と市場

価格について回帰分析を行なうこと、また価格低下要素として注目されたスルメイカとの競合の程度

について検討し、そこから得られた情報から流通構造の検証を行なった。

(3) 生産状況調査

産地情報の効果的な発信と鮮度保持梱包による生産者サイドからの出荷方法を検討するにあたって、

生産者団体と意見交換ならひ、に出荷方法の意見交換を行なった。確認点は、効果的情報発信を行なう

前提として生産者団体が消費地卸売業者と直接取引を行なうにあたっての可否、また、鮮度保持梱包

を行なうにあたって漁業者の対応の可否の二点について調査を行なった。

(4) マーケティング戦略調整

上記の青森県産ヤリイカの産地流通体系の把握、および消費地での価格形成過程等の市場流通体系

について総合的に確認することを目的に、平成 19年 2月 9'"'"'10日、高鮮度梱包したヤリイカを用いて

札幌市中央卸売市場を着荷点とした試験流通およひ守販売を行った。確認した点は、当日に上場された

ヤリイカとの価格および評価の比較、また流通主体の集出荷、分荷の様態であり、併せてどのような

情報ルートに基づいて取引が形成されるかについて情報を収集した。この試験から得られた結果につ

いては、効果的情報発信の手法を適用するための流通チャネルの選択範囲を検討することを目的とし、

市場・流通分析の参考情報とした。
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結果と考察

( 1 )市場流通調査

1 )県産ヤリイカの主要市場における位置づけ

本県で漁獲される生鮮水産物の物流ルートは、主に築地市場に至る中央ルートと、新潟市場と金沢

市場を主な着荷・分配点とする日本海ルートの二つの体系により流通する。殊にヤリイカに関しては

青森県津軽半島西側海域で主に漁獲されることからこの両体系に注意したが、昨年度の調査により、

札幌市場の高い取り扱い水準、価格形成の独自性がわかってきたことから、表1に3市場のヤリイカ

の取り扱い状況(H14"-'18年度)を示した。

表 1 青森県産ヤリイカ取り扱い主要市場の状況

市場名 項目 H14年 H15年 H16年 H 17年 H18年

青森産 l 497，582 190，755 279，371 286，012 340，564 
築地市場 市場計 1，097，762 806，636 783.825 999，623 1，241，064 

シェア 45.3% 23.6% 35.6% 28.6% 27.4% 

青森産 171.484 353，848 158，350 196，891 255，811 

札幌市場 市場計 374.073 497.426 318，771 376，776 423.983 

シェア | 45.8首 71.1覧 49.7% 52.3% 60.3% 

青森産 35，294 

金沢市場 市場計 N 0 date N 0 date N 0 date No date 130，879 

シェア 27.0% 

単位:恒星

東京、札幌市、金沢市各中央卸売市場年報

築地市場における年間の取り扱い量は、概ね 1，000t前後で推移し3市場の中でもっとも多い。そ

のうち青森県産ヤリイカは量にして 190tから 500t弱、シェアもまた 20%から 40%台と変動は大き

いが最大出荷地であることに動きはない。平成 18年度の青森県の漁獲は 1，785tであったことから約

19%が築地市場で消費されたことになり、さらに積替・転送されたものを含めると漁獲されたものの

うち 24%に及ぶ量が築地に送られたものと推測された。

他方、金沢市場における H18年度の年間取扱量は約 130tで同期の築地市場に比較して 40%以下の

水準にとどまった。同市場で、は、青森県産のシェアが 27%で比較的高位にあり影響力は伺えるが、必

要量が小さい市場と判断される。また青森県の総漁獲量のうち金沢市場に流通する割合は1.9%程度

に止まる。

これに対して札幌市場における取扱量は、 300tから 500t弱の範囲で推移しており、築地市場に次

ぐ取り扱い規模を示した(対築地市場比 34.2%)。特に、青森県産の占めるシェアは 50%から 70%台

と極めて高位に推移し、平成 18年度では青森県で漁獲されたもののうち 14.3%が札幌市場に流通し

たこととなり、岡市場における影響力の強さと青森県の漁業生産の関係の大きさが想定された。また、

表には記載していないが過去 5年間の市場総取扱量の変動係数を見ると築地市場の 19.7%に対して

16.7%と小さく、取扱量は比較的、安定した推移を示していることがわかる。

いずれにしても、築地市場と札幌市場で消費される青森県産ヤリイカの数量は、漁獲されたものの

うち 33.4%に及び、ここから再送したとされる 5%などを含めると 38.4%を超えるものと推測された。

2)供給と価格の関係硬直化と低水準化

築地市場および札幌市場における当該魚種の取扱いシェアが特に高いことから、青森県産ヤリイカ
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の供給と各市場の価格の様相についで概観した。図 1に、築地市場における H15年 1月から H19年 12

月までの青森県産ヤリイカの月別入荷量と当市場の月別平均価格の相闘を、図 2に同じく札幌市場の

相関を示した。
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図1 県産ヤリイカ入荷量と価格相関(築地市場) 図2 県産ヤリイカ入荷量と価格相関(札幌市場)

期間を通して見ると築地市場における青森県からの供給量と価格に相関係数は R=O.703、札幌市場

ではR=0.538を示し両市場に差が認められながらも相関関係が示唆されたが、直近の 18"-'19年度での

相関係数はそれぞれR=0.405、R=0.457の低水準で接近した。また、築地市場にも認められるが特に札

幌市場において 18"-'19年度の分布の範囲がY軸において低水準に移行している傾向が示された。特に

月別の入荷量が 5，000kgを下回った範囲で顕著であり、これまで少ない入荷量に止まるときには相応

した高値で、の取引が行われていたが直近の 18"-'19年度になってからは価格が低い水準で硬直化する

傾向が定着してきた可能性がある。

すなわち青森県産ヤリイカ取扱いの多い築地、札幌の両市場において供給量が価格へ及ぼす影響力

が低下してきたこと、加えて供給量の知何にかかわらず価格が低水準に押し下げられている状況が示

唆され、価値形成要素が 18-19年度に変化してきている可能性が示唆された。

以上のように供給量と価格の関係について築地市場と札幌市場が異なる様相を示すことから、近年

の状況推移を確認することを目的に、両市場における H15年 1月から H19年 12月までの青森県産ヤリ

イカの月別入荷量と月別平均価格について 15-17年、 18-19年の 2期にわけで時系列的に整理し、表

2に示した。ただ、し、持、期が冬季に限られることから 12月から 5月までの期間について整理した。

築地市場では、宮城、千葉、神奈川、三重などの近郊産地から出荷され加えて荷受け制限がないた

め、 4月以降の期間も一定の量が入荷するのに対し、札幌市場では青森から出荷されたもののシェア

が49.7"-'71.1 %と集中し、加えて青森で終漁する 4月以降の取扱いが急速に縮小するため、変動係数

の水準は札幌市場で高い。しかし、上で指摘された 15-17年期(t -1) と18-19年期(t -2)におけ

る変化の影響は軽微に止まっていると判断された。

円〆“



表2 H15.....19年期間における取扱量と価格の推移(築地、札幌市場)

Volume CV (%) Price CV (%) Avarage price (yen) 

term※ t-1 t-2 t-1 t-2 t-1 t-2 

TukUi 40.8 39.1 15.2 15.5 1，269 1，233 

Sapporo 43.9 44.8 19.6 17.7 1，330 1，226 

※ t-1はH15-17年、t-2はH18-19年

平均価格の推移を変動係数から見ると、 t-1から t-2にかけて札幌市場の変動係数値は築地市場の

水準により接近しており、月毎の平均価格の変化が小さくなってきていることを示した。変動幅の縮

小は、入荷量の増減に価格形成が対応しない状況を示唆しており、硬直的な価格形成が直近の 2年で

進行したことを示す。さらに平均価格の水準は、築地市場でム36円/kgにとどまったのに対し札幌市

場ではム104円/kgの低下が見られた。すなわち価格形成の推移からも札幌市場のヤリイカ価格は硬直

しながら低水準に移行したことが推測された。
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( 2)生産地流通調査

以上から H18-19年期における消費地市場での価格水準低下および硬直化が示されたが、この状況が

特に顕著な札幌市場の価格に影響を及ぼす要素の所在について検証することとした。

1 )本県産地流通の影響低減と全国的な低価格化への包摂一価格独自性の縮小一

札幌市場の価格は上掲表2に示したように H17年以前の価格水準は札幌市場では築地市場に比較し

て高く、加えて独自の価格形成根拠を有していたとされるが、これは 1)札幌市場では青森県産ヤリ

イカのシェアが 60.3%と高く供給影響を与えやすかった、また、 2)西日本からのスルメイカの入荷

条件の制約という二つの産地流通条件によるもので、この産地流通条件が変化した可能性について検

証を行った。説明変数は、築地・札幌・金沢市場の価格・入荷量、青森県日本海側の大戸瀬・鯵ヶ沢、

津軽海峡沿岸の大畑、陸奥湾口の佐井、平舘の漁獲量・価格として札幌市場価格との相関行列をとり、

有意水準 1%を基準に、築地市場価格 (0.922)、金沢市場価格 (0.723)、大戸瀬価格 (0.903)、を説

明変数として選択した。この 3つの説明変数 (X1-3)により、表3でH15年 1月から 19年 12月の全

期間および 17年 4月までの重回帰分析結果を比較した。

表3-1 H15年1月-H19年12月札幌市場価格を目的変数とした重
回帰式の偏回帰係数、標準偏回帰係数、F値およびP値、説明変数
は同時期の大戸瀬価格(X1)、築地(X2)、金沢市場価格(X3)、

表3-2H15年1月-H17年4
月間左

Explanatry 
Partial 
regresslon T value P value 

variable 
coefficient 

X1 0.3270 2.039 0.054 

X2 0.6583 3.297 0.003 

X3 0.1362 1.735 0.097 

Constant -74.4156231 

Partial 
regresslon T value P value 
coefficient 

0.4187 1.7635 0.1055 

0.5221 1.5733 0.1439 

0.0945 1.1308 0.2822 

52.121 

表3-2に示した H15-17年度の結果では、大戸瀬での産地価格のT値が最大でもっとも札幌市場の

価格形成に影響を及ぼしていたが、表3-1では築地市場のT値の影響がこれを上回り、札幌市場の価

格が築地市場の相場に関係を深めていることが示唆された。

他方、 H15年 1月から 19年 12月の全期間の解析おいて金沢市場 (X3)、大戸瀬価格 (X1)の順に

不安定因子を除き、表 4の3モデルについて比較すると、によるモデルを比較すると、修正済決定係

数がもっとも高く AICが最も小さいモデルは、 X1-3の組み合わせた Model1であった。

表4 H15年1月-H19年12月札幌市場価格を目的変数(y)とした各重回帰モデル
の説明変数、自由度調整済み決定係数およびAIC

M odel 

Explanatry variable X1， X2， X3 

Adjust R-square 0.833 

A I C 305.2 

E 

X1， X2 

0.817 

306.5 

F
D
n
u
 

E
一

幻

刊

は
n
U
η
d
 

この ModelIに従って得られた予測値と実測値を図 3において比較したところ、平成 17年度以降の

実測値が予測価格を下回る傾向が顕著に表れ、 H15年から 16年度の産地事情による独自の価格形成要

因が縮小し、価格水準を低下させる全国的な市場・取引環境が定着してきたことが示唆された。
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図3 Model 1により回帰された予測憧と実測値の比較

以上のことから、従来の価格形成要因が作用しなくなったこと、最大出荷地である青森の漁獲状況

が札幌市場に反映されにくくなったことが明らかになり、代って築地市場などの価格の影響が強くな

り全国的な価格形成水準に埋没してきた可能性が高くなってきたことが伺われた。

2)価格水準低下の直接的契機一スルメイ力の影響ー

次に H18-19年期の価格形成が低水準化した直接的な契機について、着目したのは青森沿岸域におけ

るスルメイカ漁獲との関係である。高水温が 1-3月において沿岸スルメイカ漁獲をもたらす因果関係

については未整理であるが、図4に示したように漁場水温と札幌市場へのスルメイカ入荷量は高い相

関 (R=O.862) を示し、因果関係を持つ可能性がある。
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図4津軽沖水温と札幌市場スルメイカ入荷量の関係

スルメイカの来遊は通常 12月頃終息するが当漁期は 19年 2月まで継続することとなり、実際、ヤ

リイカの盛漁期である 12-2月期にスルメイカが継続し亡札幌市場に上場された。

このことに対応して、平成 18年度漁期、特に 12-2月にかけて相場が軟調に推移した要因として津
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軽半島西岸から津軽海峡にかけて漁獲されたスルメイカが札幌市場に流入し、ヤリイカ相場を押し下

げたという見方をする市場関係者は多い。この時期、スルメイカは山陰九州にかけて漁獲されるため、

事実上、ヤリイカとスルメイカは市場で競合しないとされたが、消費段階ではより安いスルメイカに

下方向に影響される可能性を示唆した。

次ぎにスルメイカ流入が札幌市場のヤリイカ価格にどの程度、影響を与えたのかについて図 5に示

した。図 5はH17-19年期の 1-3月における各月を上期・下期に分け、札幌市場におけるヤリイカ価格

とスルメイカ入荷量の相関係数を比較したものである(上左)。また、青森県産ヤリイカの入荷量(上

中)、札幌市場ヤリイカ入荷量(上右)にかかる同様の相関係数も併せて提示し、比較した。下図は同

時期における札幌市場のヤリイカ価格推移を示した。
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図5 札幌市場価格とスルメイカ入荷量(上左)、青森県産ヤリイカ入荷量(上中)、市場ヤリイカ入荷量(上右)の

相関係数の推移 (H17-19年の各 12-2月/3-6月を一単位)および札幌市場ヤリイカ平均価格の推移(下図)

スルメイカの札幌市場への入荷は平成 18年度 12-2月に顕著であり (38.6トン)、同時期のヤリイカ

502.6九の入荷があるも高い負の相関係数値 (R二0.965)を示しスルメイカ入荷のヤリイカ価格への高

い影響が認められた。高いシェアを持ち札幌価格に影響を及ぼすと仮定された青森県産ヤリイカの入

荷量は全般的に高い相聞を示すもスルメイカの影響よりも小さい。また、 H17年 12-2月期に青森県産

入荷積算量は 75.9んにとどまり正相関 (R=O.695) を示す中、 24.6トン程度のスルメイカが負相関

(RニO.764)を示し、価格形成への影響の大きさを伺わせた。下図の平均価格を見てもスルメイカの入

荷が顕著に認められた H18・H19年度 12-2月には価格が低水準に引き込まれる傾向が認められた。

このことから、札幌市場の独自の価格形成根拠は、 H18-19年期の冬季に北日本地域に生鮮スルメイ

カが流通する現象により瞬間的に失われたと推定された。以上のように札幌市場のヤリイカ価格独自

性の縮小は、近郊産地における生産要素が縮小し全国的な低価格化の影響が増したこと、また環境要

因を契機として生鮮スルメイカが北日本地域に流通する条件が出現したことによることが説明された。

( 3 )生産状況調査

1 )プラスチックトレーの試作

上記の検証を踏まえて、札幌市中央卸売市場を着荷地としてヤリイカ試験流通を行なった。前年度
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からの取り組みの結果、鮮度保持などの品質向上処置も必要とされたことから、青森県水産総合研究

センターでプラスチックトレーを試作し試験流通に用いることとした。プラスチックトレーの品質向

上効果は以下の通り。

1.魚体の重なりが回避され、部分的な白色化が回避される。

2. 下氷との接触部位がなく腹部の白色化が回避される。

3.紡錘形が維持され、圧迫された形に比較して評価が高く維持される。

青森県におけるプラスチックトレーの先行事例は、東通村白糠漁業協同組合が作成したスルメイカ

のプラスチックトレーであり参考にした。しかし、魚体がヤリイカに比較して大きくヤリイカを梱包

するには規格を改良し概ね大ヤリイカ 8杯入のものにすることが必要であった。

2)生産現場での適応性

プラスチックトレーを用いて試験流通を行なうに際し、その現場で、の妥当性について大戸瀬漁業協

同組合と意見交換を行ない、情報を得た。

1.プラスチックトレーを使用する際は、基本的に活状態に近いものが有効と想定されたが、漁船上

で梱包作業を行なうのは現実的でなく、漁業者の同意も得にくい可能性が高い。

2.通常の荷捌き場で梱包作業を行なう、乃至は入札に上場するのは適当でなく、漁協自営事業にお

ける宅配便の作業カテゴリで取り扱うのが妥当とされた。

試験流通を行ない新しい流通体系を模索する主旨を持つ事業で、あるが、生産状況に即すと依然とし

て解消すべき制約課題が生産サイドに存在することが確認された。

(4 )マーケティング戦略調整

試験流通では、 MD(Merchandizing)によるヤリイカ販売手法の検討にかかり、その効果及び課題

等について確認することを目的としてMD推進の組織体制を整備した市場内での卸売業者を選択し試

験流通した。なお、 1月27・28日に横浜市中央卸売市場を着荷地として予備試験を行い修正点等を

確認し本試験に反映した。物流手段は卸売市場流通での実効性に配慮して宅配便ではなく市場定期便

輸送に混載した。

1 )ヤリイカ試験流通概要

2月 9日早朝、大戸瀬地区定置網漁獲されたヤリイカ(サイズ大)を、上記プラスチックトレ

ー (8尾入り /2Kg)に梱包し氷 1k gを敷き、計 10箱発送。

物流は大戸瀬地区まで巡回した新生運輸株式会社の鮮魚市場直送便に混載し輸送。積載時刻は
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午後 12時、午後 5時青森港発、午前 3-4時札幌市中央卸売市場着荷

午前5時までに岡市場内の入札エリアに搬入・陳列(上場)0 2箱・ 2箱・ 2箱・ 3箱のロット毎

に入札(午前6時30分) 1箱は市場内で試食用として利用した。

当日、北海道松前地域から大ヤリイカ 140ケース (3.3k g)、鯵ヶ沢から小ヤリイカ 40ケース

(3.3 k g)が入荷し、それぞれ 1，500円/Kg、950円/Kg、試験ロットは一律2，000円/Kgで

入札(落札者は2社)。

2)相場の形成過程(消費地卸売業担当者の動向)

(2月 9日午前9時)2月 8"-'9日は天候晴れ、松前・福島で各々1，500ケース水揚げが確認され、

青森県西海岸では漁獲量が少ない旨の情報確認。

(2月 9日午前 10時)販売先である量販唐の予約量が約 300ケース、業務筋 100ケースとの見

込みが確定。産地の水揚げ情報、販売見込み量から大 1，500円、小 1，000円の予想、価格をたて、

量販底、産地二次卸(青森市中央卸売市場卸売業者、仲卸業者)、産地仲買に連絡し双方から了

解を得た。この価格を基準に産地仲買に翌日入荷分を確保させる。産地価格はここで既に決ま

る。

このことから明らかなことは、産地市場での入札競争が価格を決めるわけではないことである。

量販届の買い取り限度価格が 1，300円"-'1， 800円/Kg程度(販売最低価格が 198円"-'298/Kg: 

値入 35"-'40%)であるため、消費地でこれ以上の相場にならないのが前提で、 (2月 9日午後)

入札で産地二次卸口銭 10%、産地仲買口銭 10%、運賃を差し引いた価格を目安に価格を形成す

ることになる。

産地入札で不確定要因が発生し予定相場・数量にずれが生じることが想定された場合、青森県

全域の水揚げについて産地二次卸が調整し再配分する (2月 9日午後 5時迄)。

首都圏方面へは発送時刻が産地入札前であるため、調整・再配分を行う時聞がなく、午前の情

報を元に産地仲買は個々に出荷ロットを編成し発送する。そのため発送中に注文内容の変更等

が生じた場合、産地がリスクを負うため相対的に安値傾向になる。

3)流通機構の評価

ヤリイカ価格形成では競争的要素の影響は大きいものではなく、量販屈を寡占顧客として産地仲買・

卸業者、を調整者とする、リスク調整型の取引体制の一端が観察された

月
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うすめばるトータルプラン推進事業

(うち、持獲実態調査、年齢組成調査および陸奥湾内資源量調査(定置網モニター調査・

ホタテ篭モニター調査))

田:津亮

はじめに

ウスメバル漁業の収益アップを図るため、効果的な資源管理方策の開発を行ううえで必

要となる基礎資料を得ることを目的とする。

材料と方法

(1)漁獲実態調査

本県のウスメバルの漁獲実態を把握するため、ウスメバルの漁獲統計を青森県海面漁業

に関する調査結果書(以下、県統計)を用いて、 4月から翌年3月までを漁期年とし、本県

の海域を日本海(大間越~小泊)、津軽海峡西部(竜飛~今別町東部)、陸奥湾(外ヶ浜~

脇野沢)、津軽海峡東部(佐井~白糠)、太平洋(泊~階上)の 5海域に分けて集計した。

県統計の魚種に「うすめばる」が追加されたのは、 2003年以降であり、それ以前は「ゃな

ぎめばる」として集計されていたため、すべて「うすめばるJとして集計した。

また、小泊漁業協同組合と尻労漁業協同組合の浜帳の銘柄別漁獲統計について同様に集

計した。

(2)年齢組成調査

①小泊漁協

小泊漁協で漁獲されたウスメバルの年齢組成は菊谷 (2003)が1991年漁期から 2000年

漁期までについて報告しており、本年は2001年滞期から 2006年漁期までの年齢組成につ

いて、相津・滝口 (1999)に従い、ウスメバルの尾文長組成が混合正規分布に従うものと

みなし、年齢組成を推定した。

②尻労漁協

尻労漁協におけるウスメバルの年齢組成を推定するために、 2006年6月に底建網により

漁獲されたウスメバルを銘柄ごとに魚体測定(全長、尾叉長、体長、体重、雌雄、耳石採

取)し、尻労における尾文長組成を推定した。

(3)陸奥湾内資源量調査(定置網モニター調査・ホタテ篭モニター調査)

陸奥湾内の稚魚の出現状況を把握するため、外ヶ浜漁協平舘本所と脇野沢漁協の定置網

及び外ヶ浜漁協平舘本所、後潟漁協、平内町漁協小湊支所、脇野沢漁協のホタテ養殖篭へ

の入網状況を調べた。

結果と考察
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(1)漁獲実態調査

県統計により集計したウスメバルの 1981年度以降の漁獲数量の推移を図 1に示した。

ウスメバルの漁獲量は 1970年代には 700トン台であったものが、 1980年代に入り減少

し、 1992年には 247トンにまで減少した。 1993年から再び増加し始め 500トン台にまで

回復したが 1997年の 612トンをピークに再び減少傾向となっており、 2006年の漁獲量は

387トンで、あった。

ウスメバルの漁獲量は全体の約 7割が日本海海域において漁獲され、そのほとんどが小

泊・下前地区の刺網・一本釣りによるものである。ついで津軽海峡東部での漁獲量が多く

全体の約 2割が漁獲され、そのほとんどが大間の一本釣り、尻労の底建網によるものであ

る。

図2及び図 3に1997年以降の小泊漁協と尻労漁協の銘柄別漁獲量の推移を示した。尻労

漁協については盛漁期である 5月'"'-'6月の銘柄組成をその年の4月~翌年3月の漁獲量に引

き伸ばした。銘柄については、青森県漁連規格があるが、後に述べるように両組合では同

銘柄の魚体サイズは異なる。 10年間の両組合の銘柄別漁獲量の推移をみると、小泊では

1997年以降減少傾向であり、 2003年の銘柄小、 2004年の銘柄中がやや増加しているもの

のそれ以降再び減少している。

尻労では 5月中旬から 6月中旬にかけ

て急激に底建網により漁獲され、それを過

ぎると急激に漁獲されなくなる特徴があ

る。漁獲量の経年変化をみると 2002年の

銘柄P、2003年の銘柄小、 2004年の銘柄

中の漁獲量の増加が顕著に見られたが、

2005年には漁獲量は半減している。

本県ウスメバルの集団構造については、

今後の年齢組成の推定による両海域の年級

群ごとの比較が必要である。
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図2.小泊漁協の銘柄別漁獲数量の推移
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図1.ウスメバルの海域別漁獲数量の推移
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(2)年齢組成調査

①小泊漁協

漁獲物の尾文長組成が混合正規分布に従うとみなして推定した小泊における漁期年別年

齢別漁獲尾数を表 1、図4に示した。

当海域においてはおよそ 3歳魚から漁獲され始めるが、 4""'6歳が漁獲の主体となってい

特に 4歳魚の漁獲尾数の変動が大きく、全体の 58.6%から 21.6%の間で変動している

が、近年はその漁獲尾数が少なくなる傾向にあり、漁獲量減少の要因となっている。

る。

表1.小泊の漁期年別年齢別漁獲尾数 (1991年から 2000年は菊谷 (2003)から)

17 ~註
o 413，568 
1，108 410，947 
o 442，293 
122 458.802 
132 738，896 
o 998，649 
o 1，064，574 
o 920，208 
279 816，536 
235 719，420 
1，121 728，624 
85 708，159 
993 831，235 
266 811，432 
150 732，015 
135 591，937 

16 
803 
60 
808 
514 
133 
329 
1.131 
928 
892 
0 
441 
873 
0 

160 
0 
34 

15 
0 
35 
0 
105 
0 
378 
303 
251 
1.140 
0 
105 
1，168 
0 
0 
0 
日

14 
0 
0 
0 
95 
0 
390 
1.164 
893 
290 
3，629 
4，142 
1，335 
2.538 
4.267 
8.409 
2，294 

.E. 
13，709 
11，152 
10，219 
6，889 
9，361 
1，879 
5.328 
2，302 
3.401 
1，638 
16，154 
16，772 
12.307 
14，852 
2，512 
9，611 

12 
13，968 
15，247 
17，838 
14，374 
9，837 
9.061 
17，555 
19，348 
21，614 
19，637 
20，494 
32，215 
22，477 
19，818 
39，121 
12，791 

11 
55，745 
51，321 
51，173 
38，391 
判。372
22，131 
20.771 
33，267 
36，242 
44.945 
12，184 
9，281 
8.087 
14，882 
1，603 
9，595 

10 
21，934 
19，389 
20.432 
14，552 
12，748 
3.271 
13，762 
8，338 
10，619 
12，157 
13，487 
5，338 
5.294 
11.809 
6，106 
8，556 

9 
0 
3，082 
3，476 
3，376 
162 
1，508 
23，118 
11，850 
12，734 
7，348 
21，171 
34，427 
25，田5

17，152 
47.140 
13.054 

8 
51，292 
46，732 
45.210 
36，460 
43，401 
35，340 
30.137 
43，816 
43，258 
48.488 
37，502 
28，877 
27，378 
41，859 
10.071 
34，716 

7 
1，279 
3，943 
5，939 
6，355 
6，322 
7，206 
26，932 
22，167 
18，460 
20，467 
92，8凹
54，367 
44，958 
98，165 
118.160 
82，754 

6 
31，979 
41，452 
25，015 
30.781 
17，579 
33，902 
165，958 
112，251 
93，385 
86，627 
177.603 
157，959 
156，455 
186，325 
183，145 
148.025 

5 
65，780 
70，816 
73.D52 
80，607 
111，040 
192，619 
322.494 
249，155 
214，881 
192，253 
155.019 
117，866 
164，280 
169，329 
140，392 
136，992 

4 
136.729 
118，080 
159.669 
186，063 
406，534 
585，223 
355，452 
340，608 
298，687 
239.710 
168.249 
228，696 
333，121 
219，385 
162，939 

2生坐Z

3 
20，350 
28，506 
29.462 
40，067 
80，390 
105，213 
80.349 
75，032 
60，570 
42，286 
7，986 
18，831 
27，860 
13，059 
12，078 
5.227 

2 
0 
24 
0 
51 
885 
199 
120 
2 
84 
0 

166 
69 
482 
104 
188 
91 

Age 

塗盟主
1991 
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図4.小泊のウスメバル年齢別漁獲尾数の推移

②尻労漁協

2006年6月に実施した銘柄別魚体測定結果、尾文長組成をそれぞれ表2、表3に示した。

参考値として、小泊における銘柄別魚体測定結果、尾文長組成(菊谷 (2003))をそれぞ

れ表4、表5に示した。銘柄別尾文長組成と銘柄別漁獲量から推定した尻労の年別尾文長組

成の推移を図 5に示した。

小泊における測定結果と比較すると、尻労では漁獲開始サイズが小さい。

刺網、一本釣りによる漁獲であるのに対し、尻労ではサイズ選択性の小さい底建網による

漁獲であることに加え、小泊地区で、実施されている自主的資源管理による小型魚再放流に
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よるものと考えられた。また、尾叉長 30cm以上の大型個体も尻労では見られなかったが、

ウスメバルは成長に従い深場に分布するようになり、小泊の漁場が水深 100m前後(涌坪ら

であるのに比べ、尻労の底建網設置水深が 60m'"'-'80mと浅いことが要因と考え(1983)) 

られた。

今回の魚体測定では、仔魚を抱えた個体や生殖腺の成熟した個体は確認されなかった。

本県日本海におけるウスメバルの雌の生物学的最小形が 18.6cmであり、産仔時期が 3月~

5月であることから、 6月にサンフ。ルされた今回の個体が産仔後の個体であることが考えら

聞き取り調査でも当海域では仔魚を抱えた親魚を見ることはほとんどないとのことれた。

から、他所で産仔したウスメバルが、産仔後に当海域に出現し漁獲されていることが考え

当海域におけるウスメバルの移動生態については不明であり、今後の標識放流

調査結果等から検討が必要である。

表2.ウスメバル魚体測定結果(尻労)

られたが、

表 4.ウスメバル魚体測定結果(小泊)

面

T.L(cm) F.L(cm) S.L(cm) BW(箆)

318 318 318 318 
29.6 28.6 24.5 439 
34.6 39.4 30.5 3341 
24.6 23.8 20.4 161 
201 2.11 1.75 183.8 
524 524 524 524 
24.8 24.0 20.5 267 
29.6 28.4 24.2 404 
21.7 21.1 17.6 161 
1.3o 1.27 1.13 42.3 
295 295 295 295 
22.3 21.5 18.4 190 
25.9 25.0 21.4 293 
18.7 16.0 14.8 100 
129 1.27 1.14 34.7 
273 273 273 273 
20.2 19.5 16.6 128 
23.9 23.0 20.1 214 
16.6 14.2 12.5 73 
122 1.21 1.1 0 22.8 
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表 5.銘柄別尾文長組成(小泊)
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表 3.銘柄別尾文長組成(尻労)

尾叉銘長柄(cl112 
大 中 小 P 

11 。 。 。 。
12 。 。 。
13 。 。 。 。
14 。 。 。
15 。 。 。 5 
16 。 。 。 24 
17 。 。 。 53 
18 。 。 。 26 
19 。 。 。 3 
20 。 。 13 
21 。 。 30 
22 。 19 33 。
23 。 35 9 。
24 5 17 。 。
25 22 17 。 。
26 30 2 。 。
27 4 。 。 。
28 2 。 。 。
29 。 。 。
合計 64 90 85 115 
平均体重(箆) 297 223 161 75 



(3)陸奥湾内資源、量調査(定置網モニター調査・ホタテ篭モニター調査)

陸奥湾に流入するウスメバル稚魚の定置網、ホタテ篭への入網状況をモニタリングした

ところ、後潟漁協において、 8月上旬から中旬にかけてホタテ篭に 150尾前後の入網が見ら

れたほかは、他地区では定置網・ホタテ篭ともに入網はほとんど見られなかった。

聞き取り調査からも今年度は特に稚魚の数が少ないことが分かつており、今後のウスメ

パル資源にどう影響が現れるのか気になるところである。
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図5.尻労におけるウスメバルの尾文長組成の推移

(年は漁期年で、 4月~翌3月を 1年とする)
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まとめ

本調査により、本県ウスメバルの漁獲統計が整理され、近年の日本海海域のウスメバル

の年齢組成が推定された。また、津軽海峡東部海域における年齢組成を推定するうえの資

料となる漁獲物の尾文長組成が推定された。

今後、日本海海域と同様に津軽海峡東部海域に分布するウスメバル集群の年齢組成を調

べ、標識放流調査の結果等からも両集群の関係性について検討したうえで、コホート解析

による資源量推定を行い、当該海域の漁獲圧、再生産関係及び漁獲努力量の削減による資

源量シミュレーションを行いたい

また、陸奥湾に分布する稚魚の存在も含め、本県沿岸のウスメバルの移動生態について

は不明な点が多く、標識放流調査の再捕結果が期待される。

文献

菊谷 尚久 (2003) 小泊村沿岸域におけるウスメバルの資源動向.青森県水産試験場研

究報告， 3， 1・8
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日本海海域における資源管理対象魚種の漁獲動向

伊藤欣吾

はじめに

日本海海域において、資源管理対象魚種となっている、ヒラメ、マガレイ、マコガレイ、ムシガレ

イ、およびハタハタの資源管理後の漁獲動向を把握するため、漁獲統計調査と体サイズ調査を行った。

材料と方法

(1)漁獲統計調査

青森県日本海沿岸9漁業協同組合(小泊、下前、十三、鯵ヶ沢、大戸瀬、風合瀬、深浦、炉作、岩

崎村)の1993年1月以降の漁獲量と金額を月別・漁業種類別・銘柄別に調べた。十三漁協は2002年1

月より鯵ヶ沢漁協への水揚げから独立し、脇元漁協は小泊漁協へ、車力漁協と赤石水産漁協は鯵ヶ沢

漁協へ水揚げしていた。調査で得られた漁獲データは大間越漁協を除いて日本海全漁協を網羅した。

ヒラメについては、各漁業協同組合における銘柄の規格が異なっていたため、大戸瀬漁業協同組合

の銘柄規格を標準規格として、各漁業協同組合の銘柄別漁獲量を標準規格に微調整した。また、 1960

，-...，2005年のヒラメの年間漁獲量を、「青森県海面漁業に関する調査結果書J(県統計)を用いて市町村

別に調べた。マガレイ、マコガレイおよびムシガレイについては、大戸瀬漁協の銘柄「小カレイj の

魚種組成を調べ、銘柄「小カレイ」に含まれるこれら3魚種の比率から大戸瀬漁協と風合瀬漁協の銘

柄「小カレイ」の漁獲量を3魚種の漁獲量に分配した。ハタハタについては、岩崎村漁協の日別漁獲

量を調べ、さらに、過去の漁獲集計方法(十三， 1989)に従って漁獲量を整理した。

(2)体サイズ調査

ヒラメについては、小田切 (1987)の銘柄別全長組成を用いて、 1993年以降の雌雄別全長組成を調

べた。マガレイは資源評価事業委託調査による生物測定デー夕、を用いて、 2003年5月以降の雌雄別体

長組成を調べた。ムシガレイについては、 2002年以降、毎年4月に大戸瀬漁協で漁獲されたムシガレ

イの生物測定を行い、雌雄別体長組成を推定した。ハタハタについては、鯵ヶ沢漁協もしくは深浦漁

協の沖合底びき網、および岩崎村漁協の定置網で漁獲されたハタハタの生物測定を行い、 2000年以降

(2005年以降は資源評価事業委託調査)の雌雄別体長組成を調べた。
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結果と考察

(1)ヒラメ

青森県全海域のヒラメの年間漁獲量は、 2001年以降減少傾向にあったが、 2005年以降上昇に転じた

(図1)。日本海海域のヒラメの年間漁獲量は1990年以降増加し、 1996年以降は増減を繰り返しながら

横ばい傾向であった(図1、表1)0 2006年のヒラメの漁獲量は169トンで前年比139%、過去5ヵ年比

133%で、あった〆(表1)。前年の漁獲量と比較すると、月別では11'"""'12月に前年6倍、漁業種類別では沖

合底びき網、定置網、一本釣が増加、銘柄別では小と小小の増加が特徴的で、あった(図2、表1)0 2006 

年における日本海海域のヒラメの年間漁獲金額は1億9，916万円で前年比114%、過去5ヵ年比99%であ

った(表2)。単価は1993年以降低下し、 2006年は過去最低で、あった(表3)。

ヒラメの漁獲物全長組成について小田切 (1987)の銘柄別全長組成を用いて推定した。銘柄「小」

と「小小」の漁獲が多いことから、全長350'"""'450mmのサイズが多く、 1歳魚 (2005年生まれ)と2

歳魚 (2004年生まれ)が多かったと考えられた。
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図1 青森県におけるヒラメの海域別漁獲量の推移

(資料:県統計、但し 2006年は水総研調べ)
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図2 青森県日本海海域におけるヒラメの銘柄別漁獲量の推移
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表1 青森県日本海海域におけるヒラメの漁獲量

漁協別漁獲量 単位~

蓋藍 1993牢 1994歪 1995歪 1996牢 1997至 1998歪 1999歪 2000歪 2001至 2002至 2003歪 2004歪 2005宝 2006至
小泊 2，879 3，069 2，821 7，780 3，081 2，829 5，151 2，775 3，366 3，173 3，347 2，115 1，654 3，214 
下前 2，479 5，937 5，426 7，588 4，173 2，549 2，727 2，820 2，753 2，005 1，896 1，006 1，129 902 
十三 6，700 8，764 4，934 5，572 3，819 
鯵ヶ沢 34，640 41，959 50，173 58，074 59，573 60，845 43，086 58，027 45，856 31，569 48，854 33，295 34，932 44，150 
大戸瀬 26，969 35，435 46，512 56，593 45，290 49，665 38，347 70，171 59，063 43，636 55，354 55，139 51，269 77，680 
風合瀬 4，453 3，794 5，652 5，177 3，696 4，371 3，703 5，149 6，459 4，581 2，415 4，873 3，821 6，671 
深浦 9，958 6，800 8，779 14，270 9，360 8，688 8，294 7，625 9，790 8，418 7，291 7，036 8，856 11，064 
炉作 480 335 227 427 726 1，938 1，472 1，225 1，022 861 680 789 1，481 937 

空車封 8，182 10，132 12，127 14，677 10，376 16，179 12，266 13，639 13，329 11，785 12，676 9，937 12，638 20，473 

日計 90，039 107，461 131.717 164，585 136，274 147，064 115，046 161，432 141，640 112，728 141，279 119，123 121，352 168，910 

2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 
10 
11 
12 
官官

1993 
2，848 
1，836 
4，843 
12，548 
9，598 
15，865 
9，667 
5，618 
1，382 
6，153 
10，413 
9，267 9，707 14，494 12，862 12，691 15，061 15，435 22，813 34，765 15，270 4，852 8，611 7，805 46，932 
90.039 107.461 131.717 164.585 136.274 147.064 115.046 161.432 141.640 112.728 141.279 119.123 121，352 168，910 

昌広びき
定置網
刺網
一本釣
その他

云寄

1993 
15，150 
42，390 
6，6θ6 
2，725 
6 

23.073 21，060 26.785 32.234 0 0 3 0 0 0 0 0 0 0 
90.039 107.461 131.717 164.585 136.274 147.064 115.046 161.432 141.640 112.728 141，279 119.123 121，352 168，910 

銘柄別漁獲量
町長Ij 1993 

1，990 
2，235 
20，340 
12，609 
17，009 
15，090 
15，270 
5.497 5.709 7.536 2.862 3.378 5.048 4.752 4.619 3.085 1. 748 2.047 1.558 1.635 1.210 

E 訂 90.0鈎 107.461131.717 164.585 136.274 147.064 115.046 161.432 141.640 112.728 141.279 119.123 121.352 168.910 
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表2 青森県日本海海域におけるヒラメの漁獲金額

漁協別漁獲金額 単位千円

界豊富 1993年 1994年 1995年 1996年 1997宰 1998年 1999年 2000年 2001主 2002牢 2003年 2004牽 2005'$ 2006年
小泊 6，758 7，582 6，776 17，769 5，942 4，939 8，249 4，001 4，849 4，515 4，660 2，878 2，143 3，731 
下前 7，723 20，306 17，281 18，543 9，697 5，158 6，945 4，357 5，740 2，998 3，047 1，303 2，028 1，531 
十三 9，349 10，917 6，667 7，042 4，489 
鯵ヶ沢 100，327 114，010 120，708 142，967 148，500 133，025 89，413 102，050 85，903 54，041 76，276 54，794 47，903 53，382 
大戸瀬 87，729 100，052 132，380 152，650 121，169 103，772 75，165 116，478 90，227 73，348 80，936 91，128 76，800 83，927 
風合瀬 13，274 9，981 13，193 13，782 9，301 9，139 7，007 8，968 10，057 7，858 4，528 8，342 6，083 8，878 
深浦 28，340 20，960 21，228 34，488 23，009 18，937 17，018 14，870 15，787 13，105 11，485 11，147 11，894 14，682 
向戸作 1，278 798 589 832 1，683 3，854 2，907 2，230 1，825 1，343 1，045 940 1，588 1，248 
岩堕村 25，505 32，680 30，312 35，698 25，919 37，020 26，759 25，369 23，399 19，723 20，879 16，348 19，920 27，290 
合計 270，934 306，370 342，465 416，728 345，222 315，844 233，463 278，324 237，787 186，280 213，773 193，546 175，402 199，157 

月別漁獲金額 単立・千円

月 1993年 1994呈 1995'$ 1996宰 1997牢 1998年 1999年 2000宰 2001草 2002牢 2003* 2004牢 2005牢 2006牢
l 13，089 19，061 27，708 24，782 26，259 30，154 24，778 19，306 34，589 30，647 19，736 18，808 18，453 17，462 
2 10，126 10，776 28，187 20，968 18，533 19，148 15，637 20，988 12，402 11，385 14，115 16，704 13，062 15，047 
3 16，482 22，951 27，273 35，399 28，834 31，959 19，758 23，897 13，886 13，312 14，742 15，958 9，478 6，698 
4 43，929 39，051 40，224 47，687 65，224 41，580 22，543 28，045 20，114 19，905 18，337 23，679 14，935 10，628 
5 26，106 37，097 36，781 54，178 53，864 43，810 26，684 30，481 32，712 33，020 51，340 39，525 35，133 23，861 
6 36，276 50，211 56，514 64，618 49，076 59，892 39，993 70，319 40，423 28，914 46，785 36，005 39，310 36，231 
7 30，510 31，666 33，030 55，949 42，314 30，412 28，254 25，408 20，097 12，002 23，352 13，972 17，237 26，054 
8 19，958 21，541 19，299 33，358 14，592 11，702 10，449 9，860 11，570 6，323 6，961 4，115 6，633 日，987
9 4，668 4，985 2，709 8，938 3，309 2，589 3，773 656 3，399 1，203 1，307 490 2，082 1，522 
10 14，827 15，376 20，844 14，373 7，005 7，596 3，875 2，004 3，916 3，128 1，532 3，030 2，457 2，267 
11 24，123 22，934 13，211 20，149 13，794 13，138 12，148 14，709 8，142 4，658 7，118 6，413 3，540 16，181 
12 30，840 30，720 36，687 36，330 22，418 23，864 25，570 32，652 36，538 21，782 8，449 14，847 13，082 34，218 
合計 270，934 306，370 342，465 416，728 345，222 315，844 233，463 278，324 237，787 186，280 213，773 193，546 175，402 199，157 

漁業種類別漁獲金額 単位ー千円

漁法 1993年 1994'$ 1995年 1996芋 1997牢 1998年 1999'$ 2000年 2001年 2002年 2003呈 2004年 2005年 2006年
沖合底びき網 38，216 37，199 31，995 32，389 46，198 37，487 17，873 13，484 17，075 13，323 13，210 6，663 6，469 9，831 
定置網 139，583 165，671 198，181 245，685 254，339 232，612 180，810 222，975 188，602 151，521 164，737 164，874 136，849 162，821 
刺網 15，324 17，659 30，004 34，438 34，357 38，705 27，161 39，295 26，080 19，189 32，448 20，762 28，451 21，932 
一本釣 9，401 21，362 16，907 28，639 10，292 6，798 7，361 2，517 5，835 2，173 3，184 1，058 3，484 4，471 
その他 12 60 58 17 35 242 250 53 195 74 195 189 148 102 
不明 68.397 64.419 65.321 75.559 。 。 自 。 。 。 。 。 。 。
合計 270，934 306，370 342，465 416，728 345，222 315，844 233，463 278，324 237，787 186，280 213，773 193，546 175，402 199，157 

銘柄別漁獲金額 単位.千円

露柄 1993年 1994年 1995歪 1996年 1997年 1998牢 1999年 2000年 2001年 2002年 2003年 2004至 2005牢 2006年
特大 4，955 5，974 5，134 7，642 7，891 6，628 5，425 8，337 6，318 5，211 4，436 2，920 2，788 3，622 

大大 8，976 10，030 13，642 13，123 13，418 10，903 8，677 13，461 9，550 6，105 8，205 5，134 6，812 8，610 

大 88，194 76，059 106，315 138，523 125，147 106，035 78，524 96，778 72，323 59，164 85，768 78，420 71，436 69，405 

中 53，047 97，860 102，874 109，950 108，883 94，004 70，607 86，137 67，392 53，533 65，339 66，625 55，427 60，065 

48，544 67，822 54，170 87，999 54，179 60，872 44，858 45，573 44，657 39，090 32，730 27，692 21，880 34，934 

小小 29，973 23，124 39，902 49，275 30，582 31，601 20，074 23，459 35，204 21，609 15，675 11，574 15，867 21，690 

P 21，727 12，531 3，904 3，999 980 576 54 223 。 163 。 。 。 。
その他 15，519 12，971 16，523 6，216 4，143 5，224 5，245 4，357 2，343 1，405 1，619 1，181 1，192 829 

合計 270，934 306，370 342，465 416，728 345，222 315，844 233，463 278，324 237，787 186，280 213，773 193，546 175，402 199，157 

単立千円

1996年 1997 2004年 2005年
1，631 647 19 39 
1，398 2，576 1，326 1，064 
25，263 47，971 18，722 16，490 
11，522 5，499 6，071 4，571 

7，258 6，942 2，025 917 

252 253 115 136 
1，127 977 。 。
117 42 。 21 
48，567 64，907 28，278 23，239 

。。
円

δ



表3 青森県日本海海域におけるヒラメの単価(天然もの傷なし)

拡
大
中
小
川

p

大大
大
中

小小
P 

1993 1994 1995 1997 
特 3，139 2，323 2，422 2，517 
大大 3，664 3，455 3，356 3，006 
大 4，752 3，895 4，013 3，645 
中 4，531 3，648 3，552 3，092 
2，865 2，609 2，409 2，220 

小小 1，937 1，906 1，058 1，558 
P 1，374 1，396 1，513 305 

定置網 特大 2，456 2，335 2，054 2，217 1，935 1，520 1，316 1，002 1，350 1，254 943 1，097 895 917 
大大 3，139 2，765 2，590 2，807 2，447 2，034 1，834 1，471 1，714 1，568 1，275 1，409 1，167 1，228 
大 4，487 3，693 3，520 3，755 3，444 2，853 2，752 2，353 2，490 2，407 1，863 1，987 1，770 1，689 
中 4，362 3，384 3，359 3，351 3，076 2，652 2，573 2，250 2，148 2，057 1，781 1，821 1，754 1，405 
2，936 2，536 2，584 2，286 2，095 1，891 1，770 1，522 1，306 1，435 1，337 1，423 1，346 853 

小小 2，080 1，971 1，696 1，569 1，501 1，351 1，189 997 972 1，057 1，096 1，105 1，055 620 
P 1.387 1.328 2.109 1.003 901 630 683 

刺網 特大 1，563 1，451 1，523 1，510 1，455 1，280 1，143 884 1，123 971 778 890 786 815 
大大 2，121 2，097 2，019 1，941 1，928 1，634 1，640 1，177 1，444 1，193 1，047 1，124 1，024 1，078 
大 3，092 2，747 2，695 2，598 2，549 2，270 2，094 1，679 2，032 1，633 1，446 1，470 1，382 1，390 
中 2，975 2，603 2，441 2，410 2，464 2，088 1，957 1，625 1，907 1，531 1，375 1，434 1，366 1，336 
2，054 1，806 1，697 1，548 1，511 1，404 1，269 1，195 1，271 1，095 1，028 1，174 1，086 965 

小小 1，397 1，308 1，093 1，090 1，130 1，118 946 931 908 814 850 874 730 685 
P 1.295 993 446 206 

本釣 特大 3，413 2，805 2，566 1，865 1，529 2，177 1，260 926 1，166 1，281 742 852 862 965 
大大 4，029 3，614 2，898 2，436 1，744 4，083 1，895 1，698 1，526 1，467 1，794 811 1，452 
大 5，213 4，539 3，988 3，231 2，662 2，996 2，543 2，356 2，147 1，957 2，299 1，817 1，373 1，536 
中 4，886 4，598 4，149 2，995 2，768 3，066 2，801 2，257 2，182 1，829 2，086 1，810 1，556 1，618 
4、 3，0'77 3，470 2，578 2，161 1，745 2，179 2，165 1，592 1，684 1，600 1，625 1，524 1，274 1，218 
小小 2，450 2，515 1，600 1，494 1，125 1，753 1，690 1，092 1，373 1，256 1，253 1，231 981 932 
P 1.722 1.766 1.607 1.017 
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図3 青森県日本海海域で漁獲されたヒラメの全長組成(推定個体数)
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(2)マガレイ

青森県日本海海域のマガレイ(銘柄「小カレイJ換算済)の年間漁獲量は統計調査を開始した 1993

年以降減少傾向にあり、 2006年は 28トンで前年比 92%、過去 5ヵ年比 83%で、あった(図 4、表 4)。

前年の漁獲量と比較すると、漁協別では鯵ヶ沢と岩崎村漁協が減少、月別では 8"""'9月が減少し 10""'"

11月が増加、漁業種類別では定置網と刺網で減少したのが特徴的であった(表 4)。マガレイの 2006

年漁獲金額は 1，674万円で前年比 76%、過去 5ヵ年比 63%であった(表 5)。鯵ヶ沢漁協の沖合底び

き網におけるマガレイの銘柄別単価をみると、 1993年以降高低を繰り返しながらも低下傾向で、 2006

年は最低を記録した(表 5)。また、大戸瀬漁協の銘柄「小カレイ」の魚種組成とそれに含まれるマガ

レイの比率を表6、7に示した。

2003年 5月"""'2006年 12月の青森県日本海海域で漁獲されたマガレイの体長組成を、 1"""'4月は大

戸瀬漁協の定置網、 5"""'8月は岩崎村漁協の刺網、 9"""'12月は鯵ヶ沢漁協の沖合底びき網の生物測定デ

ータを用いて(表 8)、全体に引伸ばして推定した。体長組成が年級コホートの混合正規分布であると

みなし、相津・滝口 (1999)に従って年級コホートに分解した。マガレイの成長式はTakahashiet al. 

(1995)に従った。起算日は便宜上 5月 1日とし、漁期を 5月~翌年 4月とした。計算方法は、Microsoft

Excelのソルパー機能を用いて最小二乗法により解を求めた。ソルパ一計算の初期値を表9に、コホ

ート分解の結果を表 10と図 5に、漁期年別の年齢組成を表 11に示した。雄は 2歳と 3歳が、雌は 3

歳が多く漁獲されたと考えられた。ただし、ソルパー計算により推定した年齢組成については、耳石

による年齢査定結果と比較検討する必要がある。
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表 4 青森県日本海海域におけるマガレイの漁獲量

漁協別漁獲量 単位:kg

漁協 1993年 1994年 1995年 1996年 1997年 1998年 1999年 2000年 2001年 2002年 2003年 2004年 2005年 2006年

泊

前

三

小

下

十

。
。 o 0 34 308 

。
。 o 708 294 63 59 240 

F
U
ヮ
“

司

4 52 41 73 116 165 65 

o 35 49 17 13 17 
358 317 258 221 345 

鯵ヶ沢 51，478 45，256 27，285 16，207 20，990 19，838 20，048 11，373 6，358 15，599 9，260 7，017 6，007 4，460 

大戸瀬 20，971 19，633 23，213 15，414 17，781 13，507 13，990 12，365 9，656 7，418 6，264 11，882 7，051 6，762 

風合瀬 4，255 878 1，948 2，555 2，756 2，384 3，889 4，529 2，986 2，080 2，016 2，892 2，616 2，161 

深浦 9，267 8，358 7，863 3，598 3，110 3，467 5，568 5，010 2，896 1，496 4，955 5，244 6，770 8，314 

炉作 139 156 256 56 185 194 243 379 251 83 217 1 0 

岩崎村 10，014 13，845 10，850 8，505 8，556 5，673 9，678 6，014 10，165 9，200 13，823 6，215 7，550 5，893 

合計 96，124 88，161 71，724 46，334 53，442 45，830 53，950 39，747 32，363 36，309 36，976 33，642 30，395 28，017 
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漁業種類別漁獲量 単位・kg

漁法 1993年 1994年 1995年 1996年 1997年 1998年 1999年 2000年 2001年 2002年 2003年 2004年 2005年 2006年

沖合底びき網 37，647 34，831 14，562 9，926 12，961 14，759 16，613 7，852 5，053 14，922 10，308 8，442 10，086 10，249 

定置網 32，361 28，581 33，014 21，858 33，515 26，357 29，456 28，172 20，375 12，857 16，282 20，038 14，188 12，164 

刺網 2，441 1，511 3，231 3，484 6，618 4，221 7，783 3，722 6，931 7，920 10，383 5，160 6，120 5，伺4

一本釣 o 0 0 0 6 19 0 0 0 0 1 1 1 0 

その他 o 0 0 1 342 475 99 1 3 609 2 1 0 0 

不明 23，675 23，237 20，918 11，066 0 0 0 0 0 0 0 0 0 .0 

合計 96，124 88，161 71，724 46，334 53，442 45，830 53，950 39，747 32，363 36，309 36，976 33，642 30，395 28，017 

鯵ヶ沢漁協の沖合底びき網における銘柄別漁獲量 単位:kg

銘柄 1993年 1994年 1995年 1996年 1997年 1998年 1999年 2000年 2001年 2002年 2003年 2004年 2005年 2006年

特 49 21 17 374 378 84 113 68 66 321 311 264 385 127 

大 13，143 10，874 10，599 5，533 4，638 3，656 3，871 3，544 1，843 2，676 3，163 1，886 1，405 1，318 
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P 2，818 78 12 228 356 52 13 0 0 0 0 8 36 0 

合計 37，647 34，831 14，562 8，532 11，253 12，968 13，119 5，155 3，164 14，011 6，241 3，979 4，164 2，733 
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表 5 膏森県日本海海域におけるマガレイの漁獲金額と単価

漁協別漁獲金額 単位:千円

漁協 1993年 1994年 1995年 1996年 1997年 1998年 1999年 2000年 2001年 2002年 2003年 2004年 2005年 2006年
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漁業種類別漁獲金額 単位:千円

漁法 1993年 1994年 1995年 1996年 1997年 1998年 1999年 2000年 2001年 2002年 2003年 2004年 2005年 2006年

沖合底びき網 51，447 39，036 22，906 15，189 15，151 16，919 15，098 11，329 6，517 8，964 8，348 5，562 7，156 6，424 

定置網 42，505 39，248 43，465 26，999 44，433 24，990 24，162 22，901 21，063 11，408 9，689 11，531 8，698 5，363 

刺網 3，047 1，466 3，268 4，353 9，567 4，530 6，545 4，443 9，454 6，344 8，242 4，199 6，068 4，955 

一本釣 o 0 0 0 3 12 0 0 0 0 1 1 1 0 

その他 o 0 0 1 398 304 90 0 4 350 1 0 0 0 

不明 30，733 28，027 27，665 14，434 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

合計 127，733 107，776 97，304 60，976 69，552 46，755 45，895 38，674 37，038 27，067 26，281 21，293 21，923 16，742 

鯵ヶ沢漁協の沖合底ぴき網における銘柄別単価 単位:円/kg

銘柄 1993年 1994年 1995年 1996年 1997年 1998年 1999年 2000年 2001年 2002年 2003年 2004年 2005年 2006年

特 888 720 945 1，920 1，739 1，885 1，481 1，734 1，558 466 1，041 776 966 828 

大 2，186 1，903 1，810 1，836 1，779 2，010 1，502 1，740 1，752 1，420 1.119 879 1，044 724 

中 1，468 1，098 1，286 1，128 1，024 1，209 819 1，162 1，157 697 650 522 614 435 

ノj、 539 438 524 498 408 440 280 591 550 240 357 452 411 356 

P 154 118 311 206 208 160 263 - 105 304 
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表6 大戸瀬漁協における「小カレイ」に占める魚種組成

薫ーっ麗

マガレイ
マコガレイ
ムシガレイ
ヤナギムシガレイ
メイタガレイ
パパガレイ
ソウハチ
イシガレイ
アカガレイ
計

2006平日
1/25 
11，771 
67 
214 

61 

12.113 

2006平2月
2/15， 3/1 
23，526 
1，203 
2，149 
455 
73 
951 

99 

28.456 

2006手羽
3/22 
7，992 
353 
2，956 
169 

609 

12.079 

主主
2006年4月
半些， 5/1 
10.121 
3，002 
4.986 
411 
91 
1，350 
99 
95 
94 
20.249 

表7 小カレイに占めるマガレイの比率

1耳 2月 月一瓦月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月

igilli醐.階
(t25::::: O~25: ::::0~:25:::: 0;25:::::0;26 
0;25:::: 0;25::.: O~25:::: :O :25::::0;25 

0:25::::: O~25::::<L25::::0;25::: 0;25 
();2$:.:. 0;25:.:. O.25:.::(l，Z5:.: 0.25 

1997年 0.75 0.74 0.75 0.21 0.15 0.2$.:.: 0.2$.:.: 0~~$.:.:Q;2$.:.:();2~ 
1998年 0.88 0.85 0.78 0.53 0.28 (}，2S:::: 0;25::.: 0;25:::::0;25 ::::0司25
1999年 0.93 0.94 0.84 0.89 0.43 仏25::::0.25:::: 0~25:::: {);Z5::: 0;25 
2000年 0.75 0.95 0.78 0.38 0.18 (};2S:::: 0;25:::.:0;:25:::::0;25 0.40 
2001年 0.93 0.91 0.65 0.79 0.48 0.12 。‘25::::O~25::::{);25:::::0;2Ii 
2002年 0.84 0.98 0.62 0.31 0.09 0.250.250.250.3513250.25 
2003年 0.64 0.81 0.67 0.30 0.05 0.250.250.250.25Q.250.2S 
2004年 1.00 0.85 0.91 0.46 0.25 。;25::::(t25::::: O~25.:.::0~25::::0;25::::0;25 
2005年 0.88 0.94 0.82 。圃 0;25::.: 0;25:::: 0;25:::: O~25:::: :O :25::: 0;25 
2006年 0.97 0.83 0.66 0.50 0，25:::: 0:;25::::: O~25:::: <L25:::: 0;25::: :0;25 

E回:1997~2001年各月の平均値
E三J:1994~2001年の6~11月の平均値

12月

圃
0.64 

圃
0.78 
0.63 

岡

表 8 2006年度に生物測定したマガレイの銘柄別雌雄別個体数(資源評価事業委託調査)

年 月日 漁協 神業種類 銘柄 雄 雌 計

2006年 7月24、27日 岩崎村漁協 刺網漁業 中 。 39 39 

2006年 7月24、27日 岩崎村漁協 刺網漁業 49 50 

2006年 7月24、27日 岩崎村持、協 刺網漁業 小小 16 49 65 

2006年 7月24日 岩崎村漁協 刺網漁業 P 22 20 42 

2006年 10月2日 鯵ヶ沢漁協沖合底びき網漁業 特 2 22 24 

2006年 10月2日 鯵ヶ沢漁協沖合底びき網漁業 大 2 40 42 

2006年 10月2日 鯵ヶ沢漁協沖合底びき網漁業 中 25 48 73 

2006年 10月2日 鯵ヶ沢漁協沖合底びき網漁業 43 28 71 

2007年 2月5、26日 大戸瀬漁協 定置網漁業 4、カレイ 88 47 135 

~、三ロ+ 199 342 541 
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表 9 年級コホート分解のソルパ一計算に用いた初期値

♂ 1歳+ 2歳+ 3歳+ 4歳+ 5歳+以上 ♀ l歳十 2歳+ 3歳+ 4歳+ 5歳+以上

組成 0.1 0.25 0.25 0.25 0.1 組成 0.1 0.25 0.25 0.25 0.1 

5-8月体長mm 76 127 159 179 192 5-8月体長mm 72 131 174 206 229 

9-12月体長mm 96 139 167 184 195 9-12月体長mm 94 147 186 214 236 

1-4月体長mm 113 150 173 188 198 1-4月体長mm 113 161 196 222 241 

標準偏差 7 7 7 7 7 標準偏差 7 7 7 7 7 

表 10 年級コホート分解結果

♂ 
2003年5~8月
2003年9~12月
2004年1~4月
2004年5~8月
2004年9~12月
2005年1~4月
2005年5~8月
2005年9~12月
2006年1~4月
2006年5~8月
2006年9~12月

lij+ 亙土
o 273 
27 14.801 
o 56，607 
o 310 
o 2，931 
40 18，880 
o 0 
o 12，758 
3，150 43，717 
o 0 
o 17.638 

単位・個体数

3歳+ 4歳+ 5歳+以上 計
21，023 1，593 17 22，906 
6，886 169 484 22，368 
6，133 6，220 7，284 76，243 
13，462 563 0 14，335 
10，422 0 664 14，018 
12，097 5，361 6，189 42，568 
9，837 29 2渇5 10，132 
12，557 513 0 25，829 
3，554 6，593 5，185 62，199 
8，346 0 0 8，346 
9.040 2.249 0 28.927 

200品開
2003年9~12月
2004年1~4月
2004年5~8月
2004年9~12月
2005年1~4月
2005年5~8月
2005年9~12月
2006年1~4月
2006年5~8月
2006年9~12月

単位個体数

1歳+ 2歳+ 3歳+ 4歳+5歳十以上 計
4 8，651 70，112 3，888 604 83，258 
o 17，737 51，040 1，160 74 70，012 
98 28，125 49，636 14，746 8，924 101，529 
o 820 43，213 325 267 44，626 
83 11，743 40，014 2，811 539 55，190 
345 2，545 55，554 11，213 3，242 72，898 
o 125 49，593 2，418 415 52，551 
o 24，144 37，570 10，019 0 71，733 
o 40，099 14，630 3，807 4，875 63，412 
o 0 32，367 8，160 0 40，527 
017.055 32.357 10.884 0 60.295 

表 11 5月~翌年4月を漁期として集計した場合のマガレイの年齢組成

単位.千尾 単立.千尾
♂ l歳未 2ti富十 3歳+ 4歳十 5歳+以上 計 ♀ I歳+ 2歳+ 3墓+ 4歳+5歳+弘上 言十

2003年漁期 。 72 34 8 8 122 2003年漁期 。 55 171 20 10 255 
2004年漁期 。 22 36 6 7 71 2004年漁期 。 15 139 14 4 173 
2005年漁期 3 56 26 7 5 98 2005年漁期 。 64 102 16 5 188 
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(3)マコガレイ

青森県日本海海域のマコガレイ(銘柄「小カレイJ換算済)の年間漁獲量は、漁獲統計開始の 1993

年以降では、 1994年に減少した後 28""""59トンの範囲で増減を繰り返し、 2006年は55トンで前年比

159%、過去5ヵ年比 147%に増加した(図 6、表 12)。前年の漁獲量と比較すると、漁協別では十三

と鯵ヶ沢漁協で増加、月別では 2""""4月が増加、漁業種類別では全漁法で増加したことが特徴的であ

った(表 12)。マコガレイの年間漁獲金額は 3，308万円で前年比 151%、過去 5ヵ年比 118%で、あっ

た(表 13)。鯵ヶ沢漁協の沖合底びき網におけるマコガレイの銘柄別単価をみると、 1993年以降低下

傾向であったが、 2004年以降は安値で横ばい傾向にあった(表 13)。なお、大戸瀬漁協の銘柄 f小カ

レイ」の魚種組成とそれに含まれるマコガレイの比率を表 14に示した。

鯵ヶ沢漁協沖合底びき網におけるマコガレイの銘柄別漁獲量をみると、 1993年以降各年とも銘柄

「大Jの割合が高いが、 1997年と 2001年に銘柄「中」の割合が比較的多かった(図 7)。なお、漁獲

されたマコガレイの体長組成は、測定データが不備のため推定できなかった。
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図6 青森県日本海海域におけるマコガレイの漁協別漁獲量の推移
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表12 青森県日本海海域におけるマコガレイの漁獲量

漁協別漁獲量 単位:kg

漁協 1993年 1994年 1995年 1996年 1997年 1998年 1999年 2000年 2001年 2002年 2003年 2004年 2005年 2006年

IJ、治 1，412 604 1，184 1，808 1，387 1，016 1，412 868 1，256 1，467 1，225 1，011 878 1，823 

下前 424 460 353 596 194 79 163 145 288 206 152 77 313 426 

十三 8，381 3，667 4，446 3，103 7，538 

鯵ヶ沢 46，915 25，394 25，948 32，661 35，806 31，508 18，032 16，417 22，819 15，697 8，213 17，324 14，246 25，743 

大戸瀬 17，859 13，461 17，479 14，851 16，173 14，921 10，098 12，436 13，926 8，636 8，340 13，055 9，276 11，329 

風合瀬 2，733 4，780 4，562 2，776 2，214 1，996 1，356 1，900 2，942 1，224 1，193 1，462 1，616 2，080 

深浦 2，540 2，244 2，506 1，513 1，080 1，175 1，434 1，542 1，334 1，043 1，363 1，534 2，743 2，783 

炉作 27 24 12 7 26 55 65 104 59 66 93 4 0 0 

岩崎村 2，944 2，916 2，929 2，112 2，451 2，147 1，998 2，140 1，940 1，944 3，791 1，921 2，149 2，993 

合計 74，853 49，882 54，971 56，324 59，330 52，897 34，557 35，551 44，565 38，665 28，035 40，833 34，323 54，714 

月別漁獲量 単位:kg

月 1993年 1994年 1995年 1996年 1997年 1998年 1999年 2000年 2001年 2002年 2003年 2004年 2005年 2006年

14，478 7，928 16，047 11，298 10，046 13，955 6，047 7，683 9，229 6，458 4，707 8，585 4，539 4，927 

2 11，079 12，891 11，586 10，513 8，655 6，790 5，197 6，377 7，501 8，401 6，678 6，461 5，257 9，057 

3 12，624 10，338 10，981 21，168 16，776 18，332 10，793 6，776 12，065 10，791 6，397 14，579 10，719 18，215 

4 13，099 4，664 3，063 2，733 7，120 4，675 2，900 3，079 3，617 5，932 2，614 3，023 4，807 12，220 

5 3，052 1，912 1，992 1，709 1，531 653 878 1，725 1，019 2，031 1，764 842 930 1，414 

6 1，122 825 1，094 1，474 740 699 945 818 818 948 963 644 617 1，482 
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931 837 

504 64 

955 927 1，080 

312 1，021 1，473 

577 1，147 3，239 

97 2，132 113 

11 1，546 1，274 1，276 1，146 1，030 843 818 1，218 694 225 915 2，416 270 621 

12 9，929 2，609 3，645 1，387 2，471 1，890 3，345 4，414 3，359 884 364 2，312 1，958 874 

合計 74，853 49，882 54，971 56，324 59，330 52，897 34，557 35，551 41，565 38，665 28，035 40，833 34，323 54，714 

漁業種類別漁獲量 単位:kg

漁法 1993年 1994年 1995年 1996年 1997年 1998年 1999年 200C年 2001年 2002年 2003年 2004年 2005年 2006年

沖合底びき網 15，210 9，944 

定置網 46，954 27，748 

刺網 4，442 2，226 

一本釣 o 0 
その他 3 0 

不明 8，243 9，963 

合計 74，853 49，882 

6，856 

34，718 

3，385 

3 

10，065 13，786 

36，653 38，102 

4，460 7，360 

o 71 

2 12 

5，143 0 

56，324 59，330 

6，560 2，265 2，187 4，721 4，930 1，633 1，783 8，175 

41，129 27，798 28，743 34，325 28，008 20，390 35，615 21，935 

5，049 4，473 4，618 5，506 5，723 5，990 3，406 4，205 

31 0 0 2 0 4 16 

128 20 3 10 4 19 13 3 

0 0000000  

52，897 34，557 35，551 44，565 38，665 28，035 40，833 34，323 
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鯵ヶ沢漁協の沖合底びき網における銘柄別漁獲量 単{V::kg 

銘柄 1993年 1994年 1995年 1996年 1997年 1998年 1999年 2000年 2001年 2002年 2003年 2004年 2005年 2006年

大 9，785 7，365 5，493 8，030 10，225 5，067 1，231 1，305 2，216 3，785 771 1，064 5，304 8，000 

中 2，152 2，072 1，153 1，243 2，471 853 456 264 1，703 701 140 135 853 1，197 

2，241 365 163 548 546 209 

726 38 27 107 260 124 

307 105 20 6 47 12 
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表 13 青森県日本海海域におけるマコガレイの漁獲金額と単価

漁協別漁獲金額 単位:千円

漁協 1993年 1994年 1995年 1996年 1997年 1998年 1999年 2000年 2001年 2002年 2003年 2004年 2005年 2006年
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月
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漁業種類別漁獲金額 単位:千円

漁法 1993年 1994年 1995年 1996年 1997年 1998年 1999年 2000年 2001年 2002年 2003年 2004年 2005年 2006年

沖合底ぴき網 21，959 14，392 9，489 11，315 14，080 7，389 3，007 3，001 5，653 3，855 1，260 1，135 5，380 7，310 

定置網 68，828 40，279 42，794 42，578 40，766 37，254 26，451 24，891 28，190 22，132 15，959 24，142 13，678 20，653 

刺網 5，990 2，臼3 4，052 5，580 7，972 4，476 4，377 3，663 4，908 4，393 4，200 2，265 2，863 5，114 

一本釣 1 0 3 0 109 39 0 0 3 0 4 16 5 0 

その他 3 0 1 4 16 144 28 2 12 4 21 12 3 4 

不明 10，748 13，596 11，843 6，126 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

合計 107，530 70，890 68，182 65，603 62，942 49，303 33，861 31，558 38，766 30，385 21，443 27，570 21，回8 33，081 

鯵ヶ沢漁協の沖合底ぴき網における銘柄別単価 単位:千円/kg

銘柄 1993年 1994年 1995年 1996年 1997年 1998年 1999年 2000年 2001年 2002年 2003年 2004年 2005年 2006年

大 1，463 1，382 1，334 1，049 9的 1，010 1，349 1，465 1，228 728 810 558 644 641 

中1，929 1， 753 1，671 1，527 1，334 1，844 1，583 1，562 1，301 1，093 1，026 629 779 800 

4、1，177 1，086 1，166 1，256 849 1，256 1，064 995 770 748 856 614 521 627 

p ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ 

込み 1，491 1，599 1，351 1，956 941 1，146 1，106 1，041 652 461 673 749 801 466 

-49-



表 14 小カレイに占めるマコガレイの比率

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

1993年 ();22:::::0;22 。、i2・ 1);22::::0;:22 
1994年 ();2i::::::0:;i2:::::0:22::::::0;:22 

1995年 ();22: >0:;22 0;2Z::::::0~:Z2 

1996年 0.05 印。，220220.220、22:::::0:22::::::0;:22
1997年 0.02 0.11 0.13 0.10 0.16 。;:22::::::0;22:::: ();22 。、22:::::0:22::::::0;:22 0.06 
1998年 0.08 0.01 0.05 0.18 0.12 。~:Z2::::::();22::::: 0;22 同帥抑盛岡
1999年 0.03 0.05 0.04 0.05 0.03 O，220.220.22 。、22::::0:22::::::0;:22 
2000年 0.05 0.00 0.02 0.09 0.20 ();22 。、22:::0:22 0.11 

2001年 0.05 0.03 0.18 0.05 0.12 ();22:::::0、22::::0:22: :0;22 0.22 
2002年 0.04 0.01 0.03 0.03 0.00 0;22:::J);22・0、22::::0:22::::::0;:22 
2003年 0.11 0.01 0.10 0.10 0.11 。;:22:::A2:2:J);22 :: ()~22::::0:22::: :0;:22 

2004年 0.00 0.04 0.04 0.02 0.06 0;:22:::A22: ::(t22 0~22::::0:22 > 0;22 
2005年 0.05 0.02 0.03 。圃 0;:22::::::0;2:2:::::();:22:::::0、22: 0:22 : :0;:22 
2006年 0.01 0.04 0.03 0.15 。;:22::::::0;22:::::();22 ()~22:::: 0.22:::::0;:22 

1IIIIII1I: 1997~2001年各月の平均値
1:::::::::::::): 1994~2001年の6~11月の平均値

(銘柄 規格全長)

20 l |図その他 (2001年以前)

口 p :なし ( -<18cm) 

回小 : 20孟-<23cm (18孟-<22cm)

主151自 E中 : 23孟-<26cm (22~三 -<26cm)

関 園大 : 26cm孟~ (26cm孟-)

酬 10
理母
延

5 

。
寸

aa-

m

一aa-

山

U
Aい

a-
唱。。-
ト。。-

aaa-
∞。。-

C
O
O
N
 

-
C
C
N
 

N
O
O
N
 

m
C
C
N
 

寸

O
O
N

muccN 

市
町

C
C
N

図7 鯵ヶ沢漁協沖合底ぴき網漁業におけるマコガレイの銘柄別漁獲量の推移
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(4)ムシガレイ

青森県日本海海域のムシガレイ(銘柄「小カレイ」換算済)の年間漁獲量は、統計調査を開始した

1993年以降増加傾向にあったが、2003年以降横ばい傾向を示し、2006年は 32 トンで前年比 114%、

過去 5ヵ年比 116%であった(図 8、表 15)。前年の漁獲量と比較すると、漁協別では鯵ヶ沢と風合

瀬漁協で増加、月別では 2-----3月が増加、漁業種類別では定置網で増加したことが特徴的であった(表

15)。ムシガレイの年間漁獲金額は 2，737万円で前年比 100%、過去 5ヵ年比 105%であった(表 13)。

深浦漁協におけるムシガレイの銘柄別単価をみると、 1993年以降低下傾向で、 2006年は前年比 84%

ほどに減少した(表 16)。また、大戸瀬漁協の銘柄「小カレイJに含まれるムシガレイの比率は表 17

のとおりであった。

2002年-----2006年の各 4月に大戸瀬漁協で漁獲されたムシガレイを生物測定(表 18) し、盛漁期で

ある 2-----5月の体長別漁獲個体数を推定した。体長組成が年級コホートの混合正規分布であるとみな

し、相津・滝口 (1999)に従って年級コホートに分解した。マガレイの成長式は山中 (1999)に従い、

起算日は便宜上6月 1日とした。計算方法は、 MicrosoftExcelのソノレバー機能を用いて最小二乗法

により解を求めた。ソルパー計算の初期値を表 19に、コホート分解の結果を表 20と図 9に示した。

雄は 2歳と 3歳が、雌は 3歳が多く漁獲されたと考えられた。ただし、ソルパー計算により推定した

年齢組成については、耳石による年齢査定結果と比較検討する必要がある。
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表 15 青森県日本海海域におけるムシガレイの漁獲量

漁協別漁獲量 一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一 単位:kg
漁協 1993年 1994年 1995年 1996年 1997年 1998年 1999年 2000年 2001年 2002年 2003年 2004年 2005年 2006年
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型 IJ些量一一一一一一一一一 単位:kg
月 1993年 1994年 1995年 1996年 1997年 1998年 1999年 2000年 2001年 2002年 2003年 2004年 2005年 2006年

1 278 190 199 1，038 482 491 419 599 1，139 1，502 1，130 1，080 853 768 

2 622 909 2，225 3，566 1，631 1，456 1，302 2，556 1，759 2，530 3，235 3，512 1，946 2，770 
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合計 5，302 10，328 15，098 19，841 16，186 16，086 14，326 19，701 18，156 26，379 34，171 31，198 28，195 32，112 

漁業種類別漁獲量 単位:kg

漁法 1993年 1994年 1995年 1996年 1997年 1998年 1999年 2000年 2001年 2002年 2003年 2004年 2005年 2006年

沖合底びき網 474 1，069 841 755 1，605 2，257 1，948 1，968 3，840 4，868 5，434 5，353 4，434 5，314 

定置網 2，805 5，324 8，458 11，866 10，000 8，230 7，487 10，500 8，844 12，902 15，363 18，300 14，186 18，217 
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合計 5，302 10，328 15，098 19，841 16，186 16，086 14，326 19，701 18，156 26，379 34，171 31，198 28，195 32，112 

深浦漁協における銘柄別漁獲量 単位 kg

銘柄 1993年 1994年 1995年 1996年 1997年 1998年 1999年 2000年 2001年 2002年 2003年 2004年 2005年 2006年

大 169 294 603 781 437 418 731 1，039 1，460 1，563 1，734 2，329 2，154 1，941 

中 68 158 143 69 156 293 304 424 472 567 1，172 1，220 968 924 

ノl、 168 172 44 37 127 147 222 295 465 994 914 688 698 774 

P 

込み
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31 
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17 

0 67 

7 18 15 

24 150 157 
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13 
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10 

12 162 105 174 245 

8 4 1 23  

合計 448 655 807 917 888 1，031 1，325 1，771 2，411 3，145 3，987 4，343 3，996 3，888 
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表 16 青森県日本海海域におけるムシガレイの漁獲金額と単価

漁協別漁獲金額 単位:千円

漁協 1993年 1994年 1995年 1996年 1997年 1998年 1999年 2000年 2001年 2002年 2003年 2004年初05年 2006年

泊

前

三

小

下

十

20 

17 

60 111 346 162 195 264 103 

23 46 50 17 3 1 46 

63 164 257 75 72 88 

17 28 5 1 22 13 

489 497 360 522 566 

鯵ヶ沢 3，044 6，199 9，180 9，844 8，566 6，904 6，418 9，817 6，581 7，562 9，765 8，271 7，771 8，261 

大戸瀬 5，064 10，008 14，745 18，893 11，785 8，931 7，524 8，272 8，069 9，804 10，582 12，316 11，330 10，386 

風合瀬 860 811 1，037 2，745 1，171 735 506 1，356 1，634 1，600 962 1，562 1，904 2，792 

深浦 813 1，091 1，588 1，897 1，564 1，441 1，860 2，381 2，864 2，787 3，191 3，626 3，591 2，874 

炉作 o 0 0 32 41 103 52 82 33 23 16 2 0 0 

岩崎村 428 1，101 1，254 2，996 1，669 2，136 1，988 1，992 2，138 2，725 3，052 2，134 2，048 2，393 

合計 10，247 19，294 27，961 36，804 24，974 20，448 18，614 24，050 21，400 25，181 28，326 28，346 27，260 27，373 

月別漁獲金額 単位千円

月 1993年 1994年 1995年 1996年 1997年 1998年 1999年初00年 2001年 2002年 2003年 2004年 2005年 2006年

707 383 462 2，073 1，018 927 695 1，002 1，617 1，895 1，219 1，253 794 704 

2 1，223 1，589 4，16ゆ 6，739 3，204 2，018 2，124 3，654 2，223 3，059 3，185 3，361 2，276 2，187 

3 2，031 4，247 6，846 11，035 4，650 4，432 3，879 5，321 4，285 4，854 5，569 6，040 4，406 5，249 

4 3，144 7，007 9，624 10，024 9，306 6;424 5，834 5，976 4，921 5，963 9，290 8，942 8，989 6，461 

5 790 3，475 3，685 4，511 3，648 3，245 3，139 5，212 3，603 5，122 5，076 4，539 7，383 6，538 

6 286 324 513 423 407 883 449 623 545 819 1，072 743 637 2，450 

7 149 259 194 283 906 799 375 398 400 730 630 545 482 777 

8 141 113 13θ~ ~ ~ ~ ~ g m m ~ ~ 1_  

9 351 791 672 237 366 489 510 634 1，419 1，079 866 1，272 1，029 754 

10 137 402 238 154 189 246 280 353 429 365 368 512 489 303 

11 348 122 342 233 23ゆ 239 228 99 215 212 181 248 151 484 

12 939 581 1，077 342 369 196 427 322 903 305 79 363 92 376 

合計 10，247 19，294 27，961 36，804 24，974 20，448 18，614 24，050 21，400 25，181 28，326 28，346 27，260 27，373 

漁業種類別漁獲金額 単位:千円

漁法 1993年 1994年 1995年 1996年 1997年 1998年 1999年 2000年初01年 2002年 2003年 2004年 2005年 2006年

沖合底びき網 986 2，152 1，672 1，500 2，501 3，105 2，802 2，612 3，994 4，425 4，892 4，560 4，053 4，067 

定置網 5，570 10，374 16，291 22，575 16，813 11，089 10，435 13，839 11，351 13，700 13，499 17，281 14，828 16，6幻

期l網 1，584 3，764 6，118 6，203 5，643 6，183 5，363 7，598 6，037 7，054 9，915 6，494 8，375 6，603 

一本釣 7 0 0 5 15 22 0 0 1 1 17 6 3 10 

その他 o 0 0 1 1 48 14 1 17 1 4 4 0 0 

不明 2，101 3，003 3，880 6，520 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 

合計 10，247 19，294 27，961 36，804 24，974 20，448 18，614 24，050 21，400 25，181 28，326 28，346 27，260 27，373 

深浦漁協における銘柄別単価 単位:円/kg

銘柄 1993年 1994年 1995年 1996年 1997年 1998年 1999年 2000年 2加 1年 2002年羽田年 2004年 2005年 2006年

大 2，510 2，158 2，125 2，135 2，039 1，60少 1，570 1，464 1，347 1，056 1，021 997 1，086 947 

中1，955 1，591 1，687 1，863 1，567 1，313 1，318 1，286 1，165 963 820 774〆 875 687 

!j、1，293 1，097 1，215 1，278 1，161 955 930 1，001 717 584 454 485 512 455 

P 911 553 692 702 629 695 500 - 878 461 244 252 255 191 

込み ーー 2，094 1，804 1，482 1，576 1，507 1，079 465 1，171 876 897 798 
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表 17 小カレイに占めるムシガレイの比率

1見 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

iiHIll淵.時
0.360.360.360.360.36 

四O~36... O;36....0~36....0;36....{US 

O~36... O;36....0~36....0;36....0;3.s 

0;3.s ....0~M.....O;36....0品 0;36< 0;3s 

1997年 0.01 0.05 0.11 0.48 0.54 0.260.360380.360.360.3S 0.20 

1998年 0.00 0.06 0.11 0.20 0.44 0.360.360.380.360.369.36 圃1999年 0.01 0.01 0.07 0.01 0.43 O~3fj... O;36.....0.36.....Q;36....0;36....'O;36 

2000年 0.00 0.01 0.09 0.45 0.27 O.36....Q;36 0.15 0.00 

2001年 0.01 0.02 0.07 0.13 0.25 0.49 0.36... • ();36 ....0;36....0;36 0.10 
2002年 0.07 0.01 0.28 0.63 0.91 0;3u 0~36... Q;36....0;36....Q:36 

2003年 0.15 0.08 0.17 0.50 0.78 0:3唱 0、3町 Q;36....0;36....Q:36
2004年 0.00 0.06 0.05 0.51 0.64 0:3u 0~36... .(};36.... O;3$....~:~~ 

2005年 0.04 0.03 
1 0圃 0:36 0~36.. ..0;36....0;36. ...0:36 

2006年 0.02 0.08 0.24 0.25 0:36 0:36. (};36....0，36.. 0:36 

[]]]]]]: 1997~2001年各月の平均値

E三コ:1994~2001年の6~11月の平均値

表 18 生物測定を行ったムシガレイの個体数

年月日 銘柄 雄 雌

2002年4月10日 ムシガレイ 42 22 

2002年4月10日 「小カレイ」中のムシガレイ 65 19 

2003年4月10日 ムシガレイ 42 31 

2003年4月10日 「小カレイj中のムンガレイ 55 12 

2004年4月14，15日 ムシガレイ 113 97 

2004年4月14日 「小カレイ」中のムシヵνィ 110 7 

2005年4月13，14日 ムシガレイ 52 76 

2005年4月13，14日 「小カレイJ中のムシヵーレイ 83 

2006年4月10日，5月1日 ムシガレイ 67 52 

2006年4月10日，5月1日 「小カレイ」中のムシがレイ 49 4 

表19 年級コホート分解のソルパ一計算に用いた初期値

♂ l歳十 2歳+ 3歳十 4歳+ 5歳+以上 ♀ 1歳+ 2歳+ 3歳+ 4歳+ 5歳+以上

組成 0.01 0.3 0.4 0.25 0.04 組成 0.1 0.2 0.2 0.2 0.1 

体長mm 136 180 212 234 250 体長mm 143 197 239 272 297 

標準偏差 10 10 10 10 10 標準偏差 12 12 12 12 12 

表 20 年級コホート分解結果(大戸瀬漁協 2-.5月のムシガレイ)

呈{立:千尾 単位.千尾
♂ 1歳+ 2歳+ 3歳+ 4歳十 5歳+以上 計 ♀ l歳+ 2歳+ 3歳+ 4歳+5歳+以上 言十

2002年 。 15 9 11 。 35 2002年 3 2 2 3 4 14 
2003年 。 13 26 。 3 42 2003年 。 3 12 3 5 23 
2004年 。 14 22 6 。 42 2004年 。 。 15 7 2 25 
2005年 。 6 15 3 。 24〆 2005年 。 1 10 6 5 22 
2006年 。 15 13 6 2 35 2006年 。 4 5 4 4 17 
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(5)ハタハタ

青森県日本海海域におけるハタハタの年間漁獲量は、、漁獲統計開始の 1965年から 1975年には 500

""'1，800トンの範囲で好漁、 1976年以降減少し 1978""'1997年は 20トン以下に低迷、 1998年以降増

加に転じ 2005年の 844トンまで急増したものの、 2006年は492トンで前年比 58%、過去5カ年比

96%に減少した(図 10、表21、22、23)02006年の漁獲金額は 1億 5523万円で前年比 90%、過去

5ヵ年比 117%であった(表 24)。岩崎村漁協における単価は、「メスj では 1997年の 3，563円/kg

から 2005年の 371円/kgまで低下し続けていたが、2006年は 459円/kgで前年をやや上回り、「オ

スj では 1997年の 1，574円/kgから 2002年の 108円/kgまで低下し続けていたが、 2003年以降

上昇に転じ 2006年は 197円/kgであった(表 24)。岩崎村漁協における漁期は 12月 5日""'1月 4

日で、 1日1トン以上漁獲された盛漁期は 12月8日""'15日の 8日間で、持、期と盛漁期ともに近年で

は平均的な時期で、あった(表25)。

ハタハタの魚体測定を行った(表 26)0 2000年以降の魚体測定調査で得られた銘柄別体長組成を用

いて、雌雄別の漁獲個体数を推定した(図 11)。さらに、体長組成が年級コホートの混合正規分布で

あるとみなし、相津・滝口 (1999)に従って年級コホートに分解した。計算方法は、 MicrosoftExcel 

のソルパー機能を用いて最小二乗法により解を求めた。初期値は表27のとおりである。 2006年の体

長組成から推定された発生年級群は、雄では 2003年産まれの 3+が68%を占め、雌も 3+(2003年生

まれ)が多く 82%を占めていた(表 28)0 2005年と 2006年ともに漁獲の主体は 2003年生まれであ

り、それに続く 2004年生まれと 2005年生まれの漁獲加入がきわめて少なく、 2007年漁期の漁獲が

危倶される。ただ、し、これらの年齢組成は、過去の知見から類推した年齢体長をパラメータとして計

算したため、不正確なものかもしれない。現在のところ、ハタハタの耳石による年齢査定が技術的に

難しい状況にあるため、年齢査定技術の確立が必要である。今回の解析結果については、再検討すべ

きところが多いため、今後、年齢組成を変更する可能性がある。
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図10 青森県日本海海域における-ハタハタ漁獲量の推移

n
h
U
 

F
同

u



司

i
F
h
d
 

両日

4
3
1
8
1
7
5
1
0
6
6
6
9
2
4
8
5
8
3
0
3
2
4
7
1
8
4
2
5
7
9
6
0
u
2
2
4
6
1
8
9
6
8

一制剤
-

q

d

つ山
q

d

n

u

1

A

q

d

1

i

4

A

A

A

q

d

1

ょ

1

i

1

i

q

h

1

i

1

i

民
u
q
J
A吐

1
A

E
V
4
・

一

回

唱

EA

円
べ
U

ミ

v-、.

比
「
配
一

一吉一引一
9
8
3
4
4
1
6
2
6
0
3
1
2
6
1
3
6
9
0
0
0
2
2
2
4
4
0
1
8
2
3
1
7
5
3
9
4
5
1
3
8
4

一
宮
2

0

9

5

5

4

0

2

5

4

2

0

1

2

3

1

4

5

3

1

8

9

7

一
室
主

7

3

6

2

9

8

3

4

3

2

7

2

2

5

7

7

4

一斉
E

1

1

1

1

1

:
 

青森県日本海海域におけるハタハタ漁獲量の推移
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2005年の青森県日本海海域におけるハタハタの漁獲量、漁獲金額および単価
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2006年漁獲金額

漁協 漁業種類

小泊 刺網
その他
刺網

沖合底びき網
定置網
刺網
定置網
刺網

下前
十三
鯵ヶ沢

大戸瀬

風合瀬
深浦沖合底びき網

定置網
刺網

炉作
岩崎村 定置網

刺網
その他

l差き釜6月5耳4万3耳2耳1耳
2006年平均単価

漁協 漁業種類

小泊 期l網
その他
刺網

468 
305 
363 
251 

975 
305 
363 
251 

11耳

421 

10月9耳8月7月

沖合底びき網
定置網
刺網
定置網
刺網

下前
十三
鯵ヶ沢

定置網
刺網
その他

nku 

Fhu 

425 
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470 
260 
315 

503 
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459 
259 
312 

509 949 284 171 226 233 418 186 

大戸瀬

風合瀬
深浦沖合底びき網

定置網
刺網

炉作
岩崎村

480 949 284 171 226 233 418 

1，122 
360 
868 荷
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青森県日本海海域におけるハタハタの漁獲量の推移
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3，425 
2，200 

坦4邑
54，955 

200壁
260 
33 
5 
254 
1，227 
46 
0 
0 
0 
2，682 
31，728 
詰，032
69ι267 

1999歪
5 
2 
3 
94 
155 
180 
0 
0 
0 
1，061 
1，574 

些J..?1
15，301 

19旦至
1，731 
0 
11 
243 
243 
5 
0 
0 
56 
1，580 
660 
込，944
36，473 

1997平
92 
4 

3 
95 
1，345 
195 
0 
0 
157 
4，268 
4，951 
迫，024
30ι133 

月別漁準金壷一
月
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4 
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8 
9 
10 
11 
12 
す守

単立:千円

2005年 2006年
15，503 7，665 
150，639 141，393 
4，987 5，505 
I.941 669 
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迎丘
12，642 
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0 

15ι301 

19旦亙
5，147 
22，558 
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0 

36，473 

盟主
16，289 
8，240 
5，604 
0 

30，133 

漁業種類別漁獲金額

沖合底びき網

定置網
刺絹
その他
合計

単位:円/kg
2005年 2006年
478 316 
214 211 
127 119 
18 243 
134 259 
408 650 

200霊
506 
264 
129 
374 
144 
449 

2003~ 
643 
282 
125 
402 

2002$ 
1，458 
937 
664 
242 

2001宰
1，539 
773 
400 
972 

20旦宝
2，326 
1.354 
1，112 
1，232 

19旦歪
2，119 
1，509 
1，176 
1，527 

1998$ 
2，390 
1，497 
1，255 
1，717 

深浦漁協沖合底てJ~旨網銘柄別単価

銘柄 規格全長 1997年
大 22cm壬~ 2，244 
中 17豆~< 22cm 1，344 
小 15壬 ~<17cm 811 
込み 2，295 
オス一 一
メス

2005評者筆200空
122 
422 
147 
407 

2003至
129 
471 

126 
134 

2002至
108 
779 
238 
181 

2001$ 
457 
1，478 
404 
521 
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2000至
395 
1，045 
292 

1999$ 
634 
2，481 
438 

空

間

州

制

1997至
1，574 
3，563 

1，425 

岩崎村漁協銘柄別単価

銘柄 規格

オス 雄
メス 雌
子抜 放精・放卵
込み ー



表25 岩崎村漁協におけるハタハタ目別漁獲量

月 日 1998年 1999年 2000年 2001年
単位:k

2002年 2003年 2004年 2005年 2006 
11月 25 。 。 。 。 。 。 。 。 。
26 。 。 。 。 。 。 。 。 。
27 。 。 。 。 。 。 。 。 。
28 。 。 。 。 51 。 。 。 。
29 。 。 。 。26，749 。 124 。 。
30 。 。 。 。20.556 。2.482 。 。

12月 1 。 。 。 。37，260 。1，773 。 。
2 。 。 。 。 。 。 140 21 。
3 。 。 。 。14，143 。 35 5 。
4 。 。 。 。31，125 。 57 。 。
5 。 。 。 。32，292 。 17 。 410 
6 。 。 。 。8，744 。 756 136 1，010 
7 。 。 。 。10，486 。6，301 670 1，020 
8 。 。 。 。 963 52 9，558 1，840 17，852 
9 。 。 。 。 448 1，905 36，079 1，987 61，780 
10 141 。 43 308 515 36，331 21，752 6 28，410 
11 3，761 。 7 351 4 34，018 18，071 80 15，120 
12 1，858 。 。1，735 20 27，525 32，611 19，423 39，159 
13 7，095 。 4 2，285 393 8，361 27，589 2，029 8，267 
14 13，713 。16，863 3 。18，145 46，720 18，497 35，724 
15 2，164 89 17，619 。 61 19，655 31，848 52，565 10，642 
16 1，537 350 1，842 。 775 14，937 12，756 33，855 5，049 
17 30 446 516 22，516 107 15，315 6，284 11，109 1，374 
18 634 76 2，764 9，977 426 3，778 33，174 4，847 781 
19 923 559 1，812 2，629 62 656 20，090 13，948 2，082 
20 390 847 1，219 727 852 548 8，015 39，637 2，115 
21 33 1，030 4，263 643 。 694 520 28，357 352 
22 79 484 43 。 940 60 12 11，014 104 
23 97 65 209 171 291 307 7，685 4，079 506 
24 。 273 21 21 135 6，920 25，295 4，673 102 
25 。 935 127 30 67 3，823 21，779 4，975 699 
26 。 207 250 27 。 9 12，473 166 57 
27 。2，755 7 15 。 84 975 352 。
28 。1，510 。 。 。 31 926 929 。
29 。2，101 17 。 。 74 1，722 2，471 。
30 。1，414 。 。 。 43 1，299 1，038 64 
31 。 。 。 。 。 。 。 。 。

翌年 1 。 。 。 。
1月 2 。 。 。 。
3 。 。 。 。
4 3 。 。 158 
5 。 37 。 。
6 。 139 49 。
7 。 463 38 。
8 。 。 。 。
9 。 128 22 。
10 。 64 6 。
11 。 132 。 。
12 。 337 。 。
13 。 648 。 。
14 。1，167 。 。
15 。 189 。 。
16 。 436 。 。
17 。 93 。 。
18 。 50 。 。
19 。 5 。 。
20 。 。 。 。

合計 32，454 13，139 47，627 41，439 187，462 193，268 392，801 258，822 232，835 
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表 26 ハタハタの銘柄別体長組成

単位個基準

鯵ヶ沢漁協沖底 鯵ヶ沢漁蕗定置網 深蒲漁露沖底 岩崎村漁協定置網

羽田空11月28日 20日6年12月11日 2006牢11月23日 2006年12月11日
体長(mm)

~稿!百子J 藷柄1子持j 家柄rfj子」 露病|子持J 藷病f'3(j E苦情1小J 露柄lオス」 ~病|メス」

雄雌計 雄雌計 雄雌計 雄雌計 雄雌計 雄雌計 雄雌計 雄雌計

100 壬~< 105 。 。 。 。 。 。 。 。
105 豆~< 110 。 。 。 。 。 。 。 。
110豆~く 115 。 。 。 。 。 。 。 。
115 亘~< 120 。 。 。 。 。 。 。 。
120豆~く 125 。 。 。 。 。 。 。 。
125亘~く 130 。 。 。 。 。 。 。
130 豆~< 135 。 日 。 。 。 。 。 。
135 亘~< 140 。 D 。 。 。 l 。 。
140 亘~< 145 。 。 2 2 。 。 。 。 。
145 亘~< 15日 。 。 6 6 。 。 。 2 。
150豆~く 155 。 3 3 。 。 。
155 亘~< 160 。 。 。 l 2 。 。
160 三~< 165 。 。 戸3 。 。 。 4 3 7 。 。
165 豆~< 170 3 3 。 。 。 6 7 2 2 。
170壬~く 175 7 7 2 2 9 9 。 20 1 21 9 9 。
175 壬~< 180 14 14 。 II 11 。 。 14 1 15 9 9 。
180壬~く 185 12 12 3 4 13 14 I 2 3 13 4 17 11 11 。
185 亘~< 190 15 15 1 2 3 13 14 I 8 8 2 10 16 16 。
190 壬~< 195 19 19 3 4 20 22 9 4 5 18 18 l 

195 豆~< 200 14 14 3 3 11 11 l 4 5 4 。 12 12 l 

200豆.......，<205 11 11 4 4 D 9 6 7 10 。 9 10 4 4 

205 ~玉~< 210 2 2 3 3 9 9 8 。 6 6 10 10 

210 亘~< 215 l l 12 12 。 9 9 4 。 6 6 
215 壬~< 220 。 8 8 6 6 3 。 2 10 10 
220 :五~< 225 。 7 l 3 3 2 。 。 l 

225孟~く 230 。 。 。 3 3 3 。 7 7 
230 壬~< 235 。 2 2 。 2 2 。 。 。 l 

235豆~く 240 。 l 。 。 。 。 。 l 
240 亘~< 245 。 。 。 。 。 。 。
245 :三~< 250 。 l 。 。 。 。 。 。
250 :玉~< 255 。 。 。 。 。 。 。 。
255く~く 260 。 。 。 。 。 。 。 。
害百干 100 o 100 3 52 55 106 10 116 5 45 50 23 31 54 72 14 86 95 6 101 o 42 42 
重量 E 8.803 o 8.803 269 6.311 6.580 7.907 860日767 366 6.426 6.792 2.319 4.021 6.340 5.273 1.041 6.314 7.905.661 8.566 o 6，435 6，435 

I尾あたりの重量 g 88 88 90 121 120 75 86 76 73 143 136 101 130 117 73 74 73 83 110 85 153 153 

表 28 年級コホート分解結果
表 27 ソルバ一計算に用いた初期値

(網がけは 2001年生まれを示す)

単位.万尾

♂ 。+ 1+ 2+ 3+ 4+以上 2000年 2001年 2002年 2003年 2004年 2005年 2006年

組成(k) 0.00 0.26 0.68 0.06 0.00 1+ 11 7三 71 8 15 

体長(mm)(μ) 100 138 168 190 205 2+ 32 438 54 

標準偏差(σ) 5.0 6.6 10.3 6.2 5.6 3+ 43 8 147 

4+以上 3 2 。 0.4 

計 58 48 529 420 775 516 217 

♀ 。+ 1+ 2+ 3+ 4+以上

組成(k) 0.00 0.13 0.64 0.19 0.04 単位・万尾

体長(mm)(μ) 115 156 186 208 224 2000年 2001年 2002年 2003年 2004年 2005年 2006年

標準偏差(a) 5.1 7.0 9.5 7.3 3.9 1+ 10 68 

2+ 2 21 14 

3+ 9 2 182 

4+以上 。 24 

計 23 29 99 341 439 574 221 
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イカナゴ資源回復計画

伊藤欣吾

はじめに

資源回復計画作成推進事業は、我が国周辺水域において緊急に資源の回復が必要な魚種について、

全固または地域レベルで、資源回復のための計画を策定し、そのための取組みについて総合的に支援す

るものである。 2005年 3月22日に、青森県海区漁業調整委員会においてイカナゴの資源回復計画作

成の着手が承認されたことにともない、回復計画作成に必要な調査を実施する。なお、調査は陸奥湾、

~津軽海峡西部漁場を対象とし、過去の調査結果(青森県， 1997-2005)も含めて解析した。

材料と方法

(1)稚仔分布調査

津軽海峡西部~陸奥湾の海域 11調査地点において、 2006年2月 14'""'"'15日 (1回目)、 3月7、10日

(2回目)、4月11'""'"'12日(3回目)に試験船青鵬丸でボンゴネット(口径600mm、円筒円錐全長3000mm、

網地NYTAL52GG(網目幅 335μm))による水深0'""'"'50mの往復傾斜曳を行った。また、メモリ一式

CTD (アメリカ、シーバード社製、 SBE-19)による鉛直水温、塩分および海象を観測した。調査は

日中に行った。なお、採集された標本は 10%ホルマリン海水で固定後、卵仔稚魚と動物プランクトン

の種査定および個体数計数を日本エヌ・ユー・エス株式会社に委託した。

(2)漁獲量調査

1950'""'"'2005年の青森県市町村別の年間漁獲量と金額を「青森県海面漁業に関する調査結果書J(県

統計)を用いて調べた。三厩村、今別町西部、今別町東部、平舘村、蟹田町、蓬田村、佐井村の 7漁

協における 2006年の日別漁法別銘柄別の漁獲量と金額を各漁協の漁獲集計表を用いて調べた。さらに、

漁獲個体数の推定を行った。なお、 7漁協の漁獲量は津軽海峡西部~陸奥湾湾口海域に形成されるイ

カナゴ漁場の中で9割以上を占める。

(3)水温調査

平舘ブイの各層水温データ(増養殖研究所)を用いて、イカナゴの産卵期から漁期終了までの水温

環境を解析した。

(4)夏期の分布調査

2006年9月9'""'"'10日に津軽海峡海域において試験船青鵬丸のオッタートロールによる海底曳を行っ

た。オッタートロール網の仕様は網口幅 2m、網口丈 2m、袖網 7.5m、身網の長さ 21.1m、袖網目合

90mm、身網目合38mm、袋網の外網目合45mm、内網目合20mmで、あった。ネットスキヤンマーによ

る調査時の開口幅は 10'""'"'12m、間口丈は1.5'""'"'1.9mで、あった。採集されたイカナゴは冷凍保存後、全

長、体長、体重を測定した。得られたデータを用いて、夏期の分布状況を解析した。

F
h
u
 

n
h
u
 



(5)資源解析

2003""'2004年の漁獲データを用いて、デ、ルリー法により漁獲率を推定した。 2001""'2004年の夏期分

布密度から成魚の生残率を推定した。これらの資源特性値および全長と苧卵数との関係を用いて、1960

""'2006年の親魚数と初期生残率を推定し、資源診断を行った。漁獲率を変化させた時の漁獲量と親魚

数についてシミュレーションを行い、回復目標の目安を算出した。

結果と考察

(1)イカナゴ稚仔分布調査

ボンゴネットによるイカナゴ稚仔分布調査結果を図 l、表 lおよび付表 1に示した。稚仔分布密度

(稚仔が多く出現する調査地点③④③⑨における平均分布密度)は3月にピークがあり(図2)、2""'3

月平均と 2""'4月平均ともに前年を上回った(図 3)。ボンゴネットによる動物プランクトンの採集個

体数を付表2に、動物プランクトン密度(調査地点③④⑧⑨における平均分布密度)の経時変化を図

4に示した。動物プランクトンは2月から 4月にかけて増加する傾向が見られ、 2002年以降では毎年

4月に最大値を示した。イカナゴ漁獲量(当歳魚)、イカナゴ稚仔分布密度 (2""'3月平均)および動物

プランクトン分布密度 (2""'3月平均)との関係をみたが、明瞭な関係性はみられなかった。ただし、

図3に示したとおり稚仔分布密度と漁獲量との間には2005年を除いた 2002""'2006年の期間で正の相

関関係が見られた。 2005年は稚仔分布密度が少ないにも関わらず漁獲量は多かった。この要因につい

て、 2005年は2月の動物プランクトンの分布密度が他の年に比べて高いことが特徴的であるが、この

ことが影響したというにはデータ数が少なすぎるため、データの蓄積が必要である。

なお、これらのイカナゴ稚仔分布調査結果は、“ウオダス"漁海況速報No.1403に掲載して漁業者へ

の情報提供を行った。

(2)漁獲量調査

1960""'2006年における青森県全体のイカナゴ(大半が当歳魚)の漁獲量と金額の推移を図 5に示し

た。青森県全体のイカナゴ漁獲量は 1995年に 2，876トン(生換算)で 15年振りの豊漁になった。そ

の後、 2，768""'4，131トンの範囲で好漁であったが、 2002年以降大きく減少した。当該地区7漁業協同

組合における 1996""'2006年の漁獲量(生換算重量)、金額及び単価の推移を表2、3に示した。 7漁協

における 2006年のイカナゴの漁獲量(生換算重量)は223トンで前年比24%に減少、漁獲金額は2，642

万円で前年比22%に減少した。単価については、平舘村漁協を除く各地で前年を上回った。

1997""' 2006年の主要3漁協における半旬別銘柄別出荷数量を図 6に示した。 2006年の漁期は 1997

年以降最も遅かった。漁獲個体数の推定方法は、表4の銘柄別平均体重や標本船調査などにより推定

した(表 5)。推定された漁獲個体数を表 6に示した。漁獲個体数と漁獲量との関係は 2000年を除い

てほぼ比例関係にあった。 2000年は例年に比べ漁獲サイズが大きく、漁獲量ほど個体数は多くなかっ

た。なお、算出方法に問題がないわけではないので、今後、変更修正する可能性がある。
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(3)水温調査

平舘ブイの鉛直水温の経時変化を図 7に、平舘プイの底層水温の経年変化を図 8に示した。近年で

は 1999年と 2006年が冷たかった(図 7)01999年は2""'4月に陸奥湾の水温が逆転現象(上層ほど冷

たくなる現象)を起こして成層を呈したことにより、春季ブルーミングが極めて小さかったため、イ

カナゴ、の初期生残が極めて悪かったと考えられた。 2006年は、水温が低いものの、 1999年ほどに成層

は発達しなかった(図 7)02006年は、卵発生期間と考えられる 1月下旬""'2月末の底層水温が 6""'70C、

解化後~漁獲加入の期間と考えられる 3月上旬""'4月中旬は 6""'80Cで、近年では最も低い水温であっ

た。 3月の平舘ブイ底層平均水温と漁獲ピーク時期との聞に正の相関関係が見られ(図 9)、2006年は

水温が低かったことにより、持、期が遅かったと考えられた。

(4)夏期の分布調査

夏期にイカナゴが生息する場所を探索するため、大畑町沖と佐井村沖においてオッタートロール海

底曳調査を行った。大畑沖においては昼イカ釣り漁場となっているので、休持、日に実施した。調査地

点を図 10に、採集されたイカナゴの個体数を表7に示した。大畑町沖における成魚の分布密度は、2001

年以降減少し、 2005年は0であったが、 2006年は2003年と同程度であった(図 11)。

(5)資源解析

資源診断を行うため漁獲率、成長式、成魚の生残率および年齢別産卵数の推定を、前年度に試みた

(伊藤， 2007)。推定した以下の資源特性値を用いて資源診断を行った。

漁獲率: 1960""'1969年=0.82、1970""'1979年=0.90、1980""'1994年ニ0.50、

1995年以降=0.82

成長式: 体長(mm)=354.78( 1-e -0.197 (t +1.08)) 

生残率: 0.41 (成魚の年間生残率)

成熟年齢: 1歳魚 0%、2歳魚以上 100%

苧卵数: 苧卵数=479.64X体長 (mm) -54，306 

2歳=22，436粒、 3歳=39，224粒、 4歳=53，613粒、 5歳=65，604粒

表8に資源診断の結果を示した。推定された初期生残率は、 1970年代に高く、 1980年代が低く、 1995

年以降は 0.00046""'0.00226の範囲で、あった(図 12)。推定された 2歳魚以上の親魚数は、 1962""'1980 

年は 3.8""'9.0億尾、 1980""'1984年に減少し、 1985年以降増加傾向、 2000年以降は減少傾向で、あった

(図 13)。産卵数と漁獲量との関係(図 14)をみると、 5兆粒以上で好漁が期待できると考えられた。

また、 2歳以上の親魚数と漁獲量との関係(図 15) をみると、 3.5億尾以上で好漁が期待できると考

えられた。図 16に現状の漁獲率0.82を30%削減、 50%削減した場合の 2歳魚以上の親魚数(雌雄)

と漁獲量の将来予想、を示した。ただし、初期生残率が 1997""'2006年の平均値0.00087が継続すると仮

定したシミュレーションである。予想される 2歳魚以上の親魚数が 3.5億尾を越えるのは、漁獲率30%

削減で9年後、漁獲率 50%削減で6年後と計算された。予想される漁獲量が現状の漁獲率よりも多く

なるのは、漁獲率30%削減と 50%削減ともに4年後と計算された。これらの資源診断とシミュレーシ

ョン結果を 2006年8月のイカナゴ漁業検討会で発表した。
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なお、青森県太平洋側において、イカナゴの産卵場が存在するのかを確認するための調査を実施し

た。 2006年 10月に尻労、白糠および泊漁協の代表者からイカナゴの産卵期における出現状況を聞き

取りしたところ、 2月のマス釣りで大型のイカナゴが引っ掛かること、 2月頃に大型のイカナゴが群れ

ていること等、産卵している可能性が考えられた。なお、聞き取り調査では、夏眠期に青森県太平洋

北部海域で大型イカナゴが出現する情報はなかった。 2007年2月 13日に佐井村沿岸で、 20""'21日に

尻労、白糠、泊沿岸でイカナゴ卵の採集調査を実施した。調査方法は、水深 30""'60m付近において、

海底直上の稚魚ネット(口径1.300mm、網長 5.350mm、網地 0.33mm)の水平曳きとした。曳網時間

は3""'10分程度とした。標本は直ちに 10%ホルマリン海水で固定後、当センターで卵稚仔魚の種査定

を行った。イカナゴ卵は沈性粘着卵であり、主に海底の砂に付着している。産卵は主に水深50m付近

で、 1月下旬から 2月上旬に多く、卵の発生期間はおよそ 1ヶ月間である。このような知見に基づい

て調査日と調査水深を設定した。また、調査用具については、錘用のチェーンが海底の砂を巻き上げ、

その巻き上がったものをネットが採集する仕組みにした。しかし、ネットの錘を重くしすぎると、大

量に砂が入りネットを船上に上げることができなくなるため、海底から離すように錘を軽くした。

採集された卵仔稚魚を調査地点、ごとに表9に示した。イカナゴ卵は佐井村オリパ水深40mで 1個採

集されたが、その他の地点では採集されなかった。青森県太平洋北部沿岸でイカナゴ卵が採集されな

かった要因として、調査用具に問題がある可能性と、冬季の水温が平年よりも 2""'3"C高かったために

ふ化日が例年よりも早まった可能性が考えられた。青森県太平洋北部沿岸でイカナゴ卵は採集されな

かったものの、卵黄を持ったふ化後間もない仔魚が採集されたこと、また、尻労沖で2月20日にマス

釣りに引っ掛かったイカナゴ成魚(体長 175，179mm)を解剖したところ、完熟卵が数個残った排卵後

の卵巣であったことから、当海域で産卵している可能性は高いと考えられた。
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当該地区7漁業協同組合におけるイカナゴの銘柄別の漁獲量、漁獲金額、単価の推移
(水総研調べ)

表2

三厩村円/kg(煮干単価)

三厩村 2001 2002 2凹3 2004 2005 2006 

チリメン 一一一一一
小羽

中羽

大羽

生 332 175 291 159 

側
一

o

o

o

o

m

一日

2005 

0 

0 

0 

0 

6，764 

6，764 

2004 

0 

0 

0 

0 

6，813 

6，813 

一一一一一一一一…

三厩村:千円

一2006 三厩村 2001 。チリメン O 

o ，j、耳司 0 

0 中羽 0 

0 大羽 O 

1，836 生 o
1，836 合計 o 

2005 

0 

0 

0 

0 

38，664 

38，664 

2004 

0 

0 

0 

0 

23，417 

23，417 

2003 

0 

0 

0 

0 

17199 

17，199 

三厩村生換算重量kg(乾燥X5)

三厩村 2001 2002 

チりメン o 0 

小羽 o 0 

中羽 o 0 

大羽 o 0 

生 o 0 

合計 o 0 

今別町西部円/kg(煮干単価)

今別町西都 2001 2002 2003 2004 2005 2006 

チリメン 1，987 - 2，400 2，132 2，070 

小羽 741 748 1，396 1，309 1，260 1，267 

中羽 470 560 822 881 580 629 

大羽 267 378 625 676 192 一
生 一一一一 215

2006 

0 

57 

710 

0 

0 -767 

2005 

538 

3，312 

148 

33 

1，821 -
5，852 

2004 

470 

4，599 

368 

349 

0 -
5，787 

2003 

635 

2，068 

773 

1，954 

0 -
5，430 

今別町西部千円(日Ijnを除。

2006 今別町西剖 2001 2002 

0 チリメン 95 0 

225 小羽 15，782 3，117 

5，645 中羽 5.540 5，141 

0 大羽 486 924 

0 生 o 0 

5，870 合計 21，903 9，182 

2005 

1，300 

13，143 

1，275 

848 

8，460 -
25，025 

2004 

1，103 

17，568 

2，090 

2，585 

0 

23，345 

今別町西部生換尊重量kg(乾燥X5)

今別町西剖 2001 2002 2003 

チリメン 240 0 1，323 

小羽 106，455 20，844 7，405 

中羽 田，928 45，875 4，700 

大羽 9，100 12，228 15，630 

生 o 0 0 

合計 17久723 78，946 29，058 

今別町東部門/kg(煮干と生単価)

今別町東前 2001 2002 2003 2004 2005 2006 

チリメン 1，962 2，138 2，681 2，049 2，123 

，j，~~ 1，126 1，184 1，691 1，666 938 1，912 

中羽 371 512 680 928 552 358 

大羽 250 210 409 750 100 50 

生 28 662 479 22 22 

200唱。
828 

2，355 

73 

779 

4，035 

今別町東部千円-2006 今別町東割 2001 2002 2003 2004 2005 
0 チリメン 12，346 5，402 2，701 15，368 5，001 

2，165 小羽 14，232 9，243 645 5，579 15，日4

32，896 中羽 975 1，178 5，481 1，092 1，052 

7，300 大羽 5 88 5，494 100 4 

35，424 生 8，397 0 95 730 3，503 

77，785 合計 35.955 15，911 14，416 22，868 25，124 

2004 2005 

37，498 11，778 

16，740 82，980 

5，888 9，529 

665 200 

1，524 159，210 

62，315 263，696 
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小
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合

平舘村千円 平舘村円/kg-2006 平舘村 2000 2001 2002 2004 2凹5 20田 平舘村 2000 2001 2002 2004 2005 2006 

29，404 生 71，782 14，181 40，890 25，910 3，785 2，287 生 219 189 520 376 214 78 

平舘村生重量kg

平舘村 2001 

生 327，800

主巴~
2006 蟹田町 2001 2002 2003 2004 2005 2006 

0 生 95 一一一一一
2005 

0 

2004 

0 

2003 

0 

2002 

0 

蟹田町千円-2006 蟹田町 2001 

0 生 2，889

2005 

17，700 

2005 

0 

2004 

68，887 

2004 

0 

2003 

78，600 

2003 

0 

2002 

75，131 

2002 

0 

蟹田町生重量kg-蟹田町 2001 

生 30，489

蓮田村円/kg-蓮田村 2001 2002 2003 2004 2005 2006 

チリメン生 293 一 一 一 一 一
小羽生 181 

不明生 44 

2006 

0 

0 

1，141 

1，141 

2005 

0 

0 

0 

0 

2004 

0 

0 

0 

0 

2003 

0 

0 

0 

0 

蓮田村千円-2006 蓮田村 2001 

0 チりメン生 358 

0 小羽生 7，102 

8，292 不明生 865 

8，292 合計 8，325 

2005 

0 

0 

0 

0 

2004 

0 

0 

0 

0 

2003 

0 

0 

0 

0 

2002 

0 

0 

0 

0 

蓮田村生重量:kg-草岡村 2001 

チリメン生 1，221 

小羽生 39，215 

不明生 19，536 

合計 59，972 

138 

佐井村円/kg(煮干と生単価)

佐井村 2田1 2002 2003 2004 2005 2005 

チリメン 1，153 1，885 2，234 1，659 1，658 2，678 

4、1耳 522 900 1，129 1，212 847 1，427 

中羽 310 584 746 816 483 417 

大羽 250 338 168 

生 27 80 89 237 62 

2001 2002 2003 2004 2005 2006 

2，617 453 1，467 10，840 13，433 2，424 

46，876 27，515 10，461 4，454 34，782 10，223 

31，079 30，977 26，721 180 29，243 4，929 

15 879 0 0 838 0 

16，160 21，904 11，842 526 1，292 0 

96，746 81，728 50，491 16，000 79，588 17，576 

佐井村千円-2006 佐井村
4，525 チリメン

35，825 小耳司

59，135 中羽

0 大羽

O 生

99，485 合計

2005 

40，508 

205，245 

302，998 

24，945 

20，677 

594，372 

2004 

32，665 

18，375 

1，100 

0 

2，215 

54，355 

2003 

3，285 

46，315 

179，200 

0 

132，700 -
361，500 

佐井村生換算重量kg(乾燥X5)

佐井村 2001 2002 

チリメン 11，348 1，200 

小羽 449，075 152，908 

中羽 501，150 265，100 

大羽 300 13，000 

生 587，862 274，607 

合計 1，549，735 706，815 

と金額の推移(水総研調べ)
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当該地区7漁協におけるイカナゴの漁獲量(生換算重量)
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表4 銘柄ごとの平均全長、平均体重、平均煮干重量の推定値

漁協

三厩村

今別町西部

今別町東部

平舘村 関取り銘柄標本船3隻標本船2隻標本船5隻聞取り銘柄市場標本市場標本市場標本市場標本市場標本市場標本

蟹田町 聞取り銘柄聞取り銘柄間取り銘柄標本船l隻間取り銘柄市場標本

平均全長(mm) 平均生重量(g) 平均煮干重量(g)

チリメンA 27.0 0.033 0.019 (実測値)

チリメン込 30.0 0.048 0.022 (比例配分)

チリメンB 32.0 0.061 0.025 (比例配分)

小羽A 37.0 0.103 0.030 (実測値)

小羽込 42.0 0.163 0.042 (比例配分)

小羽B 47.0 0.245 0.054 (実測値)

中羽A 57.0 0.495 0.081 (実測値)

中羽込 62.0 0.673 0.122 (比例配分)

中羽B 67.0 0.892 0.163 (実測値)

大羽 80.0 1.702 0.348 (実測値)

※平均生重量二0.0000002x (平均全長)3.6414

表 5 漁獲個体数換算方法

1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 

煮干重量煮干重量
今別西部今別西部 今別西部 今別西部
の重量比の重量比 の重量比 の重量比

煮干重量煮干重量煮干重量煮干重量煮干重量煮干重量煮干重量煮干重量煮干重量煮干重量煮干重量

煮干重量煮干重量煮干重量煮干重量煮干重量煮干重量煮干重量煮干重量煮干重量煮干重量煮干重量

蓬田村 間取り銘柄聞取り銘柄間取り銘柄標本船l隻間取り銘柄市場標本
平館村の
重量比

佐井村 煮干重量煮干重量煮干重量煮干重量煮干重量煮干重量煮干重量煮干重量煮干重量煮干重量煮干重量

表 6 推定されたイカナゴの漁獲個体数

単位:百万尾

漁協 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 

コ厩村 。 。 30 54 。 。 36 101 162 3 

今別町西部 345 444 50 196 302 611 180 61 101 105 9 

今別町東部 1，902 2，025 860 846 830 817 348 167 426 629 64 

平舘村 2，961 3，577 929 1，508 466 2，219 166 470 433 48 44 

蟹田町 203 2，677 251 465 52 103 。 。 。 。 。
蓬田村 700 1，682 3 119 11 236 。 。 。 。 1 
佐井村 2，071 2，285 1，779 1，400 1，963 2，842 1，892 772 428 2，028 313 

合計 8，183 12，690 3，871 4，565 3，678 6，828 2，587 1，506 1，490 2，971 433 
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2006年9月9'""'10日のオッタートロール海底曳調査地点

(①~③: St.No.、 矢印:曳網方向)

図 10

オッタートロール調査によるイカナゴの採集個体数と採集密度表7
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表 8 イカナゴの資源、診断結果

A B=C!A C=D事E D E F=C-D 

親魚数(億尾) 産卵数(億粒) 初期生残率 加入貴重車 調獲尾敏 漁纏率 残り尾敏
量;-11尾山l1歳 2歳 3最 4歳 5歳合計 1農 2歳 3歳 4量 5歳合計(A)加入/産卵数 (億尾) (健尾) (億尾)

1960 。。 。 。 。 。 。 。 210 172 0.82 381 6，257，841 0.36 
1961 15.4 15.4 。 。 。 。 。 。 70 57 0.82 131 2，077，042 0.36 
1962 5.1 6.3 11.4 o 70，212 。 。 。 70，212 240 197 0.82 431 7，138，473 0.36 
1963 17.6 2.1 2.5 22.2 o 23，304 49，905 。 。 73，209 128 105 0.82 231 3，813，239 0.36 
1964 9.4 7.1 0.8 1.0 18.4 o 80，092 16，564 27，733 o 124，389 0.00088 109 89 0.82 201 3，240，433 0.36 
1965 8.0 3.8 2.9 0.3 0.4 15.5 o 42，784 56，927 9，205 13，797 122，713 0.00156 192 157 0.82 341 5，7∞，068 0.36 
1966 14.0 3.2 1.6 1.2 0.1 20.1 o 36，357 30，410 31，636 4，579 102，982 0.0【)096 99 81 0.82 181 2，930，554 0.36 
1967 7.2 5.7 1.3 0.6 0.5 15.3 o 63，954 25，842 16，899 15，739 122，433 0.00083 102 84 0.82 181 3，031，938 0.36 
1968 7.5 2.9 2.3 0.5 0.3 13.5 o 32，880 45，456 14，361 8，407 101，105 0.00087 88 72 0.82 161 2，614，013 0.36 
1969 6.4 3.0 1.2 0.9 0.2 11.8 o 34，018 23，370 25，261 7，144 89，794 0.00107 96 79 0.82 171 2，853，208 0.36 
1970 7.0 2.6 1.2 0.5 0.4 11.7 o 29，329 24，179 12，987 12，567 79，062 0.00118 93 84 0.90 91 3，034，157 0.36 
1971 3.8 2.9 1.1 0.5 0.2 8.4 o 32，012 20，846 13，437 6，461 72，756 0.00338 246 221 0.90 251 8，027，069 0.36 
1972 10.0 1.5 1.2 0.4 0.2 13.3 o 17，231 22.754 11，585 6，685 58，254 0.00252 147 132 0.90 151 4，791，539 0.36 
1973 6.0 4.1 0.6 0.5 0.2 11.3 o 45，587 12，248 12，645 5，763 76，243 0.00472 360 324 0.90 361 11，744，806 0.36 
1974 14.6 2.4 1.7 0.3 0.2 19.1 o 27，212 32.402 6，806 6，291 72.711 0.00242 176 158 0.90 181 5，738，716 0.36 
1975 7.1 5.9 1.0 0.7 0.1 14.9 o 66，701 19，341 18，006 3，386 107，435 0.00169 181 163 0.90 181 5，922，538 0.36 
1976 7.4 2.9 2.4 0.4 0.3 13.4 o 32，591 47，409 10，748 8，958 99，707 0.00282 281 253 0.90 281 9，180，655 0.36 
1977 11.4 3.0 1.2 1.0 0.2 16.8 o 33，635 23，165 26，346 5，347 88.493 0.00268 237 213 0.90 241 7，730，830 0.36 
1978 9.6 4.6 1.2 0.5 0.4 16.4 o 52，138 23，907 12，873 13，107 102，026 0.00075 77 69 0.90 81 2，500，758 0.36 
1979 3.1 3.9 1.9 0.5 0.2 9.6 o 43，905 37，059 13，286 6，404 1∞，653 0.00037 37 33 0.90 41 1，208，676 0.36 
1980 1.5 1.3 1.6 0.8 0.2 5.3 o 14，202 31，206 20，594 6，610 72，612 0.00006 4 2 0.50 2 78，807 0.36 
1981 0.9 0.6 0.5 0.6 0.3 3.0 o 6，864 10，095 17，342 10，246 44，546 。。∞04 2 0.50 32，174 0.36 
1982 0.4 0.4 0.2 0.2 0.3 1.4 o 4，028 4，879 5，610 8，628 23，144 。。∞00 。 。 0.50 。 407 0.36 
1983 0.0 0.1 0.1 0.1 0.1 0.5 o 1，644 2，863 2，711 2，791 10，010 0.00107 11 5 0.50 5 194，536 0.36 
1984 2.2 0.0 0.1 0.1 0.0 2.3 。 21 1，169 1，591 1，349 4，130 0.00007 。 。 0.50 。 5，097 0.36 
1985 0.1 0.9 0.0 0.0 0.0 1.0 o 9，943 15 650 792 11，399 0.00081 9 5 0.50 5 166，606 0.36 
1986 1.9 0.0 0.4 0.0 0.0 2.3 。 261 7，067 自 323 7，659 0.00209 16 8 0.50 8 290，585 0.36 
1987 3.3 0.8 0.0 0.1 0.0 4.2 o 8，516 185 3，927 4 12，632 0.00141 18 9 0.50 9 323，291 0，36 
1988 3.6 1.3 0.3 0.0 0.1 5.3 o 14，852 6，053 103 1，954 22，962 0.00068 16 8 0.50 8 281，954 0.36 
1989 3.2 1.5 0.5 0.1 0.0 5.3 o 16，524 10，557 3，364 51 30.496 0.00051 16 8 0.50 自 283，143 0.36 
1990 3.2 1.3 0.6 0.2 0.1 5.3 o 14，411 11，745 5，867 1，673 33，696 0.0∞83 28 14 0.50 14 507，611 0.36 
1991 5.7 1.3 0.5 0.2 0.1 7.8 o 14.472 10，243 6，527 2，919 34，161 0.0∞47 16 8 0.50 8 291，193 0.36 
1992 3.3 2.3 0.5 0.2 0.1 6.4 o 25，945 10，286 5，692 3，247 45，171 0.00046 21 10 0.50 10 376，345 0.36 
1993 4.2 1.3 0.9 0.2 0.1 6.8 o 14，884 18，441 5，716 2，832 41，873 0.00078 33 16 0.50 16 595，634 0.36 
1994 6.7 1.7 0.5 0.4 0.1 9.4 o 19，236 10，579 10，248 2，844 42，907 0.00088 38 19 0.50 19 685，808 0.36 
1995 7.7 2.7 0.7 0.2 0.2 11.5 o 30.444 13，672 5，879 5，098 55，094 0.00151 83 68 0.82 151 2.482，943 0.36 
1996 6.1 3.1 1.1 0.3 0.1 10.7 o 35，053 21，639 7，598 2，925 67，215 0.00149 1∞ 82 0.82 181 2，651，878 0.32 
1997 7.3 2.5 1.3 0.4 0.1 11.6 o 27，858 24，915 12，025 3，780 68，578 0.00226 155 127 0.82 281 3，822，993 0.30 
1998 11.3 3.0 1.0 0.5 0.2 16.0 o 33，336 19，801 13，846 5，983 72，965 0.00065 47 39 0.82 81 1，263，228 0.33 
1999 3.5 4.6 1.2 0.4 0.2 9.9 o 51，657 23，695 11，004 6，888 93，243 0.0∞60 56 46 0.82 101 1，824，580 0.40 
2000 4.1 1.4 1.9 0.5 0.2 8.0 o 15，758 36，716 13，168 5.474 71，116 0.0∞63 45 37 0.82 81 2，379，936 0.65 
2001 3.3 1.7 0.6 0.8 0.2 6.5 o 18，583 11，200 20，404 6，551 56，738 0.00147 83 68 0.82 151 2，550，365 0.37 
2002 6.1 1.3 0.7 0.2 0.3 8.6 o 14，973 13，208 6，224 10，151 44，556 0.00071 32 26 0.82 6 925，953 0.36 
2003 2.3 2.5 0.5 0.3 0.1 5.7 o 27，793 10，642 7，340 3，097 48，872 0.0∞38 18 15 0.82 3 600，993 0.40 
2004 1.3 0.9 1.0 0.2 0.1 3.6 o 10，529 19，755 5，914 3，652 39，849 。。∞46 18 15 0.82 3 232，318 0.16 
2005 1.3 0.5 0.4 0.4 0.1 2.8 o 6，129 7.484 10，978 2，942 27，533 0.00132 36 30 0.82 7 939，457 0.32 

2006 2.7 0.5 0.2 0.2 0.2 3.7 o 6，064 4，356 4，159 5.462 20，041 0.00026 5 4 0.82 222，672 0.51 
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図 12 資源診断により推定された初期生残率の推移

-77-



14.000 

12，000 

:'¥ 10，000 

ム 8.000
ml耐
難民 6，000 
媛
4，000 

2，000 

。

瞳富漁獲量トン ベト親魚数(雌雄)

1960 1970 1980 1990 2000 

図 13 資源診断により推定された 2歳魚以上の親魚数の推移
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付表 1 ボンゴネット往復傾斜曳によるイカナゴ稚仔分布調査結果 (1回目:2006年2月)

年月日

時間
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11亘---""<12mm
12豆_...._，<13mm
13吾'-"'<14mm
14亘'"'-'<15mm

15三~
破損
合計

密度(個体/IOOm')
=ギス卵
スケトウダラ卵 。
ババガレイ卵 。 。
マガレイ卵 l 。
イシガレイ卵 。 34 l 。
不明卵 10 。 13 15 43 29 
タラ科 。 l 。 。 l 2 
タウエガジ科 。 11 2 。 。 。
ウスメノ勺レ・メバ/レ 2 。 。 12 
アイナメ
カンカ科 l 
クサウオ科 3 
アカガレイ 。
イシガレイ 。 。 。 8 6 
注) 曳網体積(m3) 曳網距離(m)XπXO.3'(半口径m)X2(ネソト数) ろ水率100%に仮定
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ボンゴネット往復傾斜曳によるイカナゴ稚仔分布調査結果 (2回目:2006年 3月)

5t.l 5t.2 5t.3 5託4 5t.5 5t.6 5t.7 5t.8 St.9 St.lO St.11 
3月10日 3月10日 3月10S 3月7日 3月7日 3月7日 3月7日 3月7日 3月7日 3月7日 3月7日
08:41 08:14 07:34 12:37 14:00 14:47 13:17 12:08 11:23 10:47 日9:45
67.9m 55.5m 84m 51.1m 56.1m 36.6m 67.白n 60.5m 77.9m 91.7m 188m 
41' 15.2" 41' 13.2" 41' 14.1" 41' 08.2" 41'日0.2" 40' 53.3" 41' 05.0" 41' 10.7 41' 16.4" 41' 21.4" 41' 2日.3"
140' 25.2" 14目。 28.9"140' 367 140' 414 140' 43.5 140' 45.7 140' 47.5" 140' 44ダ 140'458 140' 47.0" 140' 37.2" 
41' 15.3" 41' 13.3" 41' 142 41' 08.0" 41' 00.0" 40' 53.2" 41' 05.0" 41' 10.5" 41' 16.4" 41' 212 41' 202 
140' 25.0" 140' 28.1" 140' 36.4" 140' 41.4" 140' 435 140' 45.7" 140' 47.8" 140' 44.7" 140' 45.5" 140' 46.9" 140'訂正
BC BC BC B BC BC B B BC BC BC 

5 5 S ESE E NE 5W SW E5E 5 S 
2 2211211221  
1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 
1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 

1023hPa 1日23hPa 1023.3hPa 1019.2hPa 1017.7hPa 1017.2hPa 1018.6hPa 1020.1hPa 1021.9hPa 1021.8出Pa 1021.7hPa 
1.6'C 0.9'C 2.1'C 1.7'C 2.3'C 3.3'C 2.1'C 1'C 1'C 1.1'C 1.3'C 
8.1 8.1 7.9 7.5 6.1 6.4 4.0 7.4 7.9 8.3 8.6 
8.00 7.85 7.74 7.41 5.74 5.98 3.30 6.80 7.34 7.90 8.23 
8.01 7.85 7.74 7.22 5.56 5.91 3.23 6.58 7.28 7.89 8.23 
8.03 7.86 7.73 7.12 5.66 5.38 3.54 6.37 7.08 7.89 8.23 
8.02 7.86 7.69 6.96 5.73 5.82 4.31 6.17 6.88 7.91 8.22 
8.00 7.86 7.68 6.14 5.89 5.34 5.92 6.49 7.91 8.23 
7.98 7.86 7.67 5.07 6.12 5.69 5.54 5.93 7.92 8.22 
7.98 ー 7.68 一一ー 5.67 4.92 5.03 7.94 8.23 

7.59 5.13 7.90 8.23 

-ー 7.56 一一一 4.86 7.81 8.24 
一 7.80 8.24 

→一一一一一一 8.24 
ー一一一一 8.17

7.86 
33.57 33.57 33.81 33.45 33.12 32.78 33.38 33.31 33.23 33.72 33.89 
33.85 33.99 34.00 33.91 33.66 33.70 33.36 33.82 33.91 34.01 34.00 
33.91 34.00 34.00 33.90 33.70 33.69 33.41 33.80 33.89 34.03 34.00 
33.97 34.01 34.00 33.89 33.70 33.76 33.58 33.76 33.84 34.04 34.01 
34.00 34.01 34.00 33.73 33.75 33.80 33.73 33.78 34.04 34.01 
34.01 34.01 33.99 33.60 33.77 33.78 33.62 33.67 34.05 34.02 
34.01 33.99 33.77 33.61 33.56 34.05 34.02 

33.98 33.62 34.05 34.03 
33.98 33.57 34.07 34.03 

34.08 34.04 
34.04 

一 一一一 34.06
34.07 

71 60 75 56 61 39 75 65 75 75 75 
0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 
w w w w w w w w w w w 
0.3 0.3 0.3 0.3 0.3 0.3 0.3 0.3 0.3 0.3 0.3 
360 330 360 330 300 210 390 390 390 360 360 
378 361 458 279 299 242 391 371 418 435 424 
1.05 1.09 1.27 0.85 1.00 1.15 1.00 0.95 1.07 1.21 1.18 
64 34 56 46 37 22 38 30 41 54 41 
150 150 150 150 120 90 180 150 180 150 150 
157 164 191 127 120 104 180 143 193 181 177 
m B ill ~ D ~ _ m ~ ~ ru 
226 208 267 166 175 139 225 212 241 254 244 
10，459 10，757 11，626 8，866 10，201 7，389 14，438 11，473 9，640 11，085 14，273 

付表 lつづき
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ボンゴネット往復傾斜曳によるイカナゴ稚仔分布調査結果 (3回目:2006年 4月)
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付表 lつづき

年月日
時間

水深
開始北緯

開始東経
終了北緯
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付表2 ボンゴネット往復傾斜曳による動物プランクトン採集結果 (2006年2月)

51. 1¥0 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 

月日 2月15日 2月15日 2月15日 2月15日 2月14日 2月14日 2月14日 2月14日 2月14日 2月14日 2月14日

曳網体積(m3) 287 176 161 167 152 120 190 197 236 213 276 

2 1 
腔腸動物 ヒトロ虫類 HYDROIDA 。 。 。 160 880 。 880 40 40 20 18 

硬水母類 TRACHYLlNA 。 8 。 120 160 。 320 80 。 20 。
節足動物 槙脚類 Aca.rtia copepodite 。 。 。 。 80 。 。 。 。 。 。

仁'aJal1l回 sinic出 10 18 550 3，800 7，840 5，360 2，560 150 1，8口0 1，080 。
Cala.nus copepodite 40 18 300 1，760 2，880 4，320 3，360 190 680 740 20 

Neoca/anus copepodite 10 2 。 40 160 。 80 20 80 60 14 

Mesocalanus tenuicornis 270 28 100 280 320 480 560 380 760 340 148 

Mesocalanus copepodite 260 36 210 480 160 160 240 240 680 740 102 

EUCHAETlDAE 。 4 。 。 。 。 。 。 40 。 6 

Centrop.哩田 abdom血'ali‘ 。 4 160 1，440 1，200 1，280 2，000 20 1，440 460 4 

Centropages copepodite 。 6 80 1，240 3，日40 1，600 2，16日 。 640 440 。
Clausocalanus spp. 。 。 。 。 。 。 16日 。 40 。 。
C1ausoca/，却 us copepodite 。 。 。 。 。 。 80 。 。 。 。
Ps日ldocai四 us newm即 I 。 4 60 40 80 。 。 150 280 180 8 

PseudocalllflUS copepodite 。 2 。 。 。 。 。 10 。 。 。
Candacea copepodite 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 4 

仁t町田'alanus v.副出 。 。 10 。 。 。 。 10 。 。 。
Ctenocalanus copepodite 。 2 。 。 。 。 。 。 。 。 。
CLAUSOCALNNIDAE 。 行口 10 。 。 。 。 。 。 。 。
Lucicutia Oavicornis 10 。 。 。 。 。 。 。 。 。 2 

Metrid祖国cim団 30 2 150 160 400 。 80 320 2，360 180 6 

Metridia copepodite 20 。 30 160 320 80 。 230 320 20 72 

Par官ca!.四 us parv.出 。 。 。 。 80 80 240 40 。 20 2 

Paraca/anus copepodite 。 。 20 。 。 。 80 。 。 。 。
T町t回 us dis四 udat出 。 。 。 。 。 。 。 。 。 20 。
CALANOIDA 10 4 10 。 。 。 。 30 。 。 42 

Oithona atJ811tica 100 10 10 。 80 80 560 70 200 80 116 

白'thona copepodite 。 。 10 。 。 。 160 40 80 40 4 

Oncaea VenU5担 。 2 30 40 。 。 。 。 。 。 。
端脚類 Hyperoche medusarum 320 60 380 120 400 。 。 180 360 780 214 

31軟体動物 翼足類 PTEROPODA 。 。 。 。 。 。 。 10 。 。 。

出
毛顎動物 毛顎類 s.相f白 ele.鼎出 30 2 30 280 240 720 1，440 60 280 40 16 

Sa，伊tta spp 20 。 。 。 80 80 。 日 40 。 8 

5出'jt臼 juvenile 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 2 

時
脊索動物 尾血類 Oikopleura Jongfcauda 120 6 50 120 。 。 。 10 480 300 。

0どkopJ~四日 spp 230 52 360 720 1，360 720 2，320 820 40 。 76 

FrituarU1 sp 。 。 。 。 。 。 。 10 。 。 。
その他 多毛類 POLYCHAETA larva 。 。 。 。 。 80 。 。 40 。 2 

巻員類 GASTROPODA larva 。 。 10 40 160 。 160 10 40 40 8 

枚貝類 PELECYPODA D larva 。 。 。 。 。 。 160 。 。 。 。
フジツボ類 CIRRIPEDIA nauplius 。 。 。 80 160 80 560 10 。 。 。

CIRRIPEDIA cypris 。 。 。 。 。 。 。 。 40 。 。
オキアミ類 EUPHAじSIACEA furcilia 。 。 。 。 。 。 。 10 。 。 2 

長尾類 MACRURA mysis 。 12 70 120 240 160 16日 60 16日 140 10 

短尾類 BRACHURA zoea 10 。 。 。 80 。 。 。 40 。 2 

カイアシ類 760 142 1，740 9，440 16，640 13，440 12，320 1，900 9，400 4，400 550 

ヤムシ類 5日 2 30 280 320 800 1，440 60 320 40 26 

その他 680 138 870 1，480 3，440 1，040 4，560 1，240 1，240 1，300 332 

合計 1，490 282 2，640 11，200 20，400 15，280 18，320 3，200 10，960 5，740 908 
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付表 2つづき ボンゴネット往復傾斜曳による動物プランクトン採集結果 (2006年 3月)

St. :¥0 l 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 

月日 3月10日 3月10日 3月10日 3月7日 3月7日 3月7日 3月7日 3月7日 3月7日 3月7日 3月7日

曳網体積(m3) 226 208 267 166 175 139 225 212 241 254 244 

片
腔腸動物 ヒドロ虫類 HYDROIDA 4 20 16 176 96 192 112 328 656 4 。

HYDROIDA (群体) 。 。 。 。 。 。 。 。 32 。 。
Oberia 'p 。 。 。 8 。 8 16 。 56 。 。

節足動物 健脚類 CaJanus 叩 JCUS 20 200 28 32 576 200 1，328 200 88 。 8 

CaJanus- copepodite 4 48 24 48 288 112 592 216 184 2 24 

/¥'eocali町 us copepodite 60 92 88 24 96 8 32 32 56 36 80 

Mesocali剖 us tenwcorfl1s 100 44 44 8 32 。 80 24 120 70 152 

MesocaJanus copepodite 60 60 32 8 。 8 16 40 120 32 80 

EUCHAETIDAE 。 。 。 。 。 。 。 。 8 2 8 

C四'^中ages abdominalis 40 24 156 952 656 1，136 1，744 744 128 8 。
Centropages copepodite 8 12 88 168 64 216 672 240 104 2 。
C!ausocaJanus spp 。 。 。 。 。 。 。 。 24 4 8 

PseudocaJanus n四勿18m 24 140 56 248 80 496 64 200 88 20 240 

Pseud，町 alanus copepodite 。 8 。 24 16 80 32 岨 8 。 。
Candacea copepodite 。 4 。 。 。 。 。 。 。 。 。
Ctenocafanus vanus 。 。 。 。 。 。 。 。 8 6 。
CtenocaJ，四 us copepodite 。 。 。 。 。 。 。 16 。 6 。
ClλUSOCAL"，r.;IDAE 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 16 

Lu口cutja Oavicomis 4 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。
Melddia 同 ci/ica 20 。 8 。 16 。 16 。 24 130 。
Metrk拍 copepodite 16 28 。 。 32 24 80 24 24 34 8 

ParaC8必nus pa.n-匂S 4 4 8 8 16 24 。 。 16 2 8 

ParacaJanus copepodite 。 。 。 。 。 8 。 8 。 。 。
CALA'iOIDA 4 4 4 16 。 24 16 8 8 2 8 

Oith四 a atJantica 8 108 36 8 32 16 。 16 16 20 96 

Oithona copepodite 32 24 8 。 。 16 16 24 8 16 56 

C四づycaeus af!inIs 。 。 。 。 。 8 。 。 。 。 。
Oncaea sp 。 4 。 。 。 。 。 。 。 。 。

端脚類 Hyperoche m吋田町um 68 132 136 40 96 296 48 72 48 10 288 

Hl 
毛顎動物 毛顎類 S明 i出 e!e.一回~S 12 8 16 72 32 24 。 24 。 2 。

Sagitta 'pp 。 。 。 8 。 。 。 。 16 。 16 

時
脊索動物 尾虫類 01ko{J/，四四 fongicauda 4 8 。 。 。 。 。 。 。 2 。

Oikop}eura 'pp 56 124 84 80 112 48 368 168 16 38 64 

FntJlaria borea/is 12 64 8 。 。 。 。 。 。 2 。
その他 巻貝類 GASTROPODA larva 8 8 8 24 16 56 16 16 24 4 。

二枚貝類 PELECYPODA Lmbo larva 。 。 。 。 。 8 16 8 。 。 。
フジツポ類 CIRRIPEDIA nauplius 140 68 92 112 192 72 144 344 224 46 80 

CIRRIPEDIA cypris 。 。 8 。 。 。 。 。 。 。 8 

オキアミ類 E仁PHAL'SIACEA nauplius 。 4 。 。 。 。 。 。 。 。 8 

EUPHAじSIACEA caliptopis 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 8 

EUPHAじSIACEA furcilia 。 4 4 。 。 。 。 。 。 。 。
長尾類 MACRURA ffiysis 8 8 8 24 48 。 。 。 l6 。 自

短尾類 BRACHURA zoea 8 8 28 40 16 8 。 8 24 4 。
不明幼生 UnL larva 。 。 。 。 416 120 208 272 。 。 。

カイアン類 404 804 580 1，544 1，904 2，376 4，688 1，840 1，032 392 792 

ヤムシ類 12 8 16 80 32 24 。 24 16 2 16 

その他 308 448 392 504 992 808 928 1，216 1，096 110 464 

合計 724 1，260 988 2，128 2，928 3，208 5，616 3，日80 2，144 504 1，272 
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付表 2つづき ボンゴネット往復傾斜曳による動物プランクトン採集結果 (2006年 4月)

SI. No I 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 
月日 4月12日 4月12日 4月12日 4月11S 4月11日 4月11日 4月11日 4月11日 4月11日 4月11日 4月11日

曳網体積(m3) 243 608 176 158 223 150 205 444 286 290 264 

トす
腔腸動物 ヒドロ虫類 HYDROIDA 。 。 。 。7，040 800 5，120 2，880 。 960 E 

硬水母類 TRACHYLlNA 。 。 。2，240 。 。 。 。 。 。 日

節足動物 梼卿類 Calanus sinicus 。 。 。 。1，920 1，280 1，920 320 。1，280 口

CaJanus copepodite 160 。 。 。6，400 800 4，160 5，120 。1，280 320 

Neocalanus copepodite 9，440 22，560 27，040 8，000 7，040 3，360 9，920 11，840 22，080 13，760 48，OC口

MesocaJamσ tenuicornis 2，560 960 1，600 320 。 。 640 。2，240 1，280 4，800 
MesocaJanus copepodite 2，080 800 1，920 320 。 。 320 。2，240 1，280 2，240 
EucaJanus copepodite 。 。 。 。 。 。 。 320 320 。 。
EUCHAETlDAE 。 。 160 。 。 。 。 。 。 。 。
Centrop.哩田 abdo.沼田alis 320 。 160 7，360 13，440 6，880 1，600 15，040 。2，880 1，920 
Centropages copepodite 。 160 。5，760 3，840 640 640 5，440 。1，920 640 

CJausocaJanus spp 。 。 。 。 。 。 。 。 。 320 。
PseudocaJanus neWm8flJ 15，680 17，760 22，400 51，840 128，000 14，880 48，000 41，600 53，440 14，080 14，720 

PseudocaJanus copepodite 160 480 800 960 5，120 800 1，600 2，240 4，480 640 320 

Ctenoca如 JUS vanus 。 。 160 。 。 。 。 320 。 。 。
Metr喧r(jia pac.盗品 640 。2，720 。1，280 。5，760 1，600 6，080 12，160 。
Metn油''a copepodite 1，440 640 9E日 1，280 640 。9，920 2，560 17，920 40，640 3，200 
P町宮calanus parvus 160 。 16日 960 。 。 320 。 。 320 。
TORTANIDAE 。 。 160 。 。 。 。 。 。 。 。
CALANOIDA 。 。 16日 。 。 。 320 640 640 320 。
Oithona atJa叫1CB 2，720 2，560 5，280 320 。 160 。1，920 1，280 4，160 8，960 
Oithona copepodite 。 320 960 。 。 。 。 320 320 640 320 

Oncaea COllJ.島田 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 320 
HARPACTICOIDA 。 。 。 。 。 。 。 320 。 。 。
COPEPODA nauplius 。 。 。 。 。 。 。 320 。 。 。

端脚類 Hyperoche medu，植民団E 480 160 640 960 1，920 800 640 320 640 640 5，440 

27軟体動物 翼足類 PTEROPODA 。 。 。 。 。 160 。 。 。 。 。
トii毛顎動物 毛顎類

Sagitta e"昭'ans 800 160 640 640 2，560 320 320 320 。 320 960 

Sagitta. spp 。 。 160 。 。 。 。 320 。 。 320 
脊索動物 尾虫類 OikopJeura longicauda 160 。 。 。 。 。 。 。2，240 960 3201 

01kopJeura spp 160 480 1，440 。 。 320 2，560 1，600 。 。 960 
FdtjJaria boreaJjδ 。 。 8口0 。 。 。 640 320 320 。 。l
Fritilaria spp 320 。 。 。 。 160 。 640 640 320 。

その他 巻員類 GASTROPODA larva 。 160 160 。 。 。1，920 640 。 320 。
一枚員類 PELECYPODA Umbo larva 。 。 。 。1，920 。 320 。 。 。 。
フジツボ類 CIRRIPEDlA nauplius 。 。 。 。 。 。 。 。 320 640 。

CIRRIPEDlA cypris 。 。 。 。 。 。 320 。 320 。 。
オキアミ類 EUPHAUSIACEA egg 640 800 800 。 。 。 320 。 。 320 320 

EUPHAUSIACEA nauplius 160 。 。 。 。 。 。 。 320 。 。
EUPHAUSIACEA caliptopis 160 160 1，280 。 。 。 。 。 640 320 320 

EUPHAUSIACEA furciJia 。 160 。 。 。 。 。 。 320 。 640 
長尾瀬 MACRURA mysls 。 。 。 。 。 320 。 。 。 。 。
短尾類 BRACHURA zoea 。 。 。 。 。 160 。 。 。 。 。
ウニ類 PLUTEUS larva 。 。 160 。 。 。 。 。 。 。 。

カイアシ類 35，360 46，240 64，640 77，120 167，680 28，800 85，120 89，920 111，040 96，960 85，760 

ヤムシ類 800 160 800 640 2，560 320 320 640 。 320 1，280 
その他 2，080 1，920 5，280 3，200 10，880 2，720 11，840 6，400 5，760 4，480 8，000 

合計 38，2401 48，320 70，7201 80，9601 181，1201 31，8401 97，2801 96，96日 116，8001 101，7601 95，040 
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オッタートロール海底曳によるイカナゴ採集結果 (2006年)
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着底緯度

着底経度
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離底経度

着底時刻

離底時期j

曳網時間(分)

曳網速度(kn凶)

*曳網距離旬。

曳網面積(rr1)

曳網ワープ長(m)

離底ワープ長(m)

離底水深句d

天候

波浪

うねり

風向

風力

気圧

海面水温

1m 

10m 

2伽n

3印n

40m 

50m 

75m 

100m 

125m 

150m 
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200m 

230m 

イカナゴ O 
ヤリイカ 0 

スノレメイヵ 。
ミズダコ O 

カスベ類 36 

アプラツノザメ 0 

ホシザメ 4 

ノコギリザメ 0 
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7コガレイ 0 

ミギガレイ o 
ムシガレイ 41 
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カジカ類 。
備考 0 

10分あたりのイカナゴ 0.0 

000rr1あたりのイカナゴ 0.0 

*曳網距離=離底位置着底位置、曳網面積
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ヒラメ資源回復計画

田津亮 尾坂康

はじめに

本事業は、我が国周辺水域において緊急に資源の回復が必要な魚種について、全固または地域

レベルで資源回復のための計画を策定し、ーそのための取組みについて総合的に支援するものであ

る。平成 16年度に青森県海区漁業調整委員会において、ヒラメの資源回復計画(対象海域:尻屋

~階上)作成の着手が承認されたことにともない、回復計画作成に必要な調査を実施する。

今年度は太平洋海域におけるヒラメの移動生態を把握するため、標識放流調査を実施した。

材料と方法

平成 18年9月、 11月、 12月の各月 1回、青森県三沢市沖水深 10m、20m、30m、40m、50m

(水深50mは11月及び 12月のみ)の海域でへら曳き釣りによりヒラメをサンプリングし、全長

を測定した後、スパゲティタグを装着して直ちに放流した。へら曳き釣りには、 5本の釣り針が連

なった仕掛けを使用し、各水深 1時間釣獲を行った。

再捕報告依頼のポスターを作成し漁業者に呼びかけ、再捕報告を集計した。

平成 17年度の三沢市沖における標識放流調査の再捕報告もあわせて取りまとめた。

放流、再捕時の水温は独立行政法人水産総合研究センター東北区水産研究所が公表している太

平洋水深50m層の水温データを用いた。

結果と考察

(1)サンプリングの状況

各月の水深別の全長組成を表 1""'表3に示した。ヒラメの釣獲尾数は9月、 11月の盛漁期には

1時間あたりの釣獲尾数が最大で 24尾であったが、 12月になると最大で 3尾と急激に減少し、

水深が浅いところほど釣獲尾数が多く全長が小さい傾向が見られた。

青森県 (1997)では太平洋沖水深 10、20、30、40mにおいて、目合 3.3寸、 3.5寸、 4.0寸の

刺網を用い、月ごとのヒラメの漁獲尾数と平均全長を報告しているが、 9月以降急激に増えた漁獲

尾数が 12月になると急激に減少するという傾向を示しており、今回の調査でも 12月になると急

激に釣獲尾数が減少した。

ヒラメの全長組成については、今回の調査では、 22cmから 32cmの1才魚と思われる個体が主

体であり、浅い水深ほど小さな個体が釣獲される傾向が見られた。 2才魚以上と思われる 35cm以

上のヒラメの割合は、 9月には水深 10mで 12.5%、水深20mで40.0%、水深 30mで38.5%、

水深40mで77.8%で、あった。

青森県 (1997)の水深別の全目合合計尾数と比較すると、 35cm以上の個体の割合は 1996年9

月には水深 10mで1.7%、水深20mで3.0%、水深 30mで3.5%、水深40mで 11.8%であり、

各水深とも今回の調査結果のほうが割合が高い。

1才魚と 2才魚以上の割合は年齢組成に年変動があるため単純に比較はできないが、刺網と釣
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りでは漁具の選択性が異なり、刺網の方が大型個体を漁獲しづらく、釣り漁法がより実際の全長

組成を反映していると考えられ、小型魚を保護し大型魚の漁獲へ移行する手段として、釣り持、法

が有効であると考えられた。

表1.ヒラメサンプリングの状況

(平成 18年9月22日実施分)
水深(m)

|全長(cm) 10m 20m 30m 40m 総計
22 1 
23 3 1 4 
24 2 
25 7 2 10 
26 3 3 7 
27 2 3 
28 2 5 3 10 
29 3 
30 
31 
32 
33 
34 一一一一町田町四一・ーー町一一-一.._--._一一一一一一一一-ー・ーーー・・・・・・ーー
35 1 2 
36 2 2 5 
37 2 4 
38 2 5 
39 1 
40 
41 2 2 5 
42 
43 
44-
総計 24 20 13 9 66 

(3) (8) (5) (7) (23) 
上 ~司L.L..... ..， I _、 E昌邑

表3.ヒラメサンプリングの状況

(平成 18年 12月 14日実施分)
水深(m)

|全長(cm) 10m 20m 30m 40m 50m 総計
22 
23 
24 
25 
26 
27 
28 
29 
30 
31 
32 
33 

334 5 

36 
37 
38 
39 
40 
41 
42 
43 
44- 2 3 
総計 。 。 3 3 2 8 

(0) (0) (2) (2) (2) (6) 
ム ~同 .~.唱且.‘. L_、-

表2.ヒラメサンプリングの状況

(平成 18年 11月3日実施分)

益還 m
|全長(cm) 10m 20m 30m 40m 50m 総計
22 
23 
24 2 
25 3 4 
26 4 1 7 
27 6 2 2 111 
28 3 3 ~I 29 2 2 3 
30 2 5 4 11 
31 2 6 9 
32 2 4 
33 
34 
35 
36 
37 
38 
39 2 
40 2 
41 
42 
43 
44 
総計 23 

(139 ) (222 ) 
4 

(16 ) 
74 

(0) (2) (8 
元i両丙I孟証言cm);)主の雇激

(2)再捕状況

平成 17年放流群、平成 18年放流群の平成 19年 3月末現在の再捕状況をそれぞれ図 1、図 2

に示した。平成 17年放流群については平成 17年 11月に三沢沖において釣りにより釣獲されたも

のを放流したものでる。それぞれの放流及び再捕状況の詳細は表4に示す。平成 17年放流群の再

捕状況については、放流後 1913， 44日後の 12月に、それぞれ本県太平洋北部沖、岩手県宮古沖
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で再捕され、この時の水深 50m層水温(図 3)をみると放流海域の三沢沖よりも、水温の高い海

域へ移動していた。全体として放流海域よりも北側での再捕が多く、日本海側へ移動した個体も 1

尾確認された。平成 18年度放流群についても、同様に北上傾向が見られ、放流後比較的短期間に

津軽海峡東部へ移動していることが確認された。

十三 (1988)、石戸 (1990)は本県太平洋岸におけるヒラメの標識放流結果から放流海域付近

で再捕されるもの以外については北上傾向が強いことを報告している。十三は移動が起こる要因

として、飼料、水温、海流及び産卵のための移動などが考えられるが、ヒラメと食性の異なるカ

レイ類がヒラメと同じ移動をしていることから、飼料が主要因とは考えづらいこと、水温の上昇、

下降が主要因とすればもう少し移動が大きくてもよいこと、同一海域でヒラメが周年漁獲される

ことはないはずであることを報告している。しかし、落合・田中 (1986)はヒラメの成長の適温

が 15'"250Cとしており、成長期にあたる夏から晩秋にかけては、ヒラメの移動が水温の影響を受

ける可能性がある。

引き続いて再捕報告を集計するとともに、これまで放流数の少ない昇温期の標識放流も尾数を

増やして実施し、移動を起こす要因についてより詳しく調査したい。

参考文献

十三 邦昭 (1988) 青森県沿岸のヒラメ、カレイ類の標識放流結果について.第 9回東北海区

底魚研究チーム会議会議報告

石戸 芳男 (1990) 東北海区北部におけるヒラメ若齢魚の分布と移動.東北水研研報， 52，33・43

青森県 (1997) 平成8年度資源管理型漁業推進総合対策事業報告書， 17pp. 

落合明・田中克 (1986) 新版魚類学(下).恒星社厚生閣

X(149) 

*放流場所 ×再捕場所(経過日数)

図1.平成 17年度放流群の再捕状況

*放流場所 ×再捕場所(経過日数)

図2.平成 18年度放流群の再捕状況

nu 
nuu 



図3.平成 17年 9月から 12月までの水深 50m水温

図4.平成 18年9月から 12月までの水深50m水温

出典:(独)水産総合研究センター東北区水産研究所ホームページ

表4. ヒラメ標識放流及び再捕一覧表

放流年月日 :2005年11月2日から3日
放流海域 .三沢沖
放流尾数 :204尾

再捕年月日 再捕場所
2006.04.01 八戸市鮫角沖東16マイル
2006.05.06 六ケ所村泊沖
2006.07.23 中泊町小泊沖
2006.12.10 東通村尻労沖

放流年月日 :2005年11月12白から13日
放流海域 :三沢沖
放流尾数 :209尾

再捕年月日 再捕場所
2005.12.01 東通村尻労沖
2005.12.26 岩手県宮古湾沖
2006.08.31 東通村小田野沢沖

放流年月日 2006年9月22日
放流海域 :三沢沖
放流尾数 :66尾
再捕年月日 再捕場所
2006.11.18 東通村石持沖

放流年月日 :2006年11月3日
放流海域 :三沢沖
放流尾数 :74尾

再捕年月日 再捕場所
2006.12.20六ケ所村泊沖
2006.12.25 三沢市沖

放流年月日
放流海域
放流尾数

再捕年月日
なし

:2006年12月14日
:三沢沖

:8尾
再商事帯

再捕漁具経過日数
不明 149 
小型底曳網 183 
釣り 261 
底建網 398 

再捕漁具経過日数
定置網 19 
定置網 44 
釣り 298 

再捕漁具経過日数
底建網 56 

再捕漁具経過日数
定置網 47 
刺網 42 

再構漁具経過臼数
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小型機船底曳網漁業漁具改良試験(包括的資源回復計画事前調査)

康

はじめに

青森県太平洋岸で操業する小型機船底曳網漁業の主な漁獲対象種は、年間を通してヒラ

メ・カレイ類、冬期間はタラ類となっており、これらの漁獲数量は全体の約 7割、漁獲金

額の約6割を占める。

漁業者はこれまで自主的資源管理としてヒラメ 35cm未満個体の再放流、マコガレイ

20cm未満個体の再放流などの資源管理措置に取り組んできているが、漁法の特性上、小型

魚の混獲が避けられない。そこで平成 17年度に、入網した小型魚を脱出させる漁具を検討

し、作成した。今年度はこの改良漁具の選択性について曳網試験を行った。

尾坂亮田津

唱
Ea-ム
1口

2

、，4

刈
×
九
一
円
札

X1: 9月 1回国

X3・9月 3回三 X4:9月4回目

ム1: 10月 1回目、

口1: 11月 1回目"Cl2: 11月2回目

X2:9月2回目

材料と方法

( 1 )改良漁具の概要

小型魚を脱出させるため、胴尻部前に曳網中も目合が

つぶれにくい角目網(目合 :4寸X4寸)を装着した。ま

た、手網から身網・天井網・底網はすべて目合 3寸目の

菱自網を使用した。(図 2)

(2 )曳網試験の概要

平成 18年9月から 11月にかけて毎月 1回、青森県六

ヶ所村沖(図 1)において、青森県八戸みなと漁協所属の

小型機船底曳網漁船による曳網試験を行った。(表 1)

9月の試験では、同じ水深帯で改良網、通常網を 1回ず

つ曳網し、それぞれ入網した個体を分類し、全長を測定

した。また、 10月及び 11月の試験で、は改良網をカバー

ネット(図 2)で覆い、改良網、カバーネットそれぞれに

入網した個体を分類し、全長を測定した。

図1.調査海域

表1.曳網試験の概要

実施年月日 船名 水深 試験内容

平成 18年 9月25日 第十八漁栄丸 170・190m 1回目:改良網、 2回目:通常網
70・85m 3回目:改良網、 4回目:通常網

平成 18年 10月27日 第八早取丸 300・315m 1回目:改良網(カバーネット付)

平成 18年 11月27日 第十五漁宝丸 250・270m 1回目:改良網(カバーネット付)
75・80m 2回目:改良網(カバーネット付)
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結果と考察

( 1 )通常網と改良網の漁獲物全長組成の比較

9月の曳綱試験の結果、水深 170・190mで、は通常網、改良網ともにマダラ、パパガレイが

主に入網したほか、ミギガレイ(地方名メヌケガレイ)等が入網し、水深70・85mではマコ

ガレイ、パパガレイが主に入網した。ヒラメは水深 170・190mで1尾(全長24.5cm)漁獲

されたのみで、あった。魚種ごとの漁獲尾数、測定尾数は表 2のとおりである。これらの結

果から、マダラ、マコガレイ、パパガレイの 3魚種について通常網と改良網の漁獲尾数と

全長組成を比較した。

マダラ(図 3)については、改良網のほうが通常網よりも漁獲尾数が多く、全長組成につ

いて独立性の検定をしたところ、有意水準5%で差がみられないことから、小型魚を脱出さ

せる効果が低いことが考えられた。

マコガレイ(図 4)については、改良網の漁獲尾数が通常網の約 8割に減少し、全長組成

を比較すると通常網に入網した全長 23cm未満の個体が改良網には入網しなかった。独立性

の検定の結果、有意水準5%で差が見られた。また、改良網に入網した 29cm以上の個体が

検定結果に影響していると考えられたため、 29cm未満の個体について同様に検定した結果

でも有意な差が見られ、マコガレイについては小型魚の脱出率を向上させる効果を持って

いると考えられた。

パパガレイについては、両水深とも改良網の漁獲尾数が通常網の約 4割に減少した。全

長組成を比較すると、水深70・85m(図 5)では通常網で入網割合が高い 17cm未満の個体

が改良網では少ない。検定の結果、有意水準5%で差が見られた。 19cm未満個体について

同様に検定した結果でも有意な差が見られたため、パパガレイについても小型魚の脱出率

を向上させる効果を持っていると考えられた。水深 170・190m(図 6)では改良網と通常網

での全長組成がまったく異なり、同じ水深帯であっても曳網場所がわずかに違うだけで、

その海域に分布する個体の全長組成そのものが違う可能性が考えられた。

表 2.平成 18年9月の曳網試験による漁獲尾数と測定尾数

マダラ マコガレイ パパガレイ

調査月 水深 網種 漁獲 測定 持獲 測定 漁獲 測定

尾数 尾数 尾数 尾数 尾数 尾数

170・190 改良網 68 68 。 。 17 17 

9月
170・190 通常網 55 55 。 。 41 41 

70・85 改良網 。 。 234 63 39 39 

70・85 通常網 。 。 314 60 121 36 

( 2 )改良網の選択性

9月の曳網試験結果を受けて、改良網の選択性を調査するために、 10月及び 11月の曳網

試験では改良網の胴尻部をカバーネットで覆い、胴尻部から脱出した個体についても採集

した。 10月の試験では水深 300""__315mでマダラ、スケトウダラ、ヒレグロが主に入網し、

11月の試験では水深250....__270mで、マダラ、スケトウダラが、水深 75""__80mでマコガレイ、
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ミギガレイ(地方名メヌケガレイ)、ムシガレイ(地方名サイベ)が入網した(表 3)。胴尻

部に入網した個体とカバーネットに入網した個体すべてについて全長測定を行し、集計した。

ヒレグロ、マコガレイ、ミギガレイ、ムシガレイについては、すべてカレイ類として一括

して測定した。

表 3.平成 18年 10月及び 11月の曳網試験による漁獲尾数

調査月 水深 入網部位
マダフ スケトウダ カレイ類

フ

10月 300・315
胴尻部 162 80 

カパ 19 77 

11月 250・270
胴尻部 135 15 

カパ 9 39 

11月 75・80
胴尻部 。 。
カパ 。 。

測定結果から全長(1 )ごとの実測選択率Rjを次式で表したO

R，=---=':_ 
Cll + C2J 

251 

1 

37 。
194 

126 

(1 :全長、 Cl:胴尻部での漁獲尾数、 α:カバーネットでの持獲尾数)
また、全長ごとの推定選択率Rj を選択率曲線の関数としてLogistic曲線を用い、次式

で表した。

RJ '= 1/(1 + (exp(α1 +b)) 

( 1 :全長、 a，h:推定するパラメータ)

パラメータ a，hは、実測値Rと推定値R-の差の二乗値をMs-Excelのソルパー機能を用

いて最小にして推定した。得られた a，b値から 50%選択全長(入網した個体の半数が脱出

する全長)と選択スパン (25%が脱出する全長一75%が脱出する全長、値が小さいほど選

択性が鋭し、)を算出した(表 4)。マダラ、スケトウダラ、カレイ類についての全長別入網

尾数(図 7-1'"'-'図9-1) と推定された選択率曲線(図 7-2'"'-'図9-2)を示す。

表 4.魚種ごとのa、b値、 50%選択体長、選択スパン

魚種名 a値 b 値 50%選択全長 選択スパン

(cm) (cm) 

マダフ 初期値 -1.00 30.00 30.00 2.20 

推定値 -0.19 4.04 21.02 11.42 
スケトウダPフ 初期値 1.00 30.00 30.00 2.20 

推定値 一0.23 6.86 29.59 9.47 

カレイ類 初期値 -1.00 15.00 15.00 2.20 

推定値 -0.63 10.30 16.44 3.51 

マダラについては、全長にかかわらずほとんどの個体が胴尻に入網しており、全長別選

択率の実測値は最小でも 0.8と、入網したマダラの脱出はほとんど見られなかった。推定さ

れた選択率曲線を見ると、 50%選択全長は 21.0cmであり、今回の調査では入網が見られな
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し、小型のサイズであった。

スケトウダラについては、入網個体の多い全長約 25cm前後の個体がほとんどカバーネッ

トに、全長 45cm前後の個体がほとんど胴尻に入網した。 50%選択全長は 29.6cmで、選択

スパンは 9.5cmとカレイ類と比べると幅が広くなる結果となった。

カレイ類については、 25cm以上の個体がほとんど胴尻部に入網する一方、 15cm以下の

個体はほとんどカバーネットに入網し、 50%選択全長が 16.4cmとなった。選択スパンは

3.5cmと、漁獲したいサイズと脱出させたいサイズをある程度明確に分けることができると

いう結果となった。

今回の調査では比較対象としてカバーネットを用いた通常網の小型魚脱出効果について

の調査を行っていないことから斉藤ら (1999)の結果と比較、検討した。斉藤らは 2寸目

(実測目合 54.9mm)の通常網について、その 50%選択全長，選択スパンが、マガレイで

はそれぞれ 143mm，18.5mm、ヤナギムシガレイでは 176mm，28.8mm、ヒレグロでは

141mm， 27.9mm、ムシガレイでは 146mm，30.1mmと報告しており、ヤナギムシガレイ

を除くカレイ類については、今回の改良網のほうが、選択スパンは劣るものの、 50%選択

全長は高い値となった。しかし、カレイ類を一括して測定、集計、解析したことから、魚

種ごとに解析を行った斉藤らの結果に比較して脱出効果の評価精度が低いことが考えられ

た。

まとめ

今年度の試験結果により、改良網がスケトウダラについては小型魚脱出効果が高いこと、

カレイ類については小型魚の脱出効果がやや向上すること、マダラについては小型魚脱出

効果が低いことが分かつた。

このように、複数種を漁獲対象とする底曳網漁業では、魚種によって漁具の選択性が異

なることから漁具改良によってすべての魚種を包括的に資源管理することは困難である。

今回の結果から、スケトウダラ、カレイ類に一定の小型魚脱出効果が認められたことから、

当該漁業の資源管理には角目網の導入による漁具改良に加えて、再放流効果が認められる

魚種については船上で小型魚を再放流すること、再放流効果が低い魚種については、漁場

ごとの体長組成、移動分布など生態的特徴を把握し、小型魚が多いような場所では曳網を

控えるなどの漁業者の取り組みを推進することが必要と思われた。

文献

斉藤宏和・藤森康澄・清水 晋・三浦汀介 (1999) 小型底びき網の網目形状と網成りに

関する研究.青森県.資源管理型底曳網実証事業報告書

東海正 (1997) MS-Excelのソノレバーによる曳網の網目選択性 Logistic式パラメータの

最尤推定.水産海洋研究， 61， 288・298
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図2.改良漁具の概要
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うすめばるトータルフ。ラン推進事業

(うち、陸奥湾内資源量調査(湾口部音響調査)および移動経路調査)

山中崇裕

はじめに

陸奥湾内に着底したウスメバル稚魚の生態を把握することにより、漁獲対象資源であるウスメバル

にはたす陸奥湾の役割を解明し、今後のウスメバル資源の保護及び増大についての知見を得ることを

目的とする。

材料と方法

2005年春に青森市沖合で採取したウスメバル稚魚を増養殖研

究所、脇野沢で中間育成し、標識を装着し、 2006年 6月 27日に

脇野沢村沖人工礁周辺(水深約 50m)で船上から放流した(表 1)。

また、 2006年 9月 11"-' 12日及び 10月 12"-'13日に、湾口部

や脇野沢沖人工礁設置海域、佐井沖増殖礁設置海域において計量

魚群探知機(以下計量魚探)調査を実施した。計量魚探調査は試

験船青鵬丸搭載の EK500(シムラッド社)を使用して EP500(シ

ムラッド社)でデータを収録した。データは MOで持ち帰り、エ

コービ、ュー(ソナーデータ社)で解析した。調査時

の航走速度は概ね 7ノット前後とし、湾口部 (9月

12日実施)では 4本、佐井沖 (10月 13日実施)で

は8本、脇野沢沖 (9月 11日、 10月 12日実施)で

は4本の調査線を設定しデータを収集した(図 1)。

結果及び考察

表 1 標識放流結果

放流月日 平成18年6月27日

放流場所 脇野沢人工礁周辺

現場水深 約50m

放流方法 船上放流

放流尾数 107 

平均TL 113mm 
標識種類スハ。ケ.ツティ灼。18mm

色青
刻印 アオスイ281-アオスイ420

図 1 計量魚探調査海域

2000年からの標識放流魚の再捕結果を表 2および図 2に示した。現在までに再捕されたのは、

2000年放流では、青森ブイ放流群 5尾、奥内放流群 7尾、脇野沢放流群2尾の合計 14尾、 2001年

.放流では、青森ブイ放流群4尾、指導センター放流群 8尾の合計 12尾、 2002年放流では、平舘ブイ

放流群 6尾、脇野沢放流群(中間)6尾、脇野沢放流群(現場)3尾の合計 15尾であり、 2003年放流群

は平舘ブイ放流群 1尾、脇野沢放流群3尾の合計4尾で、あった。このうち 2006年に報告されたのは、

2002年に脇野沢から放流され、今別町沖合で再捕された 1尾のみであった。放流後の経過日数が最

大であったのはこの採捕で、経過日数は 1，466日であった。湾内から湾口への移動は推察されている
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が、それより遠方での報告がないため、来年度の今別沖、尻屋沖での標識放流の採捕報告が待ち望ま

れる。

計量魚探のエコグラムを湾口部は図 3に脇野沢沖は図 4に示した。湾口部の調査で、は中央付近に魚

類の反応が見られたが、魚礁域等では、まとまった反応は確認されなかった。佐井沖のエコグラムは

割愛するが、脇野沢沖同様反応は見られなかった。湾口部での魚類の反応は魚種が不明である。中層

トロールや釣りによる魚種確認が不可欠で、ある。また、魚礁域では反応の確認、定量化と、釣獲試験

等による魚種確認が必要である。

表2 標識魚の再捕結果
再捕年月目標識.110 再繍場所 ( )は雌岸距離 再捕時FL 再補時開 放流日 放涜極所 経過日数

2000/6/3 赤色7.10'T1 ' ltM356 青森市奥内沖 9.3 (T. L) 2脱却/5/24 青森市奥内沖 10 
2000/6/3 赤色IJ¥'fT1・ltAイワ 青森市奥内沖 2似lO/5/24 青香市奥肉沖 10 

2∞0/6/3 赤色7J"'(T1・7オA{つ 青森市奥肉沖 2∞0/5/24 青森市奥肉沖 10 

2000/6/4 赤色AII'~'T1 '1才Mつ 青森市奥肉沖 2∞0/5/24 青森市奥肉沖 11 

2∞0/7/4 赤色IJ¥'fT1・7才1イ20∞ 青森市沖青森J'{周辺 消化が進んでいた 2似lO/6/16 平内町沖膏轟プイ周辺 18 

2飢加/7/4 黄色7.1，'~'T1 '1オM2∞o 青森市沖青森プイ周辺 消化が進んでいた 2∞0/6/16 平内町沖膏轟J'{周辺 18 

2∞0/7/4 黄色7.1，'~'T1 ' 7tM2∞o 青森市沖膏轟プイ周辺 消化が進んでいた 2∞0/6/16 平肉町沖膏轟プイ周辺 18 

20∞/7/10 赤色川'fT1 ' 7tA{415 青森市奥肉沖 10.3 (T. L) 2脱却/5/24 膏蒜市奥肉沖 47 

20∞/8/3 赤色7.11"ゲ子ィ 7ねイ2ω。青森市奥肉沖 12.7 (T. L) 2∞0/6/16 平肉町沖青森プイ周辺 48 

2∞0/11/17緑色IJ¥'fT1'lt叫0785 蓮田沖()=54の人工礁 10.9 (T.L) 12.8 2αlO/5/24 青森市奥肉沖 177 

2001/1/20 れング色ÃII'~'T1 ・ 7才Ã{0217 平舘村元字国沖()=5伽 18.0 (T.L) 2αlO/10/11 植野沢沖 101 

2001/2/19 才レンゲ色7J0'T1'7ねイ 臨野沢村大崎沖 17.6 (1. L) 77 2∞0/10/11 脇野沢沖 131 

2001/3/22 赤色7J，'fT1・7tM0050 協野沢前沖0=60の人工礁周辺 13.4 (T.L) 27 2∞0/5/24 青森市奥肉沖 302 

2001/6/22 黄色7J0'T1'ltM2∞1 奥内地区・前田沖(紛蜘) 12.0 40 2∞1/6/6 膏轟市水産指導セン哲一沖 16 

2001/6/26 黄色IJ¥'ゲT1'7才A{2∞1 奥肉地区・前田沖 (38倫明) 10.1 20 2∞1/6/6 青森市水産指導セン9ー沖 20 

2001/7/25 黄色7.1'圃fT1'7オM2∞1 後渇小橋沖 (3∞伽) 10.5 (T L) 2∞1/6/6 青春市水産指導セン聖一沖 49 

2001/8/29 赤色7JI'fT1'7才A{2∞1 青森市沖青森プイ周辺 11.0<TL) 15 2∞1/6/14 平肉町沖青森J'{周辺 76 

2001/8/29 赤色IJ¥'ゲテ4・7tM2∞1 油川沖フェリー航路近く(下り) 10.2(1. L) 12 2∞1/6/14 平内町沖青森J.周辺 76 

2001/9/18 黄色M ゲティ・ 7tM2∞1 奥肉地区・清水沖 11. 8(T. L) 2∞1/6/6 青森市水産指噂セン告ー沖 104 

2001/9/20 黄色IJ¥'fT1'7tM2∞1 奥肉地区・前田沖 (32愉司) 13.1<T.L) 2∞1/6/6 青森市水産指導セン告ー沖 1116 

2002/1/10 黄色7.11'ゲT1'対M2∞1 後潟漁協沖0=3伽 (3∞伽) 8cm位(現物朱確認) 2∞1/6/6 青森市水産指導センヲー沖 218 

2002/1/10 黄色7.1，'f T1 ' ltM2∞1 後渇漁協沖()=3伽 (3∞伽，) 8cm位(現物朱確認) 2∞1/6/6 青轟市水産指導セン世一沖 218 

2∞2/2/27 赤色IJ¥'ff1・ 7tM2∞1 後渇漁協沖 12叩位(現物来確認) 2∞1/6/14 平肉町沖青森プイ周辺 258 

2002/6/18 赤色7Jl'f子4・7才M2∞1 平舘沖魚礁(水深拘n) 13叩位(現物朱確認) 32 2∞1/6/14 平内町沖青森J'{周辺 369 

2002/6/26 黄色IJ¥'~'T1 ' 7tM2∞2 平舘村弥蔵釜沖()=2伽 12. 5(T. L) 26 2∞2/6/19 平舘村沖平舘7イ周辺

2002/6/26 黄色7J，'fT1・7tM2∞2 平舘村弥蔵釜沖()=2伽 12叩位(現物未確認) 2∞2/6/19 平舘村沖平舘ブイ周辺

2002/6/26 黄色IJ¥'~'T1 ・ 7tM2∞2 平舘村弥蔵釜沖()=2加 12. 3(T. L) 28 2∞2/6/19 平舘村沖平舘ヲイ周辺

2∞2/6/26 黄色7JI"ff1・7才M2∞2 平舘村弥蔵釜沖()=2伽1 12. 2<T. L) 27 2∞2/6/19 平舘村沖平舘ブイ周辺

2002/6/26 黄色IJ¥'fT1・7ねイ2∞2 平舘村弥蔵釜沖()=2伽 12.0(干L) 17 2∞2/6/19 平舘村沖平舘ブイ周辺

2002/10/10赤色IJ¥'fT1・7tM2oo2 脇野沢前沖()=60の人工礁周辺 13.5<T.L) 28 2∞2/6/25 脇野沢前沖()=60の人工礁周辺 107 

2002/10/15 オレンγ色7.1，'~'Tィ・河川0543 脇野沢前沖()=60の人工礁周辺 15.0 (T L) 49 2∞2/9/26 畠野沢前沖0=60の人工礁周辺 19 

2003/1/28 tvンγ色7J0'T1'1オ1イ0410 平舘村田の沢沖酔4伽 (25尋) 17.5<T.L) 72.5 2∞2/9/26 趨野沢前沖()=60の人工礁周辺 124 

2003/2/7 黄色7.11"f T1 ' ltM2002 今別町高野崎沖()=11伽 T.L:14. 3，B.L:11. 7 38.5 2∞2/6/19 平舘村沖平舘ブイ周辺 233 

2003/7/14 オωγ 色白、'~T1 ・7tÃ{0564 趨野沢村九鰻泊沖()=5D-55m 18. O(T. L) 90 2∞2/9/26 畠野沢前沖()=60の人工礁周辺 291 

2003/9/3 青色IJ¥'fT1・7才1イ2∞o 平舘沖0=9加 20. O(T. L) 1∞ 2償却/6/16 平内町沖青森プイ周辺 1174 

2003/9/5 黄色IJ¥'~'T1 ・ 7オM2∞1 平舘沖()=95m 19. O(T. L) 100 2∞1/6/6 青森市水産指導セン宇一沖 821 

2003/12/17赤色AII'f T1 ' 7tA{2∞2 脇野沢前沖()=60の人工礁周辺 14.6 2∞2/6/25 臆野沢前沖0=60の人工礁周辺 540 

2003/12/17 赤色川ゲティ・汁M2∞2 脇野沢前沖0=60の人工礁周辺 14 2∞2/6/25 畠野沢前沖0=60の人工准周辺 540 

2004/7/16 黄色AII'ff1・汁M2∞3 今別町網不知沖0=50 17. 5 <T L) 2∞3/6/6 平舘村沖平舘ブイ周辺 406 

2005/8/27 tvンγ1ハ'~'T1 ・ 7才1イ0766 脇野沢前沖0=60の人工礁周辺 18.5 85 2∞3/11/5 脇野沢前沖0=告Oの人工礁周辺 661 

2005/9/3 赤ÃII'~T1 ・ 7ねイ2∞2 畠野沢前沖0=60の人工礁周辺 16.8 60 2∞2/6/25 脇野沢前沖0=60の人工礁周辺 1166 

2005/9/3 赤7J"~'Tィ・ 7オM2oo2 脇野沢前沖0=60の人工礁周辺 18.5 90 2∞2/6/25 臨野沢前沖0=60の人工礁周辺 1166 

2∞5/9/10 t¥l凶， ÃII'~'T1 ・ 7ねイ0997 脇野沢前沖0=60の人ヱ礁周辺 不明 2003/11/5 瞳野沢前沖0=60の人工礁周辺 675 

2005/9/27 オ仙グ加，'~'子4 ・ 1tÃイ0824 畠野沢前沖0=60の人工礁周辺 20 1∞ 2003/11/5 脇野沢前沖0=60の人工礁周辺 692 

2006/6/30 赤色AII'ff1・7オM2∞2 今別町網不知沖俳90m 24 (B. L) 2∞ 2∞2/6/25 脇野沢前沖0=60の人工醸周辺 1466 
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2000年放流群
食 放涜地点(中間育成)一一一+再

図:放涜地点(天然) ・・...目

2002年放流群
甲骨放流地点(中間育成)一一+ 再掲地点

圏 放流地点(天然) ー・4・・ 0

2004年放流群
女 放涜地点(中間育成)ー一一+

図 放流地点(天然) ー...... 

2006年放流群

2001年放流群

2003年放流群

2005年放流群

図2 放流と再捕地点(放流後20日以内の再捕例を除く)

*図中の年月日は再捕年月目、( )肉は再捕までの回数
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図3 湾口部のエコグラム (9月 12日 調査ライン1'"'"'4) 

TT¥ι: 
一一1171つ1川17片:111
;ご;17γlT111:二V1f|
「:711111711叶11つ11叶111「7

図4 脇野沢沖のエコグラム (10月 12日 調査ライン1'"'"'4) 
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沿岸魚類資源動向調査

ヒラメ稚魚分布密度調査

吉田雅範、山中崇裕、原子保、伊藤秀明

はじめに

本調査は、本県沿岸域におけるヒラメ着底稚魚を対象に試験操業を行い、継続的に分布密度を把握

し、ヒラメの資源動向把握に資することを目的とする。

調査地点を図 1に示した。日本海、太平

洋ともに水深5m及び 10m各4点合計8点で

調査を行った。調査月日は日本海が 2006年

7月 31日、 8月 14日、 9月4日、太平洋が

8月 8日、 9月 12日で、あった。民間船を使

用し2ノット前後の速度で原則として 10分

間桁網(水工研E型)を曳いた。入網した

異体類を氷冷した後、種ごとに尾数と重量

を測定した。ヒラメ稚魚については全長、

体重を測定した。なお、曳網距離は GPSで

求めた。

材料と方法

巨通

結果

巨ヨ

GJ:: 

図1 調査地点

表 1及び図 2に2006年の調査地点別採捕密度、図 3に全長組成を示した。 8月 14日の高山南、高

山北及び9月4日の出来島、高山南、高山北は水深5mに粒の大きい砂利が多く桁網を引くことができ

なかったため、水深を 7.5mまたは 8mに変更した。太平洋の 8月 8日は全く採捕されなかった。 9月

12日に採捕された稚魚のサイズは四川目が 83，67，67mm、六川目が 67mmで、あった。

マコガレイを対象とした同様の調査 1)で8月 23日にヒラメが混獲された。混獲されたヒラメは四川

目沖水深 10mで2尾 (31，28剛、引き網面積746.6m2)、四)11目沖水深20mで2尾 (26，26mm、引き絹面

積 633.0m2) であった。
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表1 調査地点別採捕密度(個体/ha)

日本海
5m (7.5....，8m) 1伽1

調査日/場所出来島 高山南 高山北 車力 出来島 高山南 高山北 車力
7月31日 53.3 46.9 7.6 17.7 11. 9 17.8 6.5 
8月14日 40.0 56. 7 80.5 65. 7 58. 7 24.3 29.0 
9月4日 37.2 58.4 54.0 17.1 37.5 0.0 6.5 13.3 

*8月14日高山南、高山北は水深7.5m
*9月4日出来島、高山南、高山北は水深8m

太平洋
5m 1伽1

調査日〈場所四川目 五川目 六川目 塩釜 四川目 玉川目 六川目 塩釜

9月12日 0.0 0.0 0.0 0.0 24.9 0.0 6.9 0.0 
*8月8日は採捕されなかった。

7月31日 8月14日 9月4日

6. @ @ 運静

運動 6. 
可竃郵V f 高山高山

曜動

轡--
{:出来島 I I唱 V 嘩~{:出来島.出来島

鯵ヶ沢 I ..oケ沢 I I 鯵ヶ沢-四 .. 

J{ 
塩釜

六川目 、 曜事
6.9 

J 

玉川目

四川目

*織の大きさ及び数字は採捕密度(個体/ha)を示す。

図2 調査地点別採捕密度(上が日本海、下が太平洋)

-104-



12 20 8 

10 7/31 8/14 
15 6 

~ 8 国 国

」ニ .r: 

主6 さ10 ま4
恩 4 恩 5 
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2 

2 。 。 。。40 80 120 。40 80 120 。30 60 90 120 150 
全長 (mm) 全長 (mm) 会長 (mm)

図3 水深別全長組成(日本海)

考察

漁獲効率を 0.28として 1999年からの水深別平均分布密度を表2に示し、図4に着底指数の推移を

示した。着底指数とは水深別平均分布密度の年最高値である。日本海は 1980年から、太平洋は 1999

年からのデータを示した。 2006年の着底指数は日本海、太平洋ともに低いレベルで、あった。着底量が

多い年の必要条件として高水温が挙げられており州、青森県日本海では6月の水温が着底に影響を及

ぼす 2)と考えられる。 2006年6月の鯵ヶ沢定地水温(青森県水産総合研究センター調べ)は 17.40Cと

着底量の多かった昨年(水温 18.10C)及び一昨年(水温 18.40C)より低かった。 2006年は着底量が

多い年の必要条件(高水温)を満たしていなかったものと考えられる。

表2 調査水深別分布密度

日本海 (個体/ha) 太平洋 (個体/ha)
調査日7水深 5m 10m 15m 水温 調査日7水深 5m 10m 15m 20m 水，2a回E 
1999/7/14 243 543 1999/8/2 11 182 
1999/8/16緩畿鱒警 1999/9/1 275Z 議
1999/8/23 493 818 1999/9/26 346 93 
1999/~// 23 389 218 143 2000/8/21 104 95 

632 318 57 2000/8/31縫グー 174 19 143 200017/30 
54 43 。

2001/8/12 9 8 11 
2001/9/15 190 。 64 
2001/10/8 114 121 25 100 
2002/8/28 193 245 175 7 
2002/9/11 70 47 。

2002/9/5 54 2002/10/11 34 
2003 

綴議v 2004/7/6 。。。。
300 2004/8/3 1，545 676 504 58 
105 201 2004/8/10 1，5201 • 1，479 96 
30 32 2005/7/25 。 8 。。
605繍 2005/8/30 420 118 o 210C 

2叫118 1， 181 848 2005/9/13 224 99 32 62220C 
2005720 1，054 1，502 2006/8/8 。。 190C 
2005/8/9暴露i…一 1， 135 260C 2006/9/12 。 210C 

「、 2005/9/6 277 115 250C 
2006/7/31 122 49 200C 
2006/8/14 160 240c 
2006/9/4 147 45 250C 
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図4 着底指数の推移

参考文献

1) 工藤敏博 (2007):栽培漁業技術開発事業(マコガレイ).平成 18年度青森県水産総合研究センタ

一事業概要年報.

2) 吉田雅範ら (2006):沿岸魚類資源動向調査(ヒラメ稚魚分布密度調査).平成 16年度青森県水産

総合研究センタ一事業報告，30-35.

3) 栗田豊ら (2004):平成 15年度調査研究報告ヒラメ(仙台湾~常磐北部沿岸域).漁場生産力変動

評価・予測調査報告書，22-29
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魚礁開集魚定量化試験

(高層魚礁調査)

山中崇裕

はじめに

平成12年度より県内初の高層魚礁 (SP-35・3型)がウスメバル増殖礁として小泊沖に設置されているが、

当該魚礁は水深100mとこれまでの魚礁よりも深い水深に設置されているため、既存の手法による晴集効果

の把握は困難である。よって大水深魚礁の蛸集魚類を定量化する手法として、計量魚群探知機(以下、計

量魚探という)を用いた解析方法を開発することを目的とする。

材料と方法

1.調査海域

青森県小泊沖約6マイルに造成された小、泊地区広域型増殖場(図1)。なお、広域型増殖場造成事業計画図

及び設置礁体を図2に示した。

礁体配置及び礁体
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図2

調査海域

2.調査内容

①晴集状況・環境調査

計量魚探調査は図1に示す調査海域において、長軸方向に概ね4往復し (7月の共同調査では調査海域を広

く取り、概ね15往復)、青鵬丸搭載のEK500(シムラッド社)を使用してEP500(シムラッド社) (7月の

共同調査で、はEcholog500(ソナーデータ社))でデータを収録した。データはMOで持ち帰り、エコービュ

ー(ソナーデータ社)で解析した。調査月日および調査項目については表1に、航跡を図3に示した。 ADCP

は青鵬丸搭載のRD1020(300kHz、RD社)、 CTDはSBE21(シーバード社)、クロロテックはACL208(ア

レック電子社)を用いてデ}タを収集した。なお、計量魚探のキャリプレーションは7月19日および9月7

日に実施した。
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表1 調査項目

調査月日 計量魚探調査 同時調査項目 開始時刻 備 考

7月20日 。 ADCP調査，CτD調査，クロロ
10:30 

古野電気、東京海洋大

テック調査 学との共同調査

10月3日 。 クロロテック調査 10:40 
11月20日 。 CTD調査 10:55 
12月12日 。 CTD調査，クロロテック調査 16:40 
1月20日 。 CTD調査 9:00 
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図3 計量魚探調査の航跡(、:は増殖礁設置海域)

140.2甜 140.234 140.238 140.242 1岨 246

Lon&itude 

②試験操業

用船により、調査海域で一本釣りを行い、漁獲された魚について魚種毎に一部の体長、体重を測定し、

さらに残りの尾数と重量を測定した。用船は平成18年7月~平成19年1月に2隻の船に8回ずつ、延べ16隻依

頼した。実施状況は表2のとおりである。

表2 試験操業実施状況

A船 B船

調査月日 開始時間 終了時間 表面水温 調査月日 開始時間 終了時間 表面水温

200617/20 9:00 16:00 200617/20 9:00 16:00 

2006/8/8 8:00 10:00 2006/8/8 8:00 10:00 

2006/9/26 5:30 7:00 22.6 2006/10/1 4:00 12:00 21.2 

2006/10/16 5:30 10:30 19.2 2006/10/4 4:15 12:20 21.5 

2006/10/26 6:00 10:30 18.7 2006/10/13 4:10 12:00 21.5 

2006/1217 6:30 10:30 14.7 2007/1/16 7:00 14:30 12.4 
2007/1/16 7:00 12:00 12.4 2007/1/21 6:00 14:30 12.3 

2007/1/28 7:30 12:30 11.2 2007/1/29 7:00 14:30 12.1 
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結果

査調境環況
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図4 エコグラムの抜粋(縦線O.lnm、横線60m)
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調査毎のエコグラムの抜粋を図4に示した。

7月20日の調査では、エコグラム抜粋に見られるような魚群と思われる反応が何カ所かあったが、増殖礁

の近くでは目立った反応はなかった。 10月、 11月の調査ではプランクトンと思われる反応があり、 12月、

1月では増殖礁周辺で魚群と思われる反応があった。積分範囲を水深60mで、区切り、 O.Olnm毎のSAを図5

に示した。増殖礁の沖側の調査線での反応が目立った。特に北側で見られた強し、反応は60m以浅で、はライ

ン3・5、60m以深で、はライン5に起因するものであり、その反応がエコグラムでも見て取れるが、魚種につ

いては不明である。

41.222 ，-
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41.202 1 一一一 」一 一一一一一一一一
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旦
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longitude 
longitude 

図5 面積散乱強度の変化 (7月20日、積分周期O.Olnm)

図6 エコグラム (7月20日、ライン 3-5)

②ADCP 

図7に7月20日のADCPの調査結果のうち3層(水、深8m、40m、

76m)を抜き出して示した。各層とも流向は概ね北西で流速

は上層が約2ノット、中・下層が約1ノットで、あった。

一 110-
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③水温・塩分・クロロフィル

調査毎の水温・塩分測定結果を図8に示した。複数点で測定を実施した調査がほとんどであるが、大きな

違いがないためL存、のみ表示した。 7月20日及び10月3日の調査では表層が高温低塩、底層で低温高塩とな

.っていた。 11月から1月にかけては表層と低層の差はかなり小さくなっていた。クロロフィル測定結果を図

クロロフィルは7月には20m、50mで、高い値を示し、 10月は20m""""50m、12月は表層""""30mで9に示した。
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2.試験操業

標本船による釣獲試験の結果を図10に示した。 7月、 8月の調査で、は釣獲はなかったが、 9月以降はウス

メバルを主体に釣獲され、 12月7日の調査では、 1隻にもかかわらずウスメバル97尾が釣獲されている。図

11に釣獲試験でのウスメバルの体長階級別の尾数を示した。 l尾ずつ測定された結果を測定値として示した。

20cmにモードが見られた。尾数と全重量のみ測定された結果からは、平均体重を計算し、測定値から求め

を用いて体長を求め、計算値として示した。全体では19cmと22た体長体重関係式 (BW=0.025BL̂3雌 5)

160 

120 r-一-

100 Lー

尾 l

数回一一-

60ト一一一一一-

40 ~ 

20ト-

o 且』且且且ー且~.__._._-ー且z干」ー
13 14 15 16 17 16 19 20 21 22 23 24 25 26 27 

体長階級(聞)

園計算値

・璽重量

140 ↑ 

cm(こモードが見られた。平均体長は19.4cmであった。

一量:;iL

釣獲尾数の推移
ウスメバル体長組成

考察

増殖礁設置範囲(共同調査で、は長軸方向に前後200m、短軸方向に前後400m広くした)を調査海域とし、

概ね調査海域内のデータを切り出した(図12)。各調査時のライン数で均等に調査海域が調査されたものと

し、 0.01nm毎に積分したSAを出し、委託事業で求められたウスメバルのTS(TS=20log(BL)-66.8) 

試験操業の平均体長を用いて、ウスメバルの推定尾数を算出してみた。結果を表3に示した。

1 )と

図 11
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表3 推定ウスメバル換算尾数

調査月日
調査ラ ライン間隔 総ライン長 平均SA

推定尾数 備 考
イン数 (m) (凶) (dB) 

7月20日 31 33 31.71 -58.14 31，044 広域調査
11 10 23 5.09 -52.08 373 上記のうち増殖礁海域

10月3日 10 23 5.26 -55.46 4，439 増殖礁海域
11月20日 9 25 4.67 -55.80 3，830 増殖礁海域
12月12日 9 25 4.91 -47.95 23，540 増殖礁海域

1月20日 8 28 4.17 -59.69 1，624 増殖礁海域

推定尾数は約0.4千尾から24千尾という結果となった。この尾数は様々な誤差要因を含んでいるため、実

際とは異なると思われる。過小推定になる要因としては、釣り漁具による選択性のためか、小型魚があま

り漁獲されていないこと。増殖礁ということで、計算範囲を魚礁設置海域に限定していること。魚礁の中

や直近の魚群は計測されないことがあげられる。逆に過大推定になる要因としては、反応すべてをウスメ

バルに換算していること。他に不確定な要因として、ウスメバルのTSが小型魚で測定されているため、比

較的大きい魚体での正確性が不明であることがあげられる。

引用文献

1)貞安一贋，藤井崇，向井徹，飯田浩二 (2004).制御法を用いたウスメバノレのターゲ、ツトストレングス測

定.平成15年度青森県水産総合研究センター委託事業 計量魚探による婿集魚類定量化試験報告書.
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日本海北区ヒラメ広域連携調査

(資源評価調査事業)

雅範、伊藤吉田 崇裕

はじめに

青森県から富山県(日本海北部)のヒラメを同一系群と捉え、 5県による連携を図りながらヒラメ

資源の動向を評価する科学的なデータ収集を行う。

保、山中秀明、原子

材料と方法

市場調査

青森県日本海域の大戸瀬漁協と鯵ヶ沢漁協に底建網(定置網)により水揚げされたヒラメについて、

原則として 2週間に 1回ずつ全長、箱毎の重量、黒化の有無 1)、ネオヘテロボツリウム寄生の有無を

現場で調べた。全数調査ができないため、調査日全体への引き伸ばしには出荷伝票から銘柄(表1)

別に推定した尾数を用い、漁協全体への引き伸ばしには個人別水揚げデータから推定した尾数を用い

1 

た。

(調査市場の選定)

青森県日本海域(小泊漁協~岩崎村漁協)のヒラメ漁獲重量のうち大戸瀬漁協が約1/2を、鯵ヶ沢

漁協が約1/4を占め(図 1)、漁法別では定置網漁業が 8割を占める(図 2)ため、市場調査地区を大

戸瀬漁協と鯵ヶ沢漁協、対象漁法を定置網漁業とした。なお、定置網漁業には底建網漁業を含むもの

とする。また、漁獲量は5"-'6月と 1月が多く、 8"-'10月が少ない(図 3)ため、 4"-'9月を前期、 10"-'

3月を後期として半年毎に取りまとめた。なお、調査対象魚は鮮魚のみ(活魚を除く)とした。

釣本
山
川

網曳
州
底

網
M
H

蜘

1

その他
風合瀬 6% 
十三4唱
4% 

深浦
6弛

岩崎

7% 

図 2 青森県日本海における漁法別ヒラ
メ漁獲量 (2004年度:当所調べ)
*定置網は底建網を含む
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図 1 青森県日本海における漁協別ヒラ
メ漁獲量 (2004年度:当所調べ)



表 1 ヒラメ銘柄規格

入
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月

図 3 青森県日本海における月別ヒラメ
漁獲量 (2004年度:当所調べ)
*定置網は底建網を含む

(出荷伝票からの調査日全体の漁獲尾数推定方法)

蒋A重量
大大
大
中

形
傷(キズ)
次
虫

計画
大大
大
中

別
傷(キズ)

鍾急車盟主

重量(云i) 備考

6以上 1尾入
4-6 1尾入
2-4 1尾入
1-2 2尾-4尾入
0.6-1 4尾入、3kg(不定貫あり)
0.4-0.6 5尾-7尾入、3kg
0.4未満 8尾入~、3kg

黒化
傷

貧血、タコの吸盤
虫による傷

r53iJ小小J""' r中Jの尾数は市場調査で得られた 1尾当りの平均重量から算出し、「大J""'は1尾入れ

なので箱数を尾数とした。「別J、「形」、「傷」、「次」、「虫」で「別小小J""' r特J分けされていないも

のは市場調査または個人別水揚げデータから推定した。

(個人別水揚げデータからの漁協全体の漁獲尾数推定方法)

r 53IJ小小J""' r中」の尾数は市場調査で得られた l尾当りの平均重量から、「大J""'は規格重量の中間

値から算出し、 2006年 4月""'2007年 3月までの漁獲尾数を推定した。

データは日別であるため、「別J、「形J、「傷」、「次」、「虫」で「別小小J""' r特j分けされていない

ものは非常に少なく、全て l尾として計算した。

(年齢組成の推定方法)

調査日全体に引き伸ばした全長組成が混合正規分布するとみなして放流効果解析フ。ログラム 2)を用

いて年齢組成を推定した。鯵ヶ沢漁協及び大戸瀬漁協で漁獲されるヒラメの聞に成長差はないものと

して年齢組成を推定した。雌雄の成長差は考慮していない。

2 放流稚魚黒化パターン調査

日本海北区統一基準 1)に従い、青森県日本海域に放流された稚魚 4群(青森県栽培漁業振興協会放

流)について原則として 100個体ずつ黒化の有無を調べた。

結果

1 市場調査

( 1 )調査尾数

表 2に調査日毎の銘柄別調査尾数を示した。調査尾数は延 30回の調査で前期 1，771尾、後期 2，434

尾の計 4，205尾であった。
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(2 )銘柄別漁獲尾数の推定

表 3に出荷伝票及び個人別水揚げデータから推定した銘柄別漁獲尾数を示した。

A漁協での調査日全体の漁獲尾数は 6，207尾、漁協全体の 2006年4月'"'-'2007年 3月の総漁獲尾数

は38，241尾と推定された。

表 3 市場調査日全体および漁協全体の推定漁獲尾数

(A漁協前期)
調査日杢体 ，蒲協全体市場調査

通常キ支次黒化形 通常キズ次形 通常キ支次虫 形
別小小 409 4 656 3.214 5 2 
小小 322 3 9 638 10 3.980 11 18 61 

111 5 11 351 3 14 1，541 17 25 61 
中 97 2 2 2 253 3 6 7 858 18 10 31 
大 53 3 2 149 7 9 3 430 22 12 
大大 14 3 27 3 2 119 5 6 
特 14 14 92 3 3 

(A漁協後期)
市場調査 調査日歪体 蒲協歪存

通常キズ次黒化形 通常キズ次 形 通常キズ次 形
別小小 149 769 5，902 3 
小小 306 2 1.059 2 3 11 7，178 14 10 84 

375 2 2 16 1.591 6 5 10.422 30 8 16 
中 240 2 5 530 5 3，565 17 9 36 
大 46 36 365 7 3 
大大 16 17 
特 2 15 6 
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(8漁協前塑)
頭協全体帝璃覇葺 調査日全体

銘柄 通常 キズ 黒iじ ~ 通常 キ実 ~ 通常 キズ 別
小小 309 5 750 5 2，586 21 50 
108 3 4 219 4 1，598 21 51 

中 141 2 419 2 2 1.958 33 54 
大 100 2 2 314 3 1，936 39 16 
大大 36 39 2 368 2 
特 9 10 128 5 

(8漁協後期)
市場調査 調査回全体 漁協全体

銘柄 通常キズ 黒iじ 8y 通常キズ ~ 通常 キズ 男。
小小 420 11 8 6 2，842 18 8 28，015 76 125 
418 8 4 3 2，145 12 2 24，035 85 76 

中 299 2 3 1，107 3 5 11，295 67 71 
大 112 271 2 2 2，758 26 33 
大大 5 11 106 

14 

*調査日全体と漁協全体は、出荷伝票及び個人人別水揚げデータからの推定尾数。
黒化は「別(形)J以外銘柄中の黒化尾数。

B漁協での調査日全体の漁獲尾数は 8，198尾、漁協全体の 2006年 4月'"'-'2007年 3月の総漁獲尾数

は75，649尾と推定された。

(3)銘柄別の年齢割合の推定

表4に銘柄別の推定年令割合を、図4に市場調査日全体に引き伸ばした後の推定全長組成を示した。

推定全長組成から「小小」が 2'"'-'3歳、「小」が 3歳、「中Jが4'"'-'5歳、「大」が 5'"'-'6歳、「大大J及

び「特」が6歳以上と推定された。

表4 銘柄別推定年令割合

B棚 (4吋月) 後鰍1か4月)
2歳 3歳 4歳 5歳 6歳 2最 3歳 4歳 5歳 6歳

男I]lJ吋、 舗網 3.52 a∞ a∞ a∞ 見I~JvJ、 a19 1.剖 Q∞ a∞ a∞ 
IJVJ、 81.75 18.25 a01 a∞ a∞ IJVJ、 孔34 28.:1) Q担 Q∞ Q∞ 

9.43 部.倒 4.73 a∞ a∞ zl濁 也l:D 1剖 a∞ Q∞ 
中 a∞ 18.日 回1.06 20:百 0.61 中 a13 1451 田4) 4弱 a∞ 
大 a∞ 0.03 3.14 4之回 54.∞ 大 a∞ a∞ 16.47 但，44 Qω 
大大 a∞ a∞ a∞ a∞1∞∞ 大大 a∞ a∞ a∞ 16.04 a.弱
特 a∞ a∞ a∞ a∞1∞m 特 Q∞ G∞ Q∞ a∞ 100∞ 
400 歳
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図4 市場調査日全体に引き伸ばした後の推定全長組成
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(4)年齢別漁獲尾数と黒化魚混獲率の推定

表5に年齢別推定漁獲尾数と黒化魚混獲率を示した。

A漁協では 2歳魚 20，042尾(混獲率1.2%)、3歳魚 12，406尾(混獲率1.9%)、4歳魚 4，401尾(混

獲率 2.1%)、 5歳魚 886尾(混獲率 2.1%)、6歳以上 506尾(混獲率 3.1%) と推定された。

B漁協では 2歳魚 28，131尾(混獲率 2.1%)、3歳魚 28，745尾(混獲率1.8%)、4歳魚 12，862尾

(混獲率1.3%)、5歳魚 4，214尾(混獲率1.8%)、6歳以上 1，697尾(混獲率 3.4%)と推定された。

表 5 年齢別推定漁獲尾数と黒化魚混獲率

(A漁協)
漁獲尾数 黒化尾数 混獲率

年齢 前期(4.....9;)) 後期(10.....3月) 全体 前期(4.....9月)後期(10.....3月) 全体 全体
2歳 6，590 13，452 20，042 125 111 236 1.2% 
3歳 2，438 9，968 12，406 142 96 238 1.9% 
4最 644 3，757 4，401 36 59 94 2.1% 
5歳 390 496 886 15 3 19 2.1% 
6歳以上 484 22 506 16 。 16 3.1% 

(8漁協)
漁獲尾数 暴化尾数 混獲率

年齢 前期(4.....9}j)後期(10.....3月) 全体 前期(4.....9月)後期(10.....3月) 全体 全体
2歳 2，330 25，801 28，131 50 532 582 2.1% 
3歳 2，298 26，447 28，745 104 409 513 1.8% 
4歳 1，370 11，492 12，862 47 117 164 1.3% 
5歳 1，278 2，936 4，214 38 36 74 1.8% 
6歳以上 1，591 106 1.697 40 18 58 3.4% 
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図5 ネオヘテロボツリウムの銘柄別寄生率の推移

2 放流稚魚黒化パターン調査

表7に生産ラウンド別の放流稚魚の正常、黒化、奇形及び白化の割合を示した。

正常魚率は3"-'10%、黒化率84"-'91%、奇形率0"-'3%、由化率2"-'10%であった。

稚魚の放流尾数は 1Rが21万尾、 2Rが9千尾、 3Rが 19万7千尾、宮古種苗が 40万5千尾の合計

82万1千尾なので、 2006年日本海に放流した黒化魚は約 71万尾 (86%) と推定された。

表7 生産ラウンド別黒化魚等の割合 (2006年)

種頚;正常
1R: 6% 
2R: 3% 
3R: 5% 
宮古: 10% 

墨生-
86% 
85% 
91% 
84% 

査監
0% 
2% 
0% 
3% 

由化判別尾数
8% 98 
10% 102 
4% 100 
2% 58 

考察

本調査で得た黒化尾数は、鯵ヶ沢漁協及び大戸瀬漁協以外の漁協(重量割合で日本海全体の 3割程

度を占める)、定置網以外の漁法 (2割程度}並びに活魚 (1割程度)を含んでおらず、日本海全体で

の回収率を算出する際には注意が必要である。

1990年"-'2005年に日本海に放流された黒化魚尾数及び割合を表8に示した(青森県栽培漁業振興協

会調べ改変)0 1999年"-'2004年の黒化割合は 100%であるため、今回集計した混獲率の補正は必要な

し、。

図 6に銘柄別全長割合を示した。今回の市場調査から得られた結果は、小田切 (1985)3)の結果と

大差がなかった。銘柄別全長割合の年変動は小さいと考えられる。

ヒラメ資源を適切に管理するためには、放流資源の動態、天然資源の動態及び放流資源が天然資源

に及ぼす影響を把握する必要がある。本調査を継続し、解析を進めたい。
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日本海に放流された黒化稚魚尾数及び割合

1990 
1991 
1992 
1993 
1994 
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1996 
1997 
1998 
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2000 
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2005 

黒化割合

型
100.0 
100.0 
100.0 
99.7 
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100.0 
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